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ファクスキットについて

本 FAX System(W) は弊社製複合機（FS/LS シリーズ、TASKalfa シリーズ）の対応機種で使用できます。

対応機種については、複合機のカタログまたは説明書等をご確認ください。
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本書中の注意表示について

この使用説明書は、ファクスを良好な状態でご使用いただくために、正しい操作方法・日常の手入れお

よび簡単なトラブルの処置などができるようにまとめたものです。

ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。また、お読みになった後は、本製品の近くに大切に

保管してください。

この使用説明書及び本製品への表示では、本製品を正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財

産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のように

なっています。

警告：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ

れる内容を示しています。

注意：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お

よび物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示

△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内

容が描かれています。

「注意一般」、 「高温注意」

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止内容が描かれています。

「禁止一般」、 「分解禁止」

●記号は行為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容が描かれていま

す。

「強制一般」、 「電源プラグをコンセントから抜け」、

「必ずアース線を接続せよ」

本製品使用時の汚れなどによって本使用説明書の注意・警告事項が判読できない場合や、本使用説明書

を紛失した場合には、弊社製品取り扱い店等へご連絡の上、新しい使用説明書を入手してください。

（有償）

〈お願い〉

使用説明書の内容は、機械性能改善のために、予告なく変更する場合がありますので御了承ください。
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安全に正しくお使いいただくために

本使用説明書について

本使用説明書は、ファクス機能についての説明書です。

ご使用前には必ず本体の使用説明書と合わせてお読みいただき、またお読みになった後は機械の近くに

大切に保管してください。

ご使用にあたって、次の内容については本体の使用説明書をお読みください。

設置電源について

複写機や空調機器と同じ系統の電源は避けてください。

注意ラベル・刻印について

設置環境について

取り扱い上のご注意

用紙の補給

清掃

トナーコンテナと廃棄トナーボックスの交換

トラブルが発生した場合

紙詰まりが発生したら
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はじめに

商標について

• Adobe Acrobat、Adobe Reader、PostScript は、Adobe Systems, Incorporated（アドビシステムズ社）の

商標です。

その他、本使用説明書中に記載されている会社名や製品名は、各社の商標または登録商標です。

なお、本文中には TM および ® は明記しておりません。



viii

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし

ていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を

引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B
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本書の構成・表記について

本書の構成

本説明書は、次の章で構成されています。

1　各部の名称とはたらき

本体各部の名称と操作パネルのキー名称を説明しています。

2　使用前の準備

ファクスを使用する前に必要な設定について説明しています。

3　ファクスの操作方法（基本編）

「原稿を送る」、「原稿を受ける」など一般的なファクスの使いかたについて説明しています。

4　ファクスの操作方法（応用編）

送る時刻を指定したり、同じ原稿を複数の相手先に連続して送ったり、次の送信を予約したりなどファ

クスの便利な機能について説明しています。

また、送信先や受信先を制限したり、受信した原稿を条件ごとに転送 / 保存 / 印刷したりなど高度な

ファクス通信について説明もしています。さらに、他社機と互換性のある F コード通信機能や、ファク

スの通信状況を把握するのに便利な部門管理機能も説明しています。

5　通信結果や登録した内容の確認

最近行われた送 / 受信の状況をタッチパネルで確認する方法を説明しています。また、通信結果や本機

の設定・登録状況を把握するための管理レポート類の印刷方法についても説明しています。

6　各種設定と登録

エラー時に発生するブザー音の音量を調整するなど、機能に関する各種の設定や登録について説明して

います。

7　オプションについて

オプションの Internet Fax Kit（A）、ハンドセット、拡張メモリー、およびマルチポートについての紹介

と、オプション機器を装着した場合の操作方法について説明しています。

8　インターネットファクスについて（オプション）

インターネットファクス機能を使用する方法や、インターネットファクスに必要な設定について説明し

ています。

＊ i- ファクスはインターネットファクス（オプション）と読み替えてください。
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9　Network FAX について

Network FAX 機能を使用する方法について説明しています。付属の DVD に納められている Network FAX
ドライバー使用説明書（オンラインマニュアル）も合わせてお読みください。

10　こんなときには

エラーが表示されたときやトラブルが発生したときの対処方法を説明しています。

付録

文字の入力方法や本製品の仕様などについて説明しています。
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本書の読みかた

本書中では説明の内容によって、次のように表記しています。

操作手順の表記について

本書中では、タッチパネルのキーを連続して操作する手順を、次のように→でつないで表記していま

す。

表記 説明 表記例

太字 操作パネル上のキーおよびコン

ピューターの画面に表示されるボ

タンやメッセージを示します。

スタートキーを押してください。

OK ボタンをクリックしてください。

［太字］ タッチパネル上のキーを示します。［OK］ を押してください。

「標準」 タッチパネルに表示されるメッ

セージを示します。

「コピーできます。」が表示されます。

参考 補足説明や操作の参考となる情報

が書かれています。

重要 トラブルを防止するために、必ず

守っていただきたい事項や禁止事

項が書かれています。

参考：

重要：

実際の手順 本書の表記

［フ ァクス］ を押す

　▼

「送信設定」の ［次へ］ を押す

　▼

「基本設定」の ［次へ］ を押す

　▼

「発信元記録」の ［変更］ を押す

［フ ァクス］ →「送信設定」の ［次へ］ →

［基本設定］ の ［次へ］ →「発信元記録」の

［変更］ の順に押してください。
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原稿および用紙サイズについて

本書中で使用する原稿および用紙サイズの表記について説明します。

A4 や B5、Letter のように、縦向きと横向きのどちらも使用できるサイズの場合、原稿 / 用紙の向きを区

別するために、横向きのサイズには「R」を付けて表記しています。

タッチパネルのアイコン表示について

タッチパネルでは、原稿および用紙のセット方向を次のアイコンで表示します。

セット方向 表記サイズ†

† 使用できる原稿 / 用紙のサイズは機能や給紙段によって異なります。詳しくは各機能また

は給紙段のページを参照してください。

縦向き

原稿 / 用紙の Y より X が短い。

A4、B5、A5、B6、A6、
Letter、Statement

横向き

原稿 / 用紙の Y より X が長い。

A4-R、B5-R、A5-R、B6-R、
A6-R、Letter-R、Statement-R

A
B

X X

YY

原稿 用紙

AB

X

YY

X

原稿 用紙

セット方向 原稿 用紙

縦向き

横向き



1-1

1 各部の名称とはたらき

この章では、本体にファクスキットを装着し、ファクスとして利用する場合に使用する部位の名称とはたら

きを説明します。

その他の部位については、本体の使用説明書を参照してください。

• 操作パネル ...1-2

• 本体 ...1-4



各部の名称とはたらき

1-2

操作パネル

ファクス以外の機能を使用するときのキーやランプについては、本体の使用説明書を参照してください。

＊モデルによっては、イラストと外観が異なることがあります。

USB



各部の名称とはたらき

1-3

1

＊モデルによっては、イラストと外観が異なることがあります。

ON

[OK]
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本体

本機をファクスとして利用するときに使用する部位について説明しています。

ファクス以外の機能を使用するときの部位については、本体の使用説明書を参照してください。

＊使用される本体のモデルによって、イラストと外観が異なることがあります。

1

5

4
6

3

2

1 操作パネル ファクスの操作はここで行います。

2 主電源スイッチ ファクスやコピーの操作を行うときは、このスイッチを

ON（｜）にしてください。タッチパネルが点灯し、機械

の操作が可能になります。

3 手差しトレイ 特殊紙など、カセット以外の用紙を使用するときは、ここ

に用紙をセットします。

4 LINE 接続コネクター (L1) 電話回線用のモジュラーコードを接続してください。この

コネクターがポート 1 になります。

5 LINE 接続コネクター (L2) ファクスキットを 2 台装着すると、ポート 2 が使用できま

す。電話回線用のモジュラーコードを接続してください。

6 TEL 接続コネクター (T1) オプションのハンドセットや市販の電話機を併用する場合

は、ここに接続してください。

重要：主電源スイッチを切ると、ファクスを受信できなくなりますのでご注意ください。電源を切る場合

は操作パネルにある電源キーを押してください。
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1原稿送り装置

＊モデルによっては、イラストと外観が異なることがあります。

8 9

10

11

7

12

7 原稿セットランプ 原稿送り装置の原稿の状態を表示します。原稿が正しく

セットされているとランプが緑色に点灯します。

8 上カバー 原稿送り装置で原稿がつまったときに開いてください。

9 原稿幅ガイド 原稿幅に合わせて調節してください。

10 原稿トレイ ここにシート原稿を重ねてセットしてください。

11 原稿排紙テーブル 読み込みが完了した原稿はここに排出されます。

12 開閉取っ手 原稿送り装置を開閉するときは、この取っ手を持ってくだ

さい。



各部の名称とはたらき

1-6
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2 使用前の準備

この章では、ファクスを初めて使用する前に行う準備作業を説明します。

準備作業をサービス担当者が済ませている場合は、お客様が行う必要はありません。

• 簡単セットアップ（ファクスのセットアップ）...2-2

• 日付と時刻を設定する ...2-4

• アドレス帳を使う ...2-5

• ワンタッチキーを使う ...2-15
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簡単セットアップ（ファクスのセットアップ）

簡単セットアップでは、ウィザード形式で以下の設定を行います。ファクスをご使用になる前に必ず設定を

行なってください。

ファクスのセットアップの項目

ステップ 設定項目 説明 参照ページ

1.回線設定 回線種類（ポート1）
回線種類（ポート2）

契約している電話回線の種類に合わせて回線の種
類を設定します。 

6-2ページ

受信方式 受信方式を選択します。 6-14ページ

2.自局の登録 自局名登録（ポート1）
自局名登録（ポート2）

相手先の記録紙に印字する自局名を登録します。 6-4ページ

自局名登録（ポート1）（フリガ
ナ）
自局名登録（ポート2）（フリガ
ナ）

発信元情報に印刷する発信元の自局名(フリガナ)を
登録します。    

6-4ページ

自局ファクス番号（ポート1）
自局ファクス番号（ポート2）

相手先の記録紙に印字する自局ファクス番号を登
録します。 

6-5ページ

自局ID 自局ファクスIDを登録します。自局ファクスID は通
信する相手先を限定するときに使用します。登録す
る自局ファクスIDの番号は4桁で入力してくださ
い。  

6-5ページ

発信元記録 自局ファクス番号を相手先の記録紙に印刷するか
どうかを設定します。 

6-3ページ

3.音量 ファクススピーカー音量 オンフック時の音量を設定します。 
スピーカー音量:[オンフック]を押して電話回線を接
続したときに、内蔵スピーカーから聞こえる音量で
す。  

6-12ページ

ファクスモニター音量 モニター音量を設定します。
モニター音量:メモリー送信などで[オンフック]を押
さずに電話回線を接続したときに、内蔵スピーカー
から聞こえる音量です。  

6-12ページ

4.ベル回数 ベル回数（普通） 相手先からの呼び出しに応答するまでのベル回数
を設定します。

6-11ページ

ベル回数（留守番電話） ファクスと留守番電話を切り替えるまでのベル回
数を設定します。

6-11ページ

ベル回数（ファクス/電話切替） ファクスと電話を切り替えるまでのベル回数を設
定します。

6-11ページ

5.出力 排紙先（ポート1）
排紙先（ポート2）

ファクスを受信したときの印刷用紙の排紙先を設
定します。  

6-39ページ

縮小受信 受信サイズが用紙サイズよりも大きい場合、縮小し
て印刷します。 

6-34ページ

6 リダイヤル リダイヤル回数 リダイヤルする回数を設定します。 6-13ページ

7 Fネット Fネット無鳴動受信 ファクス通信網(Fネット)を使用する場合、呼び出し
音を鳴らさずにファクスを受信します。 

6-19ページ

参考：各設定はシステムメニューで変更することができます。
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ファクスのセットアップの手順

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「簡単セットアップウィザード」

の ［次へ］ の順に押してください。

ウィザードを開始します。

3 画面の指示に従って設定してください。

4 設定が終わったら ［完了］ を押してください。
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キー 説明

終了 ウィザードを終了します。

< 戻る 前の項目に戻ります。

スキップ > 現在の項目を設定せずに次の項目に進みます。

次へ > 次の項目に進みます。
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日付と時刻を設定する

本機に内蔵されている時計の日付と時刻を登録します。ここで登録した時刻をもとにタイマー送信が行われ

るため、必ず正しい日付と時刻を登録してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［ ］ → ［日付 / タイマー］ の順に押してくださ

い。

ユーザー認証画面が表示されます。ログインユー

ザー名とパスワードを入力し、［ログイン］ を押

してください。ログインユーザー名とパスワード

の工場出荷時の値は、ともに「2500」です。

3 「時差」の ［変更］ を押してください。

4 地域を選択してください。

5 サマータイムの ［設定する］ または ［設定しな

い］ を押して、［OK］ を押してください。

6 「日付 / 時刻」の ［変更］ を押してください。

7 日付と時刻を ［＋］ または ［－］ で入力してくだ

さい。

時刻は 24 時間制で入力してください。

8 ［OK］ を押してください。

重要：操作部タッチパネル上に表示される時刻は定期的に修正してください。誤差が生じ現在時刻からず

れることがあります。

������� 	 
�


�������
������������� �!"�#$%&��


�

	'()**+,-��./012

'�'3

	'')**+456

	'*)**+78�

	*9)**+6:;<

	'')**+=�>?
	''

	*@)**+A7<BCDEF6

GH

IJKLE MN

(*''�'(�'(++'*)'*

参考：［ ］ または ［ ］ を押すと、次の地域が表

示されます。

参考：サマータイムを採用していない地域を選択し

た場合はサマータイムの設定画面は表示されませ

ん。
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アドレス帳を使う

ファクスまたはインターネットファクスの宛先をアドレス帳から選択することができます。

「拡張アドレス帳」を選択すると、LDAP のアドレス帳を使用できます。拡張アドレス帳については、

Command Center RX 操作手順書を参照してください。

最初に表示するアドレス帳の種類を変更する

最初に表示されるアドレス帳を「本体アドレス帳」と「拡張アドレス帳」（LDAP のアドレス帳）から選んで

設定します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳初期設定」の ［次へ］

→「アドレス帳の種類」の ［変更］ の順に押して

ください。

3 ［本体アドレス帳］ または ［拡張アドレス帳］か

ら設定したい項目を選び、［OK］ を押してくださ

い。

宛先の新規登録

アドレス帳に新しい宛先を登録します。登録方法には、個人登録および複数の個人登録をまとめて登録する

グループ登録の 2 種類があります。

個人登録（ファクス）

2,000 件までの宛先が登録できます。各宛先には、宛先名、ファクス番号、F コード通信、暗号通信、送信開

始速度、ECM 通信が登録できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ →

［新規登録］ → ［個人］ → ［次へ］ の順に押して

ください。
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参考：インターネットファクスのアドレスを個人登録する場合は、2-9 ページの個人登録（インターネット

ファクス）を参照してください。
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3 「アドレス番号」の ［変更］ を押してください。

4 ［＋］、［－］ またはテンキーで、任意のアドレス

番号（0001 ～ 2,500）を入力してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 「名前」の ［変更］ を押してください。

7 アドレス帳に表示される宛先名を入力して、

［OK］ を押してください。32 文字まで入力でき

ます。

8 「フリガナ」の ［変更］ を押してください。

9 宛先名のフリガナを入力して、［OK］ を押してく

ださい。32 文字まで入力できます。

10 ［フ ァクス］ を押してください。

11 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し

てください。
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参考：アドレス番号は、宛先 1 件ごとの識別番号で

す。個人登録 2,000 件、グループ登録 500 件の合計

2,500 件の中から、空いている番号を選択できます。

「0000」が表示されている場合は、自動的に空いて

いる番号を割り当てます。

参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。
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参考：相手先のファクス番号は 32 桁まで入力でき

ます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力されます。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動します。

番号を訂正するときは、タッチパネルの ［バッ クス

ペース］ を押して 1 文字ずつ削除し、入力し直して

ください。すべて削除するときは、操作パネルのク

リアキーを押してください。
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［ポーズ］について

このキーを押すとダイヤル時に約 3 秒の待ち時間

が挿入されます。たとえば、0 発信（構内交換機

を使用して内線から外線への発信）するときや、

情報サービスを受けるときなどのダイヤル待ち時

間の挿入に使用します。

12「F コード」の ［変更］ を押してください。F コー

ド通信を使用しない場合は、手順 16 に進んでく

ださい。

13 ［サブアドレス］ を押して、テンキーで F コードサ

ブアドレスを入力してください。

14 ［パスワード］ を押して、テンキーで F コードパス

ワードを入力してください。

15 ［OK］ を押してください。

16「暗号鍵番号」の ［変更］ を押してください。暗

号通信を使用しない場合は、手順 21 に進んでく

ださい。

17 ［設定する］ を押し、暗号鍵番号を選択してくだ

さい。

18 相手先で暗号ボックスを指定する場合は、［暗号

ボックス］ を押して次の手順に進んでください。

相手先で原稿を印刷する場合は、［使用しない］

を選択し、 ［OK］ を押して手順 21 に進んでくだ

さい。
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参考：サブアドレスは、0 ～ 9 の数字とスペース、

「#」、「＊」の文字を使って 20 桁まで入力できます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力されま

す。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動しま

す。

［バッ クスペース］ を押すと、カーソルの前の一文

字が削除されます。

参考：F コードパスワードは 0 ～ 9 の数字とスペー

ス、「#」、「＊」の文字を使って 20 桁まで入力でき

ます。本機で受信する場合は F コードパスワードを

使用しません。
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参考：暗号鍵は事前に設定してください。詳細は

6-30 ページの暗号鍵の登録のしかたを参照してくだ

さい。
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19 ［使用する］ を押し、テンキーで暗号ボックス番

号（4 桁）を入力して、［OK］ を押してください。

20 ［OK］ を押してください。

21 必要に応じて、［送信開始速度］ または ［ECM］

を押して、設定を変更してください。［変更］ を

押して設定を変更し、［OK］ を押してください。

22 各項目が正しく入力できているか確認してくださ

い。

23 宛先が正しく設定できているか確認して、［登録］

を押してください。アドレス帳に宛先が追加され

ます。

24 ワンタッチキーの登録確認画面が表示されるの

で、［はい］ または ［いいえ］ を選んで押してく

ださい。

［はい］ を選ぶとワンタッチキーの登録画面が表

示されます。次の手順に進んでください。

［いいえ］ を選ぶと登録を終了します。

25 登録したいワンタッチキーを選択し、［次へ］ を

押してください。

26 宛先を選択し、［次へ］ を押してください。

宛先を選択し、［詳細］ を押すと、宛先の内容を

変更できます。

27 必要に応じて、「表示名」と「宛先」の ［変更］

を押して、設定を変更してください。

28 ［登録］ を押してください。

ワンタッチキーがすでに登録されている場合は、

上書登録の確認画面が表示されます。［はい］ ま

たは ［いいえ］ を押してください。

キー 説明

送信開始速度 設定している送信開始速度が相手先機で対応していないときは、ファクスを

正しく送信できないことがあります。そのときは、送信開始速度を低く設定

してください。送信開始速度を変更するときは、このキーを押してください。

33600 bps、14400 bps、9600 bps から選択できます。

ECM ECM 通信は、通信中にノイズなどの影響を受けて正しく送信できなかったと

きでも、影響を受けたデータのみを自動的に送信し直して画像の乱れを防ぐ

機能です。ECM 通信の設定を変更するときは、このキーを押してください。
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個人登録（インターネットファクス）

2,000 件までの宛先が登録できます。各宛先には、宛先名、インターネットファクスアドレス、送信モード、

相手機条件が登録できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ →

［新規登録］ → ［個人］ → ［次へ］ の順に押して

ください。

3 「アドレス番号」の ［変更］ を押してください。

4 ［＋］、［－］ またはテンキーで、任意のアドレス

番号（0001 ～ 2,500）を入力してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 「名前」の ［変更］ を押してください。

7 アドレス帳に表示される宛先名を入力して、

［OK］ を押してください。32 文字まで入力でき

ます。

8 「フリガナ」の ［変更］ を押してください。

9 宛先名のフリガナを入力して、［OK］ を押してく

ださい。32 文字まで入力できます。

10「i- ファクス」を押してください。
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参考：アドレス番号は、宛先 1 件ごとの識別番号で

す。個人登録 2,000 件、グループ登録 500 件の合計

2,500 件の中から、空いている番号を選択できます。

「0000」が表示されている場合は、自動的に空いて

いる番号を割り当てます。

参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。
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11 「i- ファクスアドレス」の ［変更］ を押してくだ

さい。

12 相手先のアドレスを入力し、［OK］ を押してくだ

さい。128 文字まで入力できます。

13「通信」の ［ ］ を押して、「シンプルモード」ま

たは「フルモード」を選択してください。

14「用紙サイズ」の ［変更］ を押してください。

15 相手機条件を設定して、［OK］ を押してください。

16 宛先が正しく設定できているか確認して、［登録］

を押してください。アドレス帳に宛先が追加され

ます。
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参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。

送信モード 説明

シンプルモード 相手機に送達確認をしません。

フルモード 相手機に送達確認をします。

項目 説明

解像度 相手先のファクス機で受信できる解像度を設定します。

禁止されている解像度で送信した場合は、自動的に許可している解像度

に変更して送信します。

• 200×100 dpi：許可（固定）

• 200×200 dpi：許可（固定）

• 200×400 dpi：許可または禁止

• 400×400 dpi：許可または禁止

• 600×600 dpi：許可または禁止

許可する場合は、その解像度のキーを押して反転表示させください。

禁止する場合は、もう一度そのキーを押して反転表示を解除してください。

圧縮方式 相手先のファクス機に合わせてファイル形式を選択します。

MH、MR、MMR または JBIG

用紙サイズ 相手先のファクス機に合わせて選択できる原稿幅を設定します。

• A4/Letter：許可（固定）

• B4：許可または禁止

• A3/Ledger：許可または禁止

許可する場合は、そのサイズのキーを押して反転表示させください。

禁止する場合は、もう一度そのキーを押して反転表示を解除してください。
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2

17 ワンタッチキーの登録確認画面が表示されるの

で、［はい］ または ［いいえ］ を選んで押してく

ださい。

［はい］ を選ぶとワンタッチキーの登録画面が表

示されます。次の手順に進んでください。

［いいえ］ を選ぶと登録を終了します。

18 登録したいワンタッチキーを選択し、［次へ］ を

押してください。

19 宛先を選択し、［次へ］ を押してください。

宛先を選択し、［詳細］ を押すと、宛先の内容を

変更できます。

20 必要に応じて、「表示名」と「宛先」の ［変更］

を押して、設定を変更してください。

21 ［登録］ を押してください。

ワンタッチキーがすでに登録されている場合は、

上書登録の確認画面が表示されます。［はい］ ま

たは ［いいえ］ を押してください。

グループ登録

個人登録された複数の宛先をまとめて、グループとして登録します。宛先を一度に指定できるので便利で

す。500 件までのグループが登録できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ →

［新規登録］ → ［グループ］ → ［次へ］ の順に押

してください。

3 「アドレス番号」の ［変更］ を押してください。

参考：グループ登録には、個人登録された宛先が必要です。あらかじめ必要な個人登録を行ってくださ

い。
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4 ［＋］、［－］ またはテンキーで、アドレス番号

（0001 ～ 2,500）を入力してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 「名前」の ［変更］ を押してください。

7 アドレス帳に表示されるグループ名を入力して、

［OK］ を押してください。32 文字まで入力でき

ます。

8 「フリガナ」の ［変更］ を押してください。

9 グループ名のフリガナを入力して、［OK］ を押し

てください。32 文字まで入力できます。

10 ［メンバー］ を押してください。

11 ［新規登録］ を押してください。

12 グループに登録する宛先（個人）を選択してくだ

さい。

13 ［OK］ を押してください。

参考：アドレス番号は、グループ 1 件ごとの識別番

号です。個人登録 2,000 件、グループ登録 500 件の

合計 2,500 件の中から、空いている番号を選択でき

ます。

「0000」が表示されている場合は、自動的に空いて

いる番号を割り当てます。
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参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。
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参考：宛先は、フリガナやアドレス番号で検索する

ことができます。
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2

14 宛先を追加するときは、手順 11～ 13を繰り返して

ください。

選択した宛先がグループに追加されたことを確認

して、［登録］ を押してください。アドレス帳に

グループが追加されます。

15 ワンタッチキーの登録確認画面が表示されるの

で、［はい］ または ［いいえ］ を選んで押してく

ださい。

［はい］ を選ぶとワンタッチキーの登録画面が表

示されます。次の手順に進んでください。

［いいえ］ を選ぶと登録を終了します。

16 登録したいワンタッチキーを選択し、［次へ］ を

押してください。

17 必要に応じて、「表示名」と「宛先」の ［変更］

を押して、設定を変更してください。

18 ［登録］ を押してください。

ワンタッチキーがすでに登録されている場合は、

上書登録の確認画面が表示されます。［はい］ ま

たは ［いいえ］ を押してください。
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アドレス帳リストの出力

アドレス帳を登録している宛先のリストを出力できます。

リストは、宛先の見出し順とアドレス番号順から選択できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「リスト印刷」の ［次へ］ の順に

押してください。

3 「ファクスリスト（見出し）」の ［印刷］ または

「ファクスリスト（番号）」の ［印刷］ を押してく

ださい。

4 印刷の確認画面で ［はい］ を押してください。リ

ストが印刷されます。
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2

ワンタッチキーを使う

［宛先］ 画面のワンタッチキーで、アドレス帳の宛先を呼び出すことができます。

ワンタッチキーの新規登録

ワンタッチキーにアドレス帳の宛先（個人またはグループ）を登録します。1000 件まで登録できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「ワンタッチキー」の ［登録 / 編
集］ の順に押してください。

3 宛先を登録するワンタッチキー番号（0001 ～

1000）を選択してください。短縮キーまたは ［番

号］ を押すと、ワンタッチキー番号を直接入力し

て選択できます。

4 ［登録 / 編集］ を押してください。

5 「表示名」の ［変更］ を押し、表示名を入力して

ください。24 文字まで入力できます。

表示名を入力しないで宛先を選択すると、選択し

た宛先のアドレス帳登録名が入力されます。[ 変
更 ] を押して表示名を変更してください。

6 「宛先」の ［変更］ を押し、アドレス帳からワン

タッチキーに登録する宛先（個人またはグルー

プ）を選択してください。

［詳細］ を押すと、選択した宛先の詳しい情報が

参照できます。

7 ［OK］ を押してください。

8 ［登録］ を押してください。ワンタッチキーに宛

先が登録されます。
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参考：宛先は、フリガナ、アドレス番号で並べ替え

たり検索したりできます。
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登録内容の変更と削除

ワンタッチキーに登録されている宛先を別の宛先に変更したり、ワンタッチキーの登録内容を削除します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「ワンタッチキー」の ［登録 / 編
集］ の順に押してください。

3 編集するワンタッチキー番号（0001 ～ 1000）を選

択してください。短縮キーまたは ［番号］ を押す

と、ワンタッチキー番号を直接入力して選択する

ことができます。

4 登録内容を変更してください。

表示名を変更する場合

1 ［登録 / 編集］ を押してください。

2 「表示名」の ［変更］ を押して、表示名を入

力し直してください。

別の宛先に変更する場合

1 ［登録 / 編集］ を押してください。

2 「宛先」の ［変更］ を押して、新しい宛先

（個人またはグループ）を選択してください。

表示名の ［変更］ を押して [ バックスペース ]
で空欄にしておき、宛先の ［変更］ を押して

新しい宛先を選択すると、表示名が自動的に

入力されます。

［詳細］ を押すと、選択した宛先の詳しい情

報が参照できます。

3 ［OK］ を押してください。

4 ［登録］ を押してください。

5 変更の確認画面で ［はい］ を押すと、ワン

タッチキーに宛先が登録されます。

登録内容を削除する場合

1 ［削除］ を押してください。

2 削除の確認画面で ［はい］ を押すと、ワン

タッチキーの登録内容が削除されます。

参考：アドレス帳で宛先情報を変更すると、ワンタッチキーに登録されている情報が更新されます。

参考：宛先は、フリガナ、アドレス番号で並べ

替えたり検索したりできます。
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3 ファクスの操作方法（基本編）

この章では、基本的なファクスの使いかたを説明します。

• エンターキー、短縮キーについて ...3-2

• 自動送信する ...3-3

• 自動受信する（ファクス専用自動受信）...3-11

• 通信を中止する ...3-13

• 宛先をアドレス帳から選ぶ ...3-15

• 宛先をワンタッチキーで選ぶ ...3-19

• 同じ相手に再送信する（リダイヤル）...3-21

• 送信する原稿のイメージを確認する ...3-22

• 簡単設定画面について ...3-24

• ショートカット登録 ...3-26
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エンターキー、短縮キーについて

操作パネルにあるエンターキー、および短縮キーの使いかたについて説明します。

エンターキー（ ）の使いかた

エンターキーは、タッチパネルに表示される ［OK］、［閉じる］ などのキーと同じ働きをします。

同じ働きをするキーには、[↵　OK] や [↵　閉じる ] のように、エンターのマーク（↵）が表示されます。

日付と時刻の設定を例に、エンターキーの使いかたを説明します。詳しい操作手順は、2-4 ページの日付と

時刻を設定するを参照してください。

1 日付 / 時刻の設定画面で、日付と時刻を ［＋］ ま

たは ［－］ で入力してください。

タッチパネルの ［OK］ キーには、エンターの

マーク（↵）が表示され、エンターキーが ［OK］
と同じ働きをすることを示しています。

2 日付と時刻を決定するときは、エンターキー（ま

たは ［OK］）を押してください。

短縮キー（ ）の使いかた

短縮キーは、送信するときの送り先を短縮番号で指定したり、登録したプログラムをプログラム番号で呼び

出すときなど、番号を直接テンキーで入力する場合に使用します。

タッチパネルに表示されている ［番号］ と同じ働きをします。

短縮番号を指定して送り先を選択する場合を例に、短縮キーの使いかたを説明します。短縮番号について

は、3-20 ページの番号キーを使うを参照してください。

1 ファクスの基本画面で、短縮キー（または ［番

号］）を押してください。

2 番号入力画面で、短縮番号をテンキーで入力して

ください。

3 短縮番号を 1桁～ 3桁で入力した場合は、エンター

キー（または ［OK］）を押してください。

指定した送り先が宛先リストに表示されます。
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参考：短縮番号を 4 桁で入力した場合は、手順 3 の

操作は不要です。送信の基本画面が表示され、指定

された送り先が宛先リストに表示されます。
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自動送信する

テンキーを使った一般的な送信方法を説明します。

ファクス画面への切り替え

ファクスの基本画面が表示されていることを確認

してください。

ファクスの基本画面でないときは、ファクスキー

を押してください。ファクスの基本画面が表示さ

れます。

送信方法の選択

送信方法には、メモリー送信とダイレクト送信の 2 つがあります。初期状態ではメモリー送信です。

メモリー送信

メモリー送信は、原稿をメモリーに読み込んでから通信を開始します。

原稿送り装置に原稿をセットする場合：

原稿送り装置にセットした原稿を読み込み、メモリーに記憶した後に相手先にダイヤルします。送信の完了

を待たずに原稿を手元に戻すことができるため、非常に便利です。複数ページのシート原稿の送信に適して

います。

原稿ガラスに原稿をセットする場合：

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの送信に適しています。原稿ガラスにセットした原稿をメモ

リーに記憶した後に相手先にダイヤルします。

ダイレクト送信

ダイレクト送信は、相手先にダイヤルし、通信を開始してから原稿を読み込みます。1 回の送信で指定でき

る宛先は 1 件です。

原稿送り装置に原稿をセットする場合：

相手先と回線がつながってから、原稿送り装置にセットされた原稿の読み込みを開始します。複数ページの

原稿がセットされている場合は、1 ページ分の原稿を送信してから、次のページを読み込みます。

参考：インターネットファクス送信の場合は、8-7 ページのインターネットファクス送信を参照してくだ

さい。

参考：連続読み込みが設定されている場合は、原稿ガラスの原稿をメモリーに記憶した後、続けて次の原

稿を読み込むことができます。1 ページ読み込むごとに、読み込み継続の操作を行い、すべての原稿をメ

モリーに記憶した後に相手先にダイヤルします。
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原稿ガラスに原稿をセットする場合：

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの送信に適しています。相手先と回線がつながった後、原稿

ガラスにセットした原稿を読み込んで送信します。

ダイレクト送信を選択する場合は、次の手順を

行ってください。

1 ［応用 / その他］ → ［フ ァクスダイレク ト送信］ の

順に押してください。

2 ［設定する］ を選択してください。

3 ［OK］ を押してください。

送信方法は、ファクスの基本画面からも選択する

ことができます。

ファクスの基本画面で、［ダイレク ト］ を押して

ください。送信方法がダイレクト送信になり、

タッチパネル上のキー表示が反転されます。キー

表示が反転した ［ダイレク ト］ を押すと、送信方

法がメモリー送信になります。

原稿のセット

原稿ガラスまたは原稿送り装置に原稿をセットし

てください。原稿をセットする方法は、本体の使

用説明書を参照してください。

参考：連続読み込みが設定されている場合は、原稿ガラスの原稿を送信した後、続けて次の原稿を読み込

むことができます。1 ページ送信するごとに、読み込み継続の操作を行います。
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参考：原稿サイズが B5 の場合、原稿を横向き

（B5-R）にセットすると、A4 サイズ（横向き：

A4-R）で送信します。
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3

相手先のダイヤル

1 ［新規ファクス］ を押してください。

2 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し

てください。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定しな

い］ に設定している場合は、番号入力後、［OK］
を押すと番号が確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定する］

に設定している場合は、番号入力後、［OK］ を押

すと確認画面が表示されます。再度ファクス番号

を入力して ［OK］ を押してください。

番号確定後、［新規ファクス］ を押すと、次の

ファクス番号が入力できます。

［編集］ を押すと、入力した番号を変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

相手先のファクス番号は 64 桁まで入力できます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力され

ます。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動し

ます。

番号を訂正するときは、タッチパネルの ［バック

スペース］ を押して 1 文字ずつ削除し、入力し直

してください。すべて削除するときは、操作パネ

ルのクリアキーを押してください。

 が表示されているときは、入力した内容

をアドレス帳に登録することができます。

「新規宛先の入力」の設定が［禁止にする］に設

定されているときは、テンキーを使って入力でき

ません。詳しくは、4-57 ページのファクス番号の

テンキー入力を禁止するを参照してください。
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［ポーズ］について

このキーを押すとダイヤル時に約 3 秒の待ち時間

が挿入されます。たとえば、0 発信（構内交換機

を使用して内線から外線への発信）するときや、

情報サービスを受けるときなどのダイヤル待ち時

間の挿入に使用します。

［オンフ ック］ について

このキーを押すと電話回線に接続します。

ファクス番号が入力されている場合は、相手先に

ダイヤルを開始します。

このキーを押してから、テンキーを使って相手先

にダイヤルすることもできます。詳細は、4-13
ページの相手先に電話して手動で送信する【手動

送信】を参照してください。

テンキー以外のダイヤルのしかた

• 宛先をアドレス帳から選ぶ（3-15 ページ参照）

• 宛先をワンタッチキーで選ぶ（3-19 ページ参照）

• 番号キーを使う（3-20 ページ参照）

• 手動リダイヤル（再宛先呼び出し）（3-21
ページ参照）
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3

詳細設定

相手先に対応した通信の設定ができます。ほかにも、原稿の濃度、画質、解像度、およびサイズの設定ができます。

［詳細］ ボタンを押して各設定にある ［変更］

キーを押して設定を変更し、［OK］ を押してくだ

さい。

変更が終わったら、［OK］ → ［OK］ の順に押し

てください。

濃度の選択

原稿読み込み時の濃度を調整します。

1 ［画質］ を押し、［濃度］ を押してください。［プレ

ビュー］ を押すと、送信画像のプレビューを参照

できます。詳細は 3-22 ページの送信する原稿の

イメージを確認するを参照してください。

2 濃度を選択してください。濃度（-3 ～ +3）は、13
段階まで調整できます。簡単設定から濃度を調整

するときは、7 段階の調整になります。［その他

詳細］を押すと、13 段階まで調整できます。

3 ［OK］ を押してください。
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キー 説明

F コード F コードを使って通信するときは、このキーを押してください。詳細は、

4-44 ページの F コードを使って通信する【F コード通信】を参照してく

ださい。

送信開始速度 設定している送信開始速度が相手先機で対応していないときは、ファク

スを正しく送信できないことがあります。そのときは、送信開始速度を

低く設定してください。送信開始速度を変更するときは、このキーを押

してください。33600 bps、14400 bps、9600 bps から選択できます。

ECM ECM 通信は、通信中にノイズなどの影響を受けて正しく送信できなかっ

たときでも、影響を受けたデータのみを自動的に送信し直して画像の乱

れを防ぐ機能です。ECM 通信の設定を変更するときは、このキーを押し

てください。

暗号送信 暗号通信を使って送信するときは、このキーを押してください。詳細は、

6-29 ページの原稿を暗号化して安全に通信する【暗号通信】を参照して

ください。
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画質の選択

原稿の種類に合わせて画質を選択します。

1 ［画質］ を押し、［原稿の画質］ を押してくださ

い。［プレビュー］ を押すと、送信画像のプレ

ビューを参照できます。詳細は 3-22 ページの送

信する原稿のイメージを確認するを参照してくだ

さい。

2 画質を選択してください。

• 文字＋写真： 文字と写真が混在する原稿の場

合。

• 写真：写真原稿の立体感を出す場合。

• 文字：えんぴつや細線をくっきり再現する場

合。

文字を選択した場合、OCR 画面が表示

されます。OCR アプリケーションソフ

ト（画像として取り込んだデータをテ

キストデータに変換するソフトウェア）

での読み込みに適した画質にする場合

は［使用する］を、しない場合は［設

定しない］を押してください。

3 ［OK］ を押してください。

解像度の選択

送る原稿に適した解像度を選択します。工場出荷時は 200×100 dpi（ノーマル）に設定されています。解像度

を高くすると画像は鮮明になりますが、送信時間は長くなります。

1 ［画質］ を押し、［フ ァクス送信解像度］ を押して

ください。［プレビュー］ を押すと、送信画像のプ

レビューを参照できます。詳細は 3-22 ページの

送信する原稿のイメージを確認するを参照してく

ださい。

2 解像度を選択してください。

• 200×100 dpi（ノーマル）：普通の大きさの文字の

原稿を送るとき

文字の大きさの目安：10.5 ポイント 
（サンプル：解像度　解像度）

• 200×200 dpi（ファイン）：比較的小さい文字や細

い線のある原稿を送るとき

文字の大きさの目安：8 ポイント 
（サンプル：解像度　解像度）

• 200×400 dpi（スーパーファイン）：微細な文字や

線のある原稿を送るとき

文字の大きさの目安：6 ポイント 
（サンプル：解像度　解像度）
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3

• 400×400 dpi（ウルトラファイン）：微細な文字や

線のある原稿をさらにきれいに送るとき

文字の大きさの目安：6 ポイント 
（サンプル：解像度　解像度）

• 600×600 dpi：微細な文字や線のある原稿をできる

限りきれいに送るとき

文字の大きさの目安：6 ポイント 
（サンプル：解像度　解像度）

200×400 dpi（スーパーファイン）以上で送信する場

合、受信側のファクスもそれらの画質で受信できる必

要があります。受信側がその機能を備えていない場合

は、200×200 dpi（ファイン）の画質で送信されます。

3 ［OK］ を押してください。

原稿サイズの変更

送信する原稿サイズを設定します。

1 ［原稿／送信形式］ を押し、［原稿サイズ］ を押し

てください。原稿サイズ設定画面が表示されます。

2 原稿サイズを選択してください。

* 入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。詳しくは本体の使用説明書を参照

してください。

3 ［OK］ を押してください。

参考：原稿サイズを設定せずにスタートキーを押す

と、送信する前に原稿サイズ設定画面が表示されま

す。

項目 方法 サイズ

定形サイズ 1 原稿のサイズを自動検知させ

るか、または定形サイズから

選択します。

自動、A3、A4-R、A4、A5-R、A5、A6、B4、
B5-R、B5、B6-R、B6、216×340mm

定形サイズ 2 定形サイズ 1 以外の定形サイ

ズから選択します。

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、Statement-R、
Statement、11 × 15"、Oficio II、Folio、8K、

16K-R、16K

その他 封筒、はがき、カスタム原稿

サイズ * から選択します。

はがき、往復はがき

サイズ入力 定形サイズ 1、2 に表示されて

いないサイズを入力します。*

センチ

よこ : 50 ～ 432 mm（1 mm 単位）、

たて : 50 ～ 297 mm（1 mm 単位）

インチ

よこ : 2 ～ 17"（0.01" 単位）、

たて : 2 ～ 11.69"（0.01" 単位）

参考：読み込み解像度はファクス送信解像度と等しいか、ファクス解像度より高く設定する必要がありま

す。ファクス送信解像度を読み込み解像度より高く設定した場合、読み込み解像度が自動的に、ファクス

送信解像度と同じ設定に変更されます。
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送信スタート

スタートキーを押してください。送信が開始され

ます。

送信状況の確認

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［送信ジ ョ ブ］ を押してください。

受付時刻や宛先、状況がジョブごとに一覧表示さ

れます。

待機中のジョブを優先して送信するには、送信

ジョブ確認画面で、ジョブを選択して ［優先送

信］ を押し、［はい］を押してください。

送信を中止するには、送信ジョブ確認画面で、

ジョブを選択して ［中止］ を押してください。

中止の確認画面で、［はい］ を押してください。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設

定する」に設定している場合は、スタートキー

を押したときに、宛先確認画面が表示されま

す。詳しくは、5-12 ページの宛先確認画面につ

いてを参照してください。
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参考：送信中のファクス送信ジョブがある場合

は、送信中のジョブが終了してから優先送信を

設定したファクス送信ジョブを送信します。
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参考：原稿読み込み中は、送信画面で操作パネ

ルのスト ップキーを押すと、送信を中止しま

す。

送信を中止しても、中止するまでに送信された

ファクスは相手の方に届く場合があります。

誤って受信していないか相手の方に確認してく

ださい。
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自動受信する（ファクス専用自動受信）

本機で電話を受けずにファクス専用として使用する場合は、ファクス専用自動受信にしてください。受信時

には特に操作の必要はありません。

受信方法について

本機の受信方法には次の 4 種類があります。

• ファクス専用自動受信 ［自動 （普通）］

• ファクス / 電話自動切替受信 ［自動 （ファクス / 電話）］（6-7 ページ参照）

• ファクス / 留守番電話自動切替受信 ［自動 （留守番電話）］（6-9 ページ参照）

• 手動受信 ［手動］（4-15 ページ参照）

受信方法の確認と変更

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「受信方式」の ［変更］ の順

に押してください。

3 ［自動 （普通）］ を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

受信開始

1 ファクスが送られてくると、登録された回数の呼

び出し音が鳴った後、受信を開始します。

受信が始まると、受信ランプが点滅します。

参考：呼び出し音が鳴る回数は変更することができ

ます。（6-11 ページの呼び出しベルの回数を変更す

る【ベル回数】を参照）

受信を中止するときは、3-14 ページの送 / 受信の中

止（通信の切断）を参照してください。
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代行受信とは

用紙切れや紙づまりなどで印刷できない場合、本機は

送られてきた原稿をいったん画像メモリーに記憶しま

す。そして印刷可能な状態になると、印刷を行いま

す。

保存できる枚数は原稿によって変りますが、目安とし

て、解像度ノーマルで A4 サイズ原稿が約 700 枚保存

できます。

代行受信が行われると、状況確認画面の印刷ジョブに

ファクス受信印刷ジョブが表示されます。受信原稿を

印刷するときは、用紙を補給するか、紙づまりを解除

してください。

受信印刷

2 受信した原稿は、印刷された面を下にして内部ト

レイまたはジョブセパレータートレイに排出され

ます。内部トレイの収納枚数は普通紙（80 g/m2)
で 250 枚、ジョブセパレータートレイの収納枚数

は普通紙（80 g/m2) で 30 枚までです。ただし、

使用用紙の状態により収納枚数は変わります。

また、手差しトレイに用紙をセットしてファクス

を印刷することもできます。手差しトレイでは、

カセットにはセットできないサイズや種類の用紙

にもファクスを印刷できます。

手差しトレイの用紙を使ってファクスを印刷する

設定については、6-18 ページの手差しトレイの使

用 / 不使用を選択する【手差しトレイ受信】を参

照してください。

手差しトレイにセットする用紙の種類について

は、6-16 ページの使用する用紙の種類を限定する

【受信用紙種類】を参照してください。

参考：状況確認画面については本体の使用説明書を

参照してください。

重要：収納可能な枚数は、排紙先によって異なりま

す。本体の使用説明書を参照してください。収納可

能な枚数を超えるときは、内部トレイまたはジョブ

セパレーターの用紙をすべて取り出してください。

用紙切れや紙づまりなどで本機が印刷できない状態

であっても、受信は行われます。（代行受信）
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通信を中止する

本機で通信を中止する方法は、送信方法（メモリー送信またはダイレクト送信）や通信形態によって異なり

ます。ここでは、さまざまなケースでの中止方法を説明します。

メモリー送信（原稿読み込み中）の中止

メモリー送信で、原稿の読み込みを中止するには、操

作パネルのスト ップキーまたは、タッチパネルの ［中

止］ を押してください。原稿の読み込みを中止し、原

稿を排出します。原稿送り装置に原稿が残っていると

きは、原稿排紙テーブルから取り出してください。

メモリー送信（通信中）の中止

メモリー送信で、原稿の読み込みが終了して通信が開始した後に中止するには、次の手順で行ってくださ

い。

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［送信ジ ョ ブ］ を押してください。

3 中止したいジョブを選択して ［中止］ を押してく

ださい。

中止の確認画面で、［はい］ を押してください。

通信が中止されます。

タイマー送信（待機中）の中止と即時送信

タイマー送信で待機中のジョブを中止する、または指定時刻を待たずに今すぐ送信するには、次の手順で

行ってください。

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［送信ジ ョ ブ］ → ［予約ジ ョブ］ の順に押してく

ださい。

参考：回線を切って、送 / 受信を中止させることができます。詳細は、3-14 ページの送 / 受信の中止（通

信の切断）を参照してください。

送信を中止しても、中止するまでに送信されたファクスは相手の方に届く場合があります。誤って受信し

ていないか相手の方に確認してください。
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3 中止するときは、中止したいジョブを選択して

［中止］ を押してください。

中止の確認画面で、［はい］ を押してください。

送信が中止されます。

即時送信するときは、送信したいジョブを選択し

て ［今すぐ開始］ を押してください。

送信の確認画面で、［はい］ を押してください。

送信が開始します。

ダイレクト送信の中止

ダイレクト送信で、送信中に中止するときは、操作パネルのスト ップキー、またはタッチパネルの ［キャン

セル］ を押してください。読み込み中の原稿を排出し、送信の初期画面に戻ります。原稿送り装置に原稿が

残っているときは、原稿送り装置から取り出してください。

送 / 受信の中止（通信の切断）

通信中の回線を切って、送信または受信を中止するときは、次の手順で行ってください。

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ を押してください。

3 「ファクス回線 1」または「ファクス回線 2」（オプ

ション）の ［回線を切る］ を押してください。

中止の確認画面で、［はい］ を押してください。

通信中の回線を切ります。

ポーリング送信 /F コード掲示板送信の中止

ポーリング送信 /F コード掲示板送信を中止するには、ポーリングボックス内に保存されているポーリング送

信用原稿を削除してください。削除方法は、4-56 ページのポーリングボックスからの削除のしかたを参照し

てください。
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参考：送信を中止しても、中止するまでに送信されたファクスは相手の方に届く場合があります。誤って

受信していないか相手の方に確認してください。

参考：ファクスキットを 2 台装着しているときは、通信中の回線を選択して切断します。

送信を中止しても、中止するまでに送信されたファクスは相手の方に届く場合があります。誤って受信し

ていないか相手の方に確認してください。
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3

宛先をアドレス帳から選ぶ

アドレス帳に登録されている送り先を選択します。

1 ファクスの基本画面で、［アドレス帳］ を押して

ください。

2 リストの中から、チェックボックスを押して送り

先を選択してください。送り先は複数選択できま

す。選択された送り先はチェックボックスに

チェックマークがつきます。LDAP のアドレス帳

を使用する場合は、「アドレス帳」の ［拡張アド

レス帳］ を選択してください。

「表示順」のプルダウンメニューから［ フリガ

ナ］、［番号］ を選択すると、送り先のリストを並

べ替えることができます。

3 ［OK］ を押してください。

選択した送り先が宛先リストに登録されます。

参考：送信キーを押したときに、アドレス帳の画面を表示するように設定することができます。詳しく

は、本体の使用説明書の送信の初期画面の設定を参照してください。
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参考：選択を解除するときは、チェックボックスを

押してチェックマークを消してください。

拡張アドレス帳については、Command Center RX
操作手順書を参照してください。
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参考：登録した送り先を削除するときは、その送り

先を選択して ［削除］ を押してください。

「表示順」の初期値を変更することができます。詳

しくは、本体の使用説明書の表示順の設定を参照し

てください。
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送り先の検索

アドレス帳に登録された送り先の検索や絞り込み検索ができます。

フリガナ検索

［フ リガナ検索］ を押して、検索したいフリガナを入力してください。

番号検索

［番号検索］ を押して、検索したいアドレス番号を入力してください。

送り先タイプ絞り込み検索

［フ ァクス］ または ［グループ］ を押してください。その種類が登録されている送り先が表示されます。

頭文字絞り込み検索

頭文字の絞り込み検索には、かな検索、アルファベット検索、および数字検索があります。
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2
1

使用するキー 検索方法 検索語句など

1 フリガナ検索 登録されているフリガナで検索します。

2 番号検索 登録されているアドレス番号で検索します。

3 送り先タイプ絞り込み検索 登録されている送り先の種類（メール、フォル

ダー（SMB/FTP）、ファクス、インターネットファ

クス、グループ）で絞り込み検索します。

アドレス帳を表示したときに、送り先の種類が選

択されているように設定することができます。詳

しくは、本体の使用説明書の送り先タイプ絞り込

みの設定を参照してください。

4 頭文字絞り込み検索 登録されている名称の頭文字で絞り込み検索しま

す。
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3

• かな検索

検索したい頭文字がある行のキー（［あ］ ～ ［わ］）を

押すと、その行の列（例：たちつてと）のキーが表示

されます。表示された列のキーを押すと、その文字で

始まる送り先が宛先リストに表示されます。

例えば、" ち " から始まる送り先を検索する場合、

［た］ を押して ［ち］ を押してください。" ち " で始ま

る送り先が宛先リストに表示されます。

• アルファベット検索

アルファベット検索キー ［A-Z］ を押すと、かな検索のキー（［あ］ ～ ［わ］）が ［ABC］、［DEF］ … のアル

ファベットのキーに変わります。検索したい頭文字があるアルファベットのキーを押すと、それらの文字で

始まる送り先が宛先リストに表示されます。

例えば、"M" から始まる送り先を検索する場合、［A-Z］ を押して ［MNO］ を押してください。"M、N、O"
から始まる送り先が宛先リストに表示されます。

* アルファベット検索の間、［A-Z］ キーは ［かな］ の表示に変わります。［かな］ を押すとかな検索ができ

る画面に戻ります。

• 数字検索

数字検索キー ［0-9］ を押すと、数字で始まる送り先が宛先リストに表示されます。

登録内容の変更と削除

登録した宛先（個人）やグループの内容変更 / 削除ができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ の

順に押してください。

3 編集する宛先またはグループを選択してくださ

い。

4 ［詳細］ を押してください。
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参考：宛先とグループは、フリガナ、アドレス番号

で並べ替えたり検索したりできます。
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5 個人登録の宛先またはグループを編集 / 削除して

ください。

個人登録の宛先を編集する場合

「アドレス番号」、「名前」、「フリガナ」、送信先の

ファクス番号や送信詳細設定を変更してくださ

い。変更方法は、個人登録（ファクス）の手順 3
～ 23、または個人登録（インターネットファク

ス）の手順 3 ～ 17 を参照してください。

グループを編集する場合

1 「アドレス番号」、「名前」、「フリガナ」を変

更してください。変更方法は、グループ登

録の手順 3 ～ 9 を参照してください。

2 ［メンバー］ を押してください。

3 グループに宛先を追加する場合は、［新規登

録］ を押してください。追加方法は、グルー

プ登録の手順 12 ～ 13 を参照してください。

グループから宛先を削除する場合は、削除す

る宛先を選択して ［削除］ を押してくださ

い。削除の確認画面で ［はい］ を押すと、削

除されます。

［詳細］ を押すと、選択した宛先の詳しい情

報が参照できます。

個人登録の宛先またはグループを削除する場合

［削除］ を押してください。削除の確認画面で

［はい］ を押すと削除されます。

6 ［登録］ を押してください。変更の確認画面で

［はい］ を押してください。登録内容の変更や削

除がアドレス帳に反映されます。
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3

宛先をワンタッチキーで選ぶ

ワンタッチキーで送り先を選択できます。

［宛先］ 画面で、送り先が登録されているワンタッチ

キーを押してください。

参考：タッチパネル上に宛先のワンタッチキーが表

示されていない場合は、右の ［ ］ / ［ ］ を押し

てください。次 / 前のワンタッチキーが表示されま

す。
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番号キーを使う

4 桁（0001 ～ 1000）のワンタッチキー番号（短縮番号）を指定して、宛先を選択できます。

［宛先］ 画面で短縮キーまたは ［番号］ を押し、番号

入力画面にワンタッチキー番号をテンキーで入力後、

[OK] を押してください。

参考：ワンタッチキーの登録方法は、2-15 ページのワンタッチキーを使うを参照してください。

参考：1 桁、2 桁または 3 桁のワンタッチキー番号

を入力する場合は、先頭の 0 は省略できます。

（例：1 や 01 の入力ができます）
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3

同じ相手に再送信する（リダイヤル）

リダイヤルは、直前に入力された番号にもう一度ダイヤルする機能です。

自動リダイヤル

送信しようとしても相手先が応答しないときに、本機が自動的にダイヤルし直す機能です。

自動リダイヤルに特に設定は必要ありません。一定の間隔をあけて繰り返し行われますので、相手先の通信

が長引いた場合でも安心です。

手動リダイヤル（再宛先呼び出し）

送信を試みたが、相手先が応答しない。もう一度同じ相手先にファクスしたい。そんなときに ［再宛先］ を

押すと、直前にダイヤルした相手先を宛先リストに呼び出すことができます。

1 ［再宛先］ を押してください。直前の相手先が宛

先リストに表示されます。

2 スタートキーを押してください。送信を開始しま

す。

参考：ダイレクト送信時は、自動リダイヤルは行われません。

自動リダイヤルの回数は、0 ～ 14 回の間で変更できます。詳細は、6-13 ページのリダイヤルする回数を変

更する【リダイヤル回数】を参照してください。

リダイヤル待機中の即時送信はできません。

参考：直前の送信が同報送信やコンピューター、

メールなどの宛先を含んでいる場合は、それらもあ

わせて表示されます。必要に応じて相手先の追加や

削除などを行ってください。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。

次の条件で再宛先情報は破棄されます。

・電源を切ったとき

・次の送信操作を行ったとき（新しい再宛先情報が

登録されます。）

・ログアウトしたとき
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送信する原稿のイメージを確認する

読み込んだ原稿のプレビューをタッチパネル上に表示して、送信画像を確認することができます。

1 3-3 ページの自動送信するを参照して、送信の準

備をしてください。

2 ［簡単設定］ 画面、［原稿 / 送信形式］ 画面、［画

質］ 画面、［応用 / その他］ 画面のうち、いずれ

かの画面の左側にある ［プレビュー］ を押してく

ださい。

原稿を読み込み、プレビューを表示します。

［詳細表示］ を押すと、プレビュー画面が表示さ

れます。［ ］ を押すと拡大し、［ ］ を押すと

縮小します。拡大表示中は、［ ］、［ ］、［ ］、

［ ］ を押して、表示部分を移動できます。

3 送信する場合はスタートキーを押してください。

送信が開始します。
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参考：次の送信機能が変更されている場合は、その

結果がプレビューに反映されます。送信機能の詳細

については、3-3 ページの自動送信する、または 4-1
ページのファクスの操作方法（応用編）を参照して

ください。

原稿送り装置に複数ページの原稿をセットしている

場合は、すべての原稿を読み込み、1 枚目のプレ

ビューを表示します。［詳細表示］ を押すと、読み

込んだすべてのページのプレビュー画面を表示させ

ることができます。［ ］ を押すと、読み込んだ順

にプレビューを表示します。

プレビューが表示されている間は、送信機能を変更

できません。

• 送信機能を変更する場合はスト ップキー、また

は ［中止］ を押してください。プレビューが削

除されて、宛先がキャンセルされます。送信機

能を変更し、宛先を選択すると、再度プレ

ビューを表示できます。

• 解像度の選択

• 濃度の選択

• 原稿サイズ選択

• 送信サイズ選択

• 原稿セット向き

• 画質の選択

• 枠消し

• 縮小 / 拡大
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3

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

本体の使用説明書の送信前の宛先確認画面の設定を

参照してください。

原稿送り装置を使用して、再度プレビューを表示す

るときは、原稿をセットしなおしてください。

ポーリング送信時にも同様のプレビューが参照でき

ます。この場合は、スタートキーを押すと原稿を読

み込み、ポーリングボックスに保存します。ポーリ

ング送信の詳細については、4-49 ページのポーリン

グ送信を参照してください。

次の場合はプレビューを表示できません。

• 原稿混載モードを使用している場合

• ダイレクト送信時

• ポーリング受信時

• 長尺原稿の設定を「設定する」にしている場合
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簡単設定画面について

ファクスの基本画面で ［簡単設定］ を押すと、一般的によく使われるファクス送信の設定をまとめた簡単設

定画面が表示されます。

簡単設定画面に登録できる機能

簡単設定画面に登録されている機能と、登録できる機能は次のとおりです。

参考：簡単設定画面で設定できる項目は、簡易的な設定です。

詳細な設定を行う場合は、［簡単設定］画面、［原稿 / 送信形式］画面、［画質］画面、［応用 / その他］画

面から行ってください。
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出荷時に登録されている機能 登録できる機能

1: 原稿のサイズ

2: ファクス送信解像度

3: 濃度

4: 両面／見開き原稿

5: 連続読み込み

6: 原稿の画質

• 原稿サイズ

• 送信サイズ

• 濃度

• ファ クス送信解像度

• 連続読み込み

• 両面/見開き原稿

• 原稿セッ ト向き

• 原稿の画質

• 縮小/拡大
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登録変更のしかた

簡単設定画面で、あらかじめ登録されている「濃

度」の代わりに「縮小 / 拡大」機能を登録する場

合を例に、操作方法を説明します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「簡単設定登録」の ［次へ］ →

「縮小 / 拡大」の ［変更］ の順に押してください。

3 入れ替える位置のキー、ここでは［キー 3］ を押

してください。

4 ［OK］ を押してください。確認画面が表示されま

すので［はい］ を押してください。新しく［縮小

/ 拡大］ が登録されます。
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ショートカット登録

簡単設定画面にショートカットを登録し、よく使う機能を簡単に呼び出すことができます。登録したショー

トカットキーに表示される機能名は、必要に応じて変更できます。ショートカットは 6 つまで登録できます。

ショートカットの登録

ショートカットの登録は、各機能の設定画面で行います。画面に［シ ョート カッ トに登録］ が表示される機

能はすべて、ショートカットに登録できます。

ショートカットを登録する操作手順は、次のとおりです。

1 各機能の設定画面で、登録したい状態を設定して

から、［シ ョート カ ッ トに登録］ を押してください。

2 登録するショートカット番号（01 ～ 06）のキーを

押してください。

3 名前を入力し、［登録］ を押してください。登録

したショートカットが追加されます。

ショートカットの変更と削除

ショートカットの番号 / 名前の変更や、ショートカット削除の手順は次のとおりです。

1 各機能の設定画面で、画面下の［シ ョート カ ッ ト

に登録］ を押してください。

2 ［編集］ を押して、変更または削除するショート

カット番号（01 ～ 06）のキーを選択してください。

3 変更する場合は、登録時と同じ方法で［変更］ を
押してボタンの番号とショートカット名を変更

し、［OK］ を押してください。［登録］ を押し、変

更の確認画面で［はい］ を選択すると、ショート

カットキーが変更されます。

削除する場合は、［このシ ョート カ ッ ト を削除］ 
を押してください。削除の確認画面で [ はい］ を
押すとショートカットキーが削除されます。
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参考：すでに登録されているショートカット番号を

選択すると、新しいショートカットに置き換えるこ

とができます。
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4 ファクスの操作方法（応用編）

この章では、ファクスを効率的に使う方法について説明します。

• 長い原稿を読み込む【長尺原稿】...4-2

• 時刻を指定して送信する【タイマー送信】...4-3

• 1 回の操作でたくさんの相手先に送信する【同報送信】...4-6

• 通信中に別の原稿の送信を予約する【送信予約】...4-9

• 別の原稿を優先して送信する【割り込み送信】...4-10

• フリーダイヤルなどの特定の局番を省略して送信する【チェーンダイヤル】...4-11

• 相手先に電話して手動で送信する【手動送信】...4-13

• 送られてきたファクスを手動で受信する【手動受信】...4-15

• 電話機を操作して受信させる【リモート切替機能】...4-17

• 受信した文書を条件ごとに印刷 / 転送する【メモリー転送】...4-19

• 受信した原稿を管理する【ファクスボックス機能】...4-37

• F コードを使って通信する【F コード通信】...4-44

• 送信する相手や設定内容などを登録する【プログラムダイヤル】...4-47

• 受信側の操作で通信を開始する【ポーリング通信】...4-49

• ファクス番号のテンキー入力を禁止する ...4-57

• ファクスの使用状況などを管理する【管理機能】...4-58

• その他の便利な機能 ...4-61
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長い原稿を読み込む【長尺原稿】

原稿送り装置を使用して、長尺原稿（給紙される方向に長い原稿）を読み込むことができます。

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿送り装置に原稿をセットしてください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［長尺原稿］ の順に押してく

ださい。

4 長尺原稿として読み込む場合は ［設定する］ を、

定形サイズとして読み込む場合は ［設定しない］

を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 宛先を指定し、スタートキーを押してください。

送信が開始します。

参考：長尺原稿は、片面しか送信できません。

1,600 mm までの原稿を読み込むことができます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。
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時刻を指定して送信する【タイマー送信】

タイマー送信は、送信開始の時刻をセットしておくと、その時刻に自動的に送信する機能です。同報送信な

どの機能と併用することができます。

ここでは、1 件の宛先に開始時刻を指定して送信する方法を説明します。

一括送信機能

タイマー送信を使用して、同じ宛先のファクスを同じ送信開始時刻にセットすると、10 件までを一度にまと

めて送信します。同じ宛先に通信を繰り返すといったムダがなくなり、通信コストの削減につながります。

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 ［応用 / その他］ → ［フ ァクスタイマー送信］ の順

に押してください。

重要：タッチパネル上に表示されている現在時刻が合っていないと、指定時刻に正しく通信できません。

表示されている現在時刻が合っていないときは正しく調整してください。詳細は、2-4 ページの日付と時

刻を設定するを参照してください。

参考：ダイレクト送信は選択できません。

時刻は、00：00 ～ 23：59 までの 1 分単位で指定できます。

送信予約、割り込み送信とあわせて、200 件までのタイマー送信を指定できます。

同じ指定時刻のタイマー送信が 2 つ以上ある場合は、指定した順に送信されます。ただし、指定した順に

関わらず同じ宛先への送信は、まとめて行われます。

タイマー送信は、指定時刻の前にキャンセルできます。また、指定時刻の前に送信することもできます。

詳細は、3-13 ページのタイマー送信（待機中）の中止と即時送信を参照してください。

タイマー送信は、指定時刻の前に宛先の変更をすることもできます。詳細は、4-4 ページのタイマー送信

ジョブの変更 / 削除のしかたを参照してください。

ユーザーボックスの文書をファクスで送信するときにタイマー送信を使用すると、送信が終了するまで文

書の移動はできません。ユーザーボックスの操作については、本体の使用説明書を参照してください。

参考：ダイレクト送信は一括送信されません。

宛先にテンキー入力とワンタッチキーを組み合わせた場合、一括送信ができません。

同報送信を使用して同じ送信開始時刻のファクスを 2 件以上セットしたときに、それぞれの宛先の中に同

じ相手先番号がある場合は一括送信されません。

送信開始時刻に、同じ相手先に対してリダイヤル待機中のファクスがある場合は、リダイヤル待機原稿も

あわせて一括送信されます。

部門管理を有効にしているときは、同じ部門コードでタイマー送信を使用した原稿だけが一括送信されま

す。
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4 ［設定する］ を押し、［＋］ または ［－］ で、送信

の開始時刻を入力してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 宛先を指定し、スタートキーを押してください。

原稿が読み込まれ、指定時刻になると送信が開始

します。

タイマー送信ジョブの変更 / 削除のしかた

登録した宛先を変更または削除できます。

操作手順は次のとおりです。

1 状況確認 / ジ ョ ブ中止キーを押してください。

2 ［送信ジ ョ ブ］ → ［予約ジ ョブ］ の順に押してく

ださい。

3 変更または削除したいジョブを一覧で選択し、

［詳細］ を押してください。

詳細情報が表示されます。

「状況 / 宛先」の項目の ［詳細 / 編集］ を押してく

ださい。
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参考：［テンキー］ を押して、テンキーで入力する

こともできます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」

に設定している場合は、スタートキーを押したとき

に、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、5-12
ページの宛先確認画面についてを参照してください。

参考：タイマー送信の中止と即時送信の操作については、3-13 ページのメモリー送信（通信中）の中止を

参照してください。
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4 別の宛先を追加する場合

1 アドレス帳で新しい宛先を選択するか、テン

キーでファクス番号を入力してください。

［アドレス帳］ を押した場合

1 リストから新しい宛先を選択して ［OK］
を押してください。

［新規ファクス］ を押した場合

1 宛先をテンキーで入力してください。

2 ［OK］ を押してください。

2 ［OK］ を押してください。

別の宛先に変更する場合

1 ［ ］ または ［ ］ を押して、変更する宛先

を選択してください。

2 ［詳細 / 編集］ を押すと、選択した宛先を変更

できます。

3 ［OK］ を押してください。

4 変更の確認画面で ［はい］ を押してください。

タイマー送信ジョブを削除する場合

1 ［ ］ または ［ ］ を押して、削除する宛先

を選択してください。

2 ［削除］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。
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参考：「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定

しない］ に設定している場合は、番号入力後、

［OK］ を押すと、番号が確定されます。

「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定する］ に

設定している場合は、番号入力後、［OK］ を押すと、

確認画面が表示されます。

再度ファクス番号を入力して ［OK］ を押してくださ

い。

「新規宛先の入力」が ［禁止する］ に設定されてい

るときは、テンキーを使って修正はできません。詳

しくは、4-57 ページのファクス番号のテンキー入力

を禁止するを参照してください。
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1 回の操作でたくさんの相手先に送信する【同報送信】

1 回の操作で同じ原稿を複数の宛先に送ることができる機能です。本機は送信する原稿をいったんメモリー

に蓄積（記憶）し、その後で指定された宛先に自動的にダイヤルと送信を繰り返します。

宛先がファクスの場合

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 宛先を選択してください。

ファクス番号を入力する

1 ［新規ファクス］ を押し、テンキーでファク

ス番号を入力してください。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定し

ない］ に設定している場合は、番号入力後、

［OK］ を押すと、番号が確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定す

る］ に設定している場合は、番号入力後、

［OK］ を押すと、確認画面が表示されます。

再度ファクス番号を入力して ［OK］ を押して

ください。

• 「新規宛先の入力」の設定が［禁止にする］に

設定されているときは、テンキーを使って入

力できません。詳しくは、4-57 ページのファ

クス番号のテンキー入力を禁止するを参照し

てください。

番号確定後、［新規ファクス］ を押すと、次の

ファクス番号が入力できます。

［編集］ を押すと、入力した番号を変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

2 すべての宛先が入力できたら、［OK］ を押し

てください。

宛先をアドレス帳から選択する

1 ［アドレス帳］ を押してください。

参考：宛先にグループを使用すれば、1 回の操作で最大 500 ケ所の相手先に送信することができます。

F コード通信やタイマー送信と合わせて使用できます。

ダイレクト送信が選択されている場合は、送信時にメモリー送信に切り替わります。
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4

2 リストの中から、選択する宛先のチェック

ボックスにすべてチェックマークをつけてく

ださい。

LDAP のアドレス帳を使用する場合は、「ア

ドレス帳」の ［拡張アドレス帳］ を選択して

ください。

3 ［OK］ を押してください。

宛先をワンタッチキーから選択する

必要な宛先が登録されているワンタッチキーをす

べて押してください。

4 すべての宛先が選択できたら、スタートキーを押

してください。送信が開始します。

宛先がインターネットファクスの場合

1 送信キーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 宛先を選択してください。

インターネットファクスアドレスを入力する

1 ［新規 i- ファクス］ を押してください。

2 ［i- ファクスアドレス］ を押し、インター

ネットファクスアドレスを入力して、［OK］
を押してください。

参考：アドレス帳の詳細は、3-15 ページの宛先

をアドレス帳から選ぶを参照してください。

ワンタッチキーの詳細は、2-15 ページのワン

タッチキーの新規登録を参照してください。

宛先は、直接入力、アドレス帳、ワンタッチ

キーを組み合わせて選択することができます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。

参考：インターネットファクスの詳細は、8-7 ページのインターネットファクス送信を参照してください。
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• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定しな

い］ に設定している場合は、アドレス入力後、

［OK］ を押すと、アドレスが確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定す

る］ に設定している場合は、アドレス入力後、

［OK］ を押すと、確認画面が表示されます。

再度インターネットファクスアドレスを入力

して ［OK］ を押してください。

アドレス確定後、［新規 i- ファクス］ を押すと、次

のインターネットファクスアドレスが入力できます。

［詳細 / 編集］ を押すと、入力したアドレスを変

更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

宛先をアドレス帳から選択する

1 ［アドレス帳］ を押してください。

2 リストの中から、選択する宛先のチェックボック

スにすべてチェックマークをつけてください。

LDAP のアドレス帳を使用する場合は、「アドレス

帳」の ［拡張アドレス帳］ を選択してください。

3 ［OK］ を押してください。

宛先をワンタッチキーから選択する

必要な宛先が登録されているワンタッチキーをす

べて押してください。

4 すべての宛先が選択できたら、スタートキーを押

してください。送信が開始します。

参考：アドレス帳の詳細は、3-15 ページの宛先

をアドレス帳から選ぶを参照してください。

ワンタッチキーの詳細は、2-15 ページのワン

タッチキーの新規登録を参照してください。

宛先は、直接入力、アドレス帳、ワンタッチ

キーを組み合わせて選択することができます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。
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4

通信中に別の原稿の送信を予約する【送信予約】

通信中に原稿を読み込んで、次の送信を予約できます。通信が終わると、自動的に予約した送信を開始しま

す。送信予約を使用すれば、同報送信などで通信が長引くときに待つ必要がなくなります。

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 宛先を選択し、使用する送信機能がある場合は設

定してください。

4 スタートキーを押してください。原稿の読み込み

を開始して、次の送信を予約します。

5 通信が終わると、予約した送信が開始します。

参考：タイマー送信や割り込み送信と合わせて 200 件まで予約することができます。

同報送信を使用できます。

送信方法はメモリー送信で行ってください。メモリー送信の操作については、3-3 ページの送信方法の選

択を参照してください。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。



ファクスの操作方法（応用編）

4-10

別の原稿を優先して送信する【割り込み送信】

通信中にダイレクト送信を選択して原稿を読み込むと、割り込み送信ができます。同報送信などで通信が長

引く場合や、次の送信が予約されている場合でも、割り込み送信を使用した原稿を先に送信します。

1 ファクスキーを押してください。

2 割り込み送信する原稿をセットしてください。

3 ［応用 / その他］ → ［フ ァクスダイレク ト送信］ の

順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 宛先を指定し、 スタートキーを押してください。

原稿が送信できる状態になれば、割り込み送信が

開始します。

7 割り込み送信が終了すると、中断していた通信や

送信予約が自動的に開始します。

参考：送信予約やタイマー送信がすでに 200 件ある場合は、割り込み送信ができません。

割り込み送信のタイミングによっては、すぐに割り込めない場合があります。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。

ダイレクト送信の操作については、3-3 ページの送

信方法の選択を参照してください。

割り込み送信の待機中に送信を中止するときは、操

作パネルのスト ップキーまたは、タッチパネルの

［中止］ を押してください。詳細は、3-13 ページの

通信を中止するを参照してください。
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4

フリーダイヤルなどの特定の局番を省略して送信する【チェーンダイヤル】

チェーンダイヤルは、複数の宛先に共通する番号でチェーン番号を作成し、相手先のファクス番号をつなげ

てダイヤルする機能です。

国際電話や遠方の送信相手にファクス送信する場合に、電話会社をチェーン番号として複数登録しておき、

料金の安い電話会社を選択して送信することもできます。

例として、「0120」をチェーン番号に使用します。

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 ［新規ファクス］ を押して、テンキーで「0120」
を入力してください。アドレス帳またはワンタッ

チキーを使用する場合は、「0120」が登録された

宛先を選択してください。

4 ［チェーン］ を押してください。

参考：チェーン番号は、相手先のファクス番号の先頭に使用できます。

よく使用するチェーン番号は、アドレス帳またはワンタッチキーに登録しておくと便利です。アドレス帳

への登録は、2-5 ページの宛先の新規登録、ワンタッチキーへの登録は、2-15 ページのワンタッチキーの

新規登録を参照してください。

参考：アドレス帳とワンタッチキーについては、

3-15 ページの宛先をアドレス帳から選ぶ、2-15
ページのワンタッチキーを使うを参照してくださ

い。

「新規宛先の入力」の設定が［禁止にする］に設定

されているときは、テンキーを使って入力できませ

ん。詳しくは、4-57 ページのファクス番号のテン

キー入力を禁止するを参照してください。
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5 チェーン番号につなげるファクス番号を入力します。

ファクス番号をテンキーで入力する

続けてファクス番号を入力してください。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定し

ない］ に設定している場合は、番号入力後、

［OK］ を押すと番号が確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定す

る］ に設定している場合は、番号入力後、

［OK］ を押すと確認画面が表示されます。再

度ファクス番号を入力して ［OK］ を押してく

ださい。

• 「新規宛先の入力」の設定が［禁止にする］に

設定されているときは、テンキーを使って入

力できません。詳しくは、4-57 ページのファ

クス番号のテンキー入力を禁止するを参照し

てください。

番号確定後、［新規ファクス］ を押すと、次の

ファクス番号が入力できます。その場合、チェー

ン番号を再度入力してください。

［編集］ を押すと、入力した番号を変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

ファクス番号をアドレス帳から選択する

1 ［アドレス帳］ を押してください。

2 リストの中から、宛先を選択してください。

複数の宛先を選択できます。

3 ［OK］ を押してください。宛先にはすべて

「0120」が自動的に付加されます。

ファクス番号をワンタッチキーから選択する

ワンタッチキーの中から宛先を選択してくださ

い。宛先に「0120」が自動的に付加されます。

続けてワンタッチキーでファクス番号を入力する

ときは、チェーン番号を再度入力してください。

6 スタートキーを押してください。送信が開始しま

す。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を ［設定す

る］ に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。
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4

相手先に電話して手動で送信する【手動送信】

相手先との回線がつながったことを確認した後、スタートキーを押して送信する方法です。本機にオプショ

ンのハンドセットあるいは電話機（市販品）を接続すれば、原稿を送信する前に相手と電話で話すことがで

きます。

相手先との接続を確認してから送信する

相手先との回線がつながったことを音声で確認してから送信できます。

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 ［オンフ ック］ を押してください。

4 相手先の番号をテンキーで入力してください。

5 「ピー」という音が聞こえたら、相手先のファク

スとつながっています。スタートキーを押してく

ださい。送信が開始します。

電話を使って送信する

原稿を送信する前に相手と電話で話したいときや、相手先機がファクスへの切り替えを必要とするときは、

この方法で送信してください。

1 原稿をセットしてください。

2 オプションのハンドセットまたは電話の受話器を

上げて、相手先にダイヤルしてください。

3 相手先のファクスとつながったかどうか確認して

ください。

「ピー」という音が聞こえたとき

相手先はファクスです。

1 ファクスキーを押してください。

2 ［オンフ ック］ を押してください。

3 スタートキーを押してください。原稿の送信

が開始します。

参考：操作を途中で中止するときは、［回線を切る］

を押してください。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。
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相手先の話し声が聞こえたとき

相手先の電話につながっています。会話が終わっ

たら、上記の手順 1 ～ 3 を行ってください。

4 送信が開始したら（操作パネルの処理中ランプが

点滅したら）、ハンドセットまたは受話器を元に

戻してください。
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4

送られてきたファクスを手動で受信する【手動受信】

相手先との回線がつながったことを確認した後、［手動受信］ を押して受信する方法です。本機にオプショ

ンのハンドセットまたは電話機（市販品）を接続すれば、相手と話した後に原稿を受信することができま

す。

相手先との接続を確認してから受信する

相手先との回線がつながったことを音声で確認してから受信できます。

1 着信すると、本体から呼び出し音が鳴ります。

2 ファクスキーを押してください。

3 ［オンフ ック］ → ［手動受信］ の順に押してくだ

さい。

4 相手側が送信すると、本機は受信を開始します。

電話を使って受信する

相手と話した後に原稿を受信したいときは、この方法で受信してください。

1 着信すると、接続された電話で呼び出し音が鳴り

ます。

2 オプションのハンドセットまたは電話の受話器を

上げてください。

3 相手先のファクスとつながったかどうか確認して

ください。

「ポーッポーッ」という音が聞こえたとき

相手先はファクスです。

1 状況確認 / ジ ョ ブ中止キーを押してくださ

い。

2 ［デバイス / 通信］ → ［手動受信］ の順に押

してください。受信が開始します。

参考：本機の受信方式は、通常、ファクス専用自動受信が選択されています。手動受信を使用するには、

受信方式を手動受信に変更する必要があります。受信方式の変更については、6-14 ページの利用状況に合

わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】を参照してください。

ファクスキットを 2 台装着する場合、ポート 2 の受信方式はファクス専用自動受信のみです。

参考：トーン信号を送出できる電話機を使用し

ている場合は、リモート切替機能で電話機から

受信を開始させることができます。（4-17 ペー

ジの電話機を操作して受信させる【リモート切

替機能】参照）
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相手先の話し声が聞こえたとき

相手先の電話につながっています。会話が終わっ

たら、上記の手順 3 の 1 ～ 2 を行ってください。

相手側が送信すると、本機は受信を開始します。

4 受信が開始したら（操作パネルの処理中ランプが

点滅したら）、ハンドセットまたは受話器を元に

戻してください。
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4

電話機を操作して受信させる【リモート切替機能】

接続された電話機からの操作で、ファクスの受信を開

始させることができます。本機と電話機（市販品）を

離れた場所に設置して併用するときに便利な機能で

す。

接続された電話機からの操作でファクスの受信を開始

させるときは、次の操作を行ってください。

リモート切替ダイヤルの登録のしかた

リモート切替ダイヤルは、工場出荷時では 55 になっていますが、変更することもできます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「リモート切り替えダイヤ

ル」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［＋］、［－］ またはテンキーを押して新たに登録

する番号（00-99）を入力してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：リモート切替を行うためには、トーン信号を

送出できる電話機（市販品）を本機に接続すること

が必要です。ただし、トーン信号を発信することが

できる電話機でも、種類によってはこの機能をうま

く使用できない場合があります。詳しくは弊社代理

店またはお買い上げ店までご連絡ください。
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リモート切替ダイヤルの使いかた

接続された電話機からの操作でファクスの受信を開始させるときは、次の操作を行ってください。

1 接続された電話機で呼び出し音が鳴ります。

2 電話機の受話器を上げてください。

3 受話器からファクスの発信音が聞こえたら、2 桁

のリモート切替ダイヤルを電話機側のダイヤルボ

タンで入力してください。

4 回線は本体側に切り替わり、受信が開始されま

す。

参考：工場出荷時のリモート切替ダイヤル（2 桁）

は 55 です。

2 桁のリモート切替ダイヤルを入力するときは、

ゆっくり押してください。短い間隔でダイヤルボタ

ンを押すと、ファクスに切り替わらないことがあり

ます。



ファクスの操作方法（応用編）

4-19

4

受信した文書を条件ごとに印刷 / 転送する【メモリー転送】

ファクスまたはインターネットファクスを受信したとき、受信画像を他のファクス、コンピューターやファ

クスボックスに転送したり、印刷部数を設定したりできます。

転送先の種類と転送条件

転送先と転送条件を指定することができます。

転送先の種類

他のファクス、インターネットファクス、ファクスボックス、メール送信、フォルダー（SMB）送信、フォ

ルダー（FTP）送信に転送することができます。

転送条件

転送条件は次のとおりです。

1 F コード（F コードサブアドレス）

2 送信元ファクス番号

3 ダイヤルイン番号

4 受信回線（ファクスキットを 2 台装着時）

5 相手先アドレス（インターネットファクス）

メモリー転送機能を使って次のような通信を行うことができます。

重要：指定されている転送条件に合致するファクスまたはインターネットファクスを 1 件転送します。複

数の転送条件に当てはまるときは、転送条件の優先順位に従って転送されます。

転送条件は、下記の 1 ～ 5 です。転送条件の優先順位を変更する場合は、4-27 ページの条件ごと設定の優

先順位をあげるをご覧ください。
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F コード親展通信

受信した原稿を印刷せずに、あらかじめ登録しておいたファクスボックスに保存し、誰にも見られずに印刷

することができます。

設定例

1 ファクスボックスを登録する。（4-37 ページ参照）

2 F コード送信する。

3 メモリー転送で原稿をファクスボックスに保存する。

4 ファクスボックスから原稿を印刷する。（4-40 ページ参照）

F コード中継同報通信

受信した原稿を複数のファクスに転送します。F コードを転送条件とすることで、特定の通信だけを中継同

報することができます。

設定例

1 F コード送信する。

2 メモリー転送で複数のファクスに転送する。

3 各転送先でファクスを受信する。

参考：メモリー転送時、本機で印刷する / しないの設定ができます。また、印刷する場合は部数の設定が

できます。詳細は 4-30 ページの印刷部数の設定を参照してください。
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4

すべての受信に適用する

すべての受信に設定を適用すると、受信したすべての文書を条件ごとに印刷 / 転送します。

すべての受信に設定を適用するときは次の手順を行ってください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「条件付き受信 / 転送」の ［次へ］

の順に押してください。

3 ［すべての受信に適用する］ を押してください。

4 「転送設定」の ［次へ］ を押してください。

5 「転送」の ［変更］ を押してください。

6 転送する場合は ［設定する］ を、また転送しない

場合は ［設定しない］ を選択し、［OK］ を押して

ください。

7 「転送先」の ［変更］ を押してください。

8 転送先を指定します。次のいずれかのキーを押し

て相手先を選択し、［OK］ を押してリストに追加

してください。

参考：受信条件ごとに設定を変更する場合は、4-23 ページの特定の受信に適用するを参照してください。

登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってください。

すべての受信に適用する場合は、ファクスボックスに保存できません。
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参考：宛先は複数登録することができます。宛先に

グループを使用すれば、最大 500 件の相手先を指定

することができます。

キー 内容

アドレス帳 アドレス帳または拡張アドレスに登録している宛先を選択してくださ

い。

新規メール 原稿をメール送信で転送します。転送する相手先のメールアドレスを

入力してください。
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9 ［OK］ を押してください。

10 必要に応じて、次の設定を変更することができま

す。

• ファイル形式設定

• メール件名付加情報設定

• FTP 暗号送信設定

• ファイル分割

11 ［OK］ を押してください。

12 次の設定を変更することができます。

• 印刷部数の設定

• 有効時間設定

• 文書名登録

13 ［OK］ を押してください。転送が設定されます。

新規フォルダー 原稿をフォルダー（SMB）送信またはフォルダー（FTP）送信で転送

します。転送する相手先のホスト名、パス、ログインユーザー名、ロ

グインパスワードをそれぞれ入力してください。

新規ファクス 原稿を他のファクスに転送します。相手先のファクス番号をテンキー

で入力し、送信詳細設定をしてください。

「新規宛先の入力」が ［禁止する］ に設定されているときは、テンキー

を使って入力はできません。詳しくは、4-57 ページのファクス番号の

テンキー入力を禁止するを参照してください。

新規 i- ファクス 原稿をインターネットファクスで転送します。転送する相手先のイン

ターネットファクスアドレスを入力し、相手機条件を設定してくださ

い。

キー 内容

参考：登録した宛先を修正する場合は、リストから

修正する宛先を選択し、［詳細 / 編集］ を押して修

正してください。

登録した宛先を削除する場合は、リストから削除す

る宛先を選択し、［削除］ を押してください。

参考：上記設定については、4-27 ページの転送詳細

設定を参照してください。

参考：上記設定については、4-27 ページの転送詳細

設定を参照してください。
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4

特定の受信に適用する

特定の受信に設定を適用するときは、次の手順を行ってください。

条件を 100 件まで登録することができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「条件付き受信 / 転送」の ［次へ］

の順に押してください。

3 ［特定の受信に適用する］ を押してください。

4 ［新規登録］ を押してください。

5 「条件番号」の ［変更］ を押してください。

6 ［＋］、［－］ またはテンキーで、条件番号（001 ～

100）を入力してください。

7 ［OK］ を押してください。

8 「条件名」の ［変更］ を押してください。

9 条件名を入力し、［OK］ を押してください。

10「条件」の ［変更］ を押してください。

11 ファクス受信を転送する場合は「ファクス」を選

択して ［次へ］ を押してください。

インターネットファクス受信を転送する場合は

「i- ファクス」を選択して ［次へ］ を押してくだ

さい。

12 条件を登録してください。
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参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。

条件名は、32 文字まで入力できます。
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手順 11 で「ファクス」を選択した場合

手順 11 で「i- ファクス」を選択した場合

13 ［OK］ を押してください。

14「転送設定」の ［次へ］ を押してください。

15「転送」の ［変更］ を押してください。

16 転送する場合は ［設定する］ を、また転送しない

場合は ［設定しない］ を選択し、［OK］ を押して

ください。

条件 登録方法

F コード（F コード

サブアドレス）

［F コード］ を押して、テンキーで送信元のサブアドレスを入力してくださ

い。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字とスペース、「#」、「＊」の文字を使って 20
桁まで入力できます。

送信元ファクス番号 ［送信元ファクス番号］ を押して、テンキーで送信元のファクス番号を入力

してください。20 桁まで入力できます。転送条件に送信元ファクス番号を

選択した条件は、9 件までしか登録できません。

「新規宛先の入力」の設定が ［禁止にする］ に設定されているときは、テン

キーを使って入力できません。詳しくは、4-57 ページのファクス番号のテン

キー入力を禁止するを参照してください。

ダイヤルイン番号 ［ダイヤルイン］ を押して、テンキーでダイヤルイン番号（4 桁）を入力し

てください。0000 ～ 9,999 の番号が入力できます。

受信回線（ポート） ［ポート］ を押して、「ポート 1」または「ポート 2」を選択してください。

ただし、ポートを選択すると、ファクスボックス転送はできなくなります。

この項目は、ファクスキットを 2 台装着時のみ表示します。

転送条件 登録方法

相手先アドレス ［i- ファクスアドレス］ を押してください。

相手先のインターネットファクスアドレスを入力してください。128 文字ま

で入力できます。

参考：転送条件に送信元ファクス番号（相手機の自

局登録情報）を選び、送信元ファクス番号として何

も入力せずに転送を設定した場合に、送信元ファク

ス番号が登録されていない相手先からのファクスを

転送できます。

送信元ファクス番号または相手先アドレスを転送条

件にする場合、［ ］ を押して、「検索条件」を設

定できます。

• 以下と一致する

• 以下で始まる

• 以下で終わる

• 以下を含む
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17「転送先」の ［変更］ を押してください。

18 転送先を指定します。次のいずれかのキーを押し

て相手先を選択し、［OK］ を押してリストに追加

してください。

19 ［OK］ を押してください。

20 必要に応じて、次の設定を変更することができます。

• ファイル形式

• メール件名付加情報

• FTP 暗号送信

• ファイル分割

21 ［OK］ を押してください。

22「ファクスボックス保存」の ［変更］ を押してく

ださい。

23 原稿をファクスボックスに保存するときは、［設

定する］ を押してください。ファクスボックスに

保存しないときは、［設定しない］ を選択し、

［OK］ を押して手順 25 に進んでください。

キー 内容

アドレス帳 アドレス帳または拡張アドレス帳に登録している宛先を選択してくださ

い。

新規メール 原稿をメール送信で転送します。転送する相手先のメールアドレスを入

力してください。

新規フォルダー 原稿をフォルダー（SMB）送信またはフォルダー（FTP）送信で転送し

ます。転送する相手先のホスト名、パス、ログインユーザー名、ログイ

ンパスワードをそれぞれ入力してください。

新規ファクス 原稿を他のファクスに転送します。相手先のファクス番号をテンキーで

入力し、送信詳細設定をしてください。

「新規宛先の入力」の設定が ［禁止にする］ に設定されているときは、

テンキーを使って入力できません。詳しくは、4-57 ページのファクス番

号のテンキー入力を禁止するを参照してください。

新規 i- ファクス 原稿をインターネットファクスで転送します。転送する相手先のイン

ターネットファクスアドレスを入力し、相手機条件を設定してください。

参考：登録した宛先を修正する場合は、リストから

修正する宛先を選択し、［詳細 / 編集］ を押して修

正してください。

登録した宛先を削除する場合は、リストから削除す

る宛先を選択し、［削除］ を押してください。

参考：上記設定については、4-27 ページの転送詳細

設定を参照してください。
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24 原稿を保存するファクスボックスを選択し、

［OK］ を押してください。

ファクスボックスにパスワードが設定されている

場合は、パスワード入力画面が表示されます。入

力後、［OK］ を押してください。

25 次の設定を変更することができます。

• 印刷部数の設定

• 有効時間設定

• 文書名登録

• 優先順位設定

26 ［登録］ を押してください。転送設定が登録され

ます。

27 別の転送設定を登録する場合は、手順 4 ～ 26 を繰

り返してください。

28 条件に当てはまらない受信ファクスの転送を設定

する場合は、「その他」を選び ［詳細］ を押し、

設定を変更してください。

29 リストの中から、チェックボックスを押して有効

にする転送設定を選択してください。有効にする

転送設定にはチェックマークがつきます。

30 ［OK］ を押してください。条件ごとに設定が登録

されます。

参考：転送先にファクスボックスを設定する場合

は、事前にファクスボックスを登録してください。

詳細は、4-37 ページの受信した原稿を管理する

【ファクスボックス機能】を参照してください。

参考：上記設定については、4-27 ページの転送詳細

設定を参照してください。

参考：「その他」を設定しない場合、条件に当ては

まらない受信ファクスは印刷されます。

「その他」の設定では、ファクスボックス保存の設

定はできません。

参考：設定を無効にするときは、チェックボックス

を押してチェックマークを消してください。
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条件ごと設定の変更 / 削除

条件ごと設定を変更または削除するときは次の手順で行ってください。

1 4-23ページの特定の受信に適用するの手順1～3を
行ってください。

2 削除または変更する条件名を選択してください。

削除するときは次の手順に、変更するときは手順

4 に進んでください。

3 ［削除］ を押してください。確認画面が表示され

たら ［はい］ を押し、手順 6 に進んでください。

4 ［詳細］ を押してください。

5 4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 5 ～ 26
を参考に設定を変更してください。

6 削除または変更が終わりましたら、［OK］ を押し

てください。

条件ごと設定の優先順位をあげる

条件ごと設定の優先順位をあげる と きは次の手順で行ってください。

1 4-23ページの特定の受信に適用するの手順1～3を
行ってください。

2 優先順位をあげる条件名を選択してください。

3 ［優先順位をあげる］ を押してください。選択し

た条件の優先順位があがります。

条件付き受信 / 転送の解除

転送を解除するときは、次の手順を行ってください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「条件付き受信 / 転送」の ［次へ］

の順に押してください。

3 ［設定しない］ を押して、［OK］ を押してください。

転送詳細設定

転送設定で次の詳細設定を変更できます。

有効時間設定

設定した条件が有効になる開始時刻と終了時刻を登録します。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

3 を行ってください。
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特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押してくださ

い。

1 「有効時間」の ［変更］ を押してください。

2 ［終日］ または ［時間指定］ を選択してください。

終日転送する場合は ［終日］ を選択し、［OK］ を

押してください。

転送時刻を指定する場合は ［時間指定］ を選択

し、次の手順に進んでください。

3 ［＋］ と ［－］ を押して開始時刻と終了時刻を入

力し、［OK］ を押してください。

優先順位設定

登録した転送条件の優先順位を設定します。

1 4-23ページの特定の受信に適用するの手順1～3を
行い、条件を選択して ［詳細］ を押してくださ

い。

2 「優先順位」の ［変更］ を押してください。

3 ［＋］、［－］ またはテンキーで、優先順位を入力

してください。

4 ［OK］ を押してください。

ファイル形式設定

メール送信、フォルダー（SMB）送信、またはフォルダー（FTP）送信する場合に、ファイル形式を PDF、
TIFF または XPS から選択します。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

4 を行ってください。

特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押したあと、

手順 14 を行ってください。

ÊË������ ÔÕ»Ö

ÊË�ÔÕÇ��»Öã���E)�*
ä!ÖÇ§ZE����	i��E�ÊËÇåæt
ª«)�iÍYwç)�*

FGH�4 ST

�×

»Öè�

+,

�

�

��

��

��

��

��

��

�����������������

参考：時刻は 24 時間制で入力してください。
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1 「ファイル形式」の ［変更］ を押してください。

2 ［PDF］、［TIFF］ または ［XPS］ を押して、［OK］
を押してください。

3 ［OK］ を押してください。

メール件名付加情報設定

メールを送信するときに、メールの件名に情報を付加するかどうか設定します。情報を付加する場合は、送

信元名または送信元から選択します。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

4 を行ってください。

特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押したあと、

手順 14 を行ってください。

1 「メール件名付加情報」の ［変更］ を押してくだ

さい。

2 ［送信元名］、［送信元 ファクス番号／アドレス］

または ［設定しない］ を押して、［OK］ を押して

ください。

FTP 暗号送信設定

転送するときに FTP 暗号送信をするかどうか設定します。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

4 を行ってください。

特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押したあと、

手順 14 を行ってください。

1 「FTP 暗号送信」の ［変更］ を押してください。

参考：ファイル形式で PDF を選択した場合、PDF
暗号化機能を使用することができます。詳しくは本

体の使用説明書を参照してください。
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2 ［設定する］ または ［設定しない］ を押してくださ

い。

3 ［OK］ を押してください。

ファイル分割

メール送信、フォルダー（SMB）送信またはフォルダー（FTP）送信する場合に、ページ分割するかどうか

設定します。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

4 を行ってください。

特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押したあと、

手順 14 を行ってください。

1 「ファイル分割」の ［変更］ を押してください。

2 ［設定しない］ または ［ページごと］ を押してくだ

さい。

ページごとにファイルを作成する場合は、［ペー

ジごと］ を選択します。

3 ［OK］ を押してください。

印刷部数の設定

転送するときに本機で印刷するかどうか設定します。また、印刷部数の設定ができます。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

3 を行ってください。

特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押してくださ

い。

1 「印刷」の ［変更］ を押してください。

参考：FTP 暗号送信機能を使用する場合、セキュア

プロトコル設定の「SSL」の設定を ［使用する］ に

してください。詳しくは本体の使用説明書を参照し

てください。



ファクスの操作方法（応用編）

4-31

4

2 ［設定する］ または ［設定しない］ を押してくだ

さい。

［設定する］ を選択した場合は、［＋］ や ［－］、

またはテンキーを押して印刷部数を設定してくだ

さい。

3 ［OK］ を押してください。

文書名登録

転送時に作成するファイルの文書名を設定します。その他、日時やジョブ番号、またはファクス番号（イン

ターネットファクスの場合はアドレス）の情報も付加できます。

すべての受信に適用する

4-21 ページのすべての受信に適用するの手順 1 ～

3 を行ってください。

特定の受信に適用する

4-23 ページの特定の受信に適用するの手順 1 ～ 3
を行い、条件を選択して ［詳細］ を押してくださ

い。

1 「文書名」の ［変更］ を押してください。

2 ［文書名］ を押してください。

3 文書名を入力して、［OK］ を押してください。

4 文書名に付加情報を入れるときは、［ジ ョ ブ番

号］、［日時］、［番号 / アドレスを前に付ける］ ま

たは ［番号 / アドレスを後ろに付ける］ を押して

ください。

5 ［OK］ を押してください。

参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。

付加情報を入れていない場合、ファイル名が同じに

なり、フォルダー（SMB）送信やフォルダー

（FTP）送信で転送するとファイルを上書きします

ので注意してください。
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Command Center RX からの転送設定（条件付き受信 / 転送）

本機にネットワーク接続されたコンピューターから Command Center RX を使って転送の設定を行えます。

ネットワークの設定については、本体の使用説明書を参照してください。

Command Center RX へのアクセス

1 Web ブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーションバーに本機の IP
アドレスを入力します。

例）http://192.168.48.21/

本機および Command Center RX に関する一般情

報と現在の状態が、Web ページに表示されます。

3 管理者のユーザー名とパスワードを入力し、ログ

インをクリックします。

管理者のユーザー名とパスワードを設定すると、

スタートページ以外への一般ユーザーのアクセス

を制限できます。セキュリティを確保するため

に、管理者のユーザー名およびパスワードの設定

をおすすめします。工場出荷時の設定値は、ユー

ザー名、パスワードともに「Admin」です。

4 画面左のナビゲーションバーから設定 / 登録を選

択します。

5 ファクス /i ファクスをクリックします。

設定画面が表示されます。

詳細は Command Center RX 操作手順書を参照し

てください。

転送設定

ファクス /i ファクス > 共通 > 条件付き受信 / 転送 > 基本

転送設定を行います。

転送のページで設定する項目は以下のとおりです。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

項目 説明

オフ 条件付き受信 / 転送処理を行いません。受信されたファクスは、紙に印

刷されます。

条件リストを使用する あらかじめ設定した条件ごとに転送処理を行います。（設定項目につい

ては 4-33 ページの条件リストの追加参照）

すべて 条件を指定せず、転送処理を行います。受信されたファクスは、同様に

処理されます。ただし、ファクスボックスへ保存する処理は設定できま

せん。（設定項目については 4-33 ページの条件リストの追加参照）
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条件リストの追加

ファクス /i ファクス > 共通 > 条件付き受信 / 転送 > 条件リスト > 追加

転送する条件の設定を行います。

条件リストの追加ページで設定する項目は以下のとおりです。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

条件に当てはまらない受信ファクスの転送を設定する場合は、条件リストの条件に該当しない場合の詳細を

クリックしてください。状況をオンに設定し、続けて各項目を設定します。条件リストを使用するを選択し

た時に、リストに登録されていない条件で受信した時の動作を設定します。ファクスボックスへは保存でき

ません。

状況をオフに設定すると、条件に当てはまらない受信ファクスは印刷されます。

項目 説明

条件番号 ユーザーが管理する転送条件の ID を入力します。

名前 ここで設定する条件に、識別しやすい名前を付けます。

状況 条件を使用するかどうかを指定します。

条件有効時間設定 時刻指定を行うかどうかを設定します。

条件有効時間 設定した条件が有効になる時刻と無効になる時刻を登録します。

0:00 ～ 23:59 の間で登録できます。

ファイル名 転送時に作成するファイルの文書名を設定します。

付加情報 ファイル名に日時やジョブ番号や相手先アドレスの情報を付加します。

送信元情報の付加 発信元情報を付加する位置を設定します。

自局ファクス番号が発信元情報となります。

検索優先順位 転送条件を検索するときの優先順位を設定します。

条件の形式 条件の種類を次から選択します。

• ファ クスF コードサブアドレス

• ファ クス番号

• ファ クスダイヤルイン

• ファ クス受信ポート

•  i-ファ クスアドレス

項目を選択すると必要な情報を入力できます。詳細は Command Center 
RX 操作手順書を参照してください。

印刷 印刷するときは、印刷をクリックしてください。印刷のページが表示さ

れます。（4-34 ページの印刷設定参照）

転送 転送先を選択するときは、転送をクリックしてください。転送のページ

が表示されます。（4-34 ページの転送先設定参照）

ファクスボックスへ保

存

ファクスボックスへ保存するときは、ファクスボックスへ保存をクリッ

クしてください。ファクスボックスへ保存のページが表示されます。

（4-35 ページのファクスボックス保存設定参照）



ファクスの操作方法（応用編）

4-34

印刷設定

ファクス /i ファクス > 共通 > 条件付き受信 / 転送 > 条件リスト > 追加 > 印刷

印刷設定を行います。

印刷のページで設定する項目は以下のとおりです。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

転送先設定

ファクス /i ファクス > 共通 > 条件付き受信 / 転送 > 条件リスト > 追加 > 転送

転送先を選択します。

転送のページで設定する項目は以下のとおりです。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

項目 説明

名前 条件の名前を表示します。

状況 現在、その条件が使用されているかどうかを表示します。

印刷 転送するときに本機で印刷するかどうかを設定します。

印刷部数 印刷する部数を指定します。

項目 説明

名前 条件の名前を表示します。

状況 現在、その条件が使用されているかどうかを表示します。

転送 転送するかどうかを設定します。

ファイル形式 転送したときに保存されるファイル形式を PDF 、PDF/A または TIFF か
ら選択します。

FTP 暗号送信 暗号送信を行う場合はオンを選択します。SSL プロトコルをオンにする

必要があります。

件名付加情報 転送する宛先がメールに設定されている場合、メールの件名に送信元名

または送信元ファクス番号 / アドレスを付加して転送します。

なしを選ぶと何も付加しません。

ページ分割 コンピュータに転送するときにページ分割するかどうかを選択します。

宛先数 登録ずみの宛先数を表示します。

宛先リスト あらかじめ設定されている転送宛先を一覧で表示します。ここに表示さ

れている宛先すべてに転送が行われます。

宛先リストには、次の項目で編集します。

• 追加（送信先の追加については4-35ページの宛先リストの追加参照）

• 個人アドレス帳から挿入

• グループアドレス帳から挿入

• 削除
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ファクスボックス保存設定

ファクス /i ファクス > 共通 > 条件付き受信 / 転送 > 条件リスト > 追加 > ファクスボックスへ保存

転送するファクスボックスを選択します。

ファクスボックス保存のページで設定する項目は以下のとおりです。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

宛先リストの追加

ファクス /i ファクス > 共通 > 条件付き受信 / 転送 > 条件リスト > 追加 > 転送 > 追加

宛先リストに送信先を追加します。

宛先リストの追加ページで設定する項目は以下のとおりです。

宛先種類にメールを選択した場合は以下の項目を設定してください。

• メール

宛先種類に SMB または FTP を選択した場合は以下の項目を設定してください。

• ホスト名

• ポート番号

• パス

• ログインユーザー名

• ログインパスワード

項目 説明

名前 条件の名前を表示します。

状況 現在、その条件が使用されているかどうかを表示します。

ファクスボックスへ保

存

ファクスボックスへ保存するかどうかを指定します。

名称 保存するファクスボックスを指定します。

項目 説明

宛先種類 送信先の種類を選択します。

• メール
• SMB
• FTP
• ファ クス

• i-ファ クス
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宛先種類にファクスを選択した場合は以下の項目を設定してください。

• ファクス番号

• 送信開始速度

• ECM

• Ｆ コード　サブアドレス

• Ｆ コード　パスワード

• 暗号鍵 No.

• 暗号ボックス

• 暗号ボックス No.

宛先種類に i- ファクスを選択した場合は以下の項目を設定してください。

• i- ファクスアドレス

• 接続モード

• 送信解像度

• 圧縮方式

• 用紙サイズ

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。
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受信した原稿を管理する【ファクスボックス機能】

ファクスボックスとは

受信原稿を保存するボックスをファクスボックスと呼びます。メモリー転送機能を使って、受信した原稿を

ファクスボックスに保存することができます。

ファクスボックスの登録のしかた

ファクスボックスは 100 個まで登録することができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボックス / 外部メモリー］ →「ファクスボッ

クス」の ［次へ］ →「ボックス登録 / 編集」の

［登録 / 編集］ の順に押してください。

3 ［新規登録］ を押してください。

4 登録する各内容の ［変更］ を押してください。

「ボックス番号」を選択したとき

1 ［＋］、［－］ またはテンキーを押して、ボッ

クス番号を入力してください。

2 ［OK］ を押してください。

「所有者」を選択したとき

1 ボックスの所有者を選択してください。

フリガナ検索またはログイン名検索で所有者

を検索することもできます。

［詳細］ を押して「ユーザー名」、「ユーザー

名（フリガナ）」、「ログインユーザー名」、

「アクセスレベル」、「所属部門」、「メールア

ドレス」「部門名」を確認できます。確認が

終了したら ［閉じる］ を押してください。
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参考：「所有者」と「共有設定」はユーザー管理が

有効であるときに表示されます。

参考：「0000」が表示されている場合は、自動

的に空いている番号を割り当てます。
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2 所有者の選択が終了したら ［OK］ を押して

ください。

「ボックス名」を選択したとき

1 ファクスボックス名を入力してください。32
文字まで入力できます。

2 入力が終われば ［OK］ を押してください。

「ボックスパスワード」を選択したとき

1 ［パスワード］ を押してパスワードを入力し

てください。16 桁まで入力できます。

2 確認のため ［パスワード （確認）］ を押して

同じパスワードを入力してください。

3 入力が終われば ［OK］ を押してください。

「共有設定」を選択したとき

1 ファクスボックスを個人で使用する場合は

［所有者のみ］ を押してください。他のユー

ザーと共有する場合は ［共有する］ を押して

ください。

2 選択が終了したら ［OK］ を押してください。

「印刷後削除」を押したとき

ファクスボックス内の受信原稿を印刷したとき

に、自動的に削除するかの設定ができます。

1 ［設定する］ または ［設定しない］ を押して

ください。

2 ［OK］ を押してください。

5 すべての内容の登録が終了したら ［登録］ を押し

てください。その他のファクスボックスの登録を

行うときは手順 3 ～ 5 を繰り返してください。

参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字

の入力方法を参照してください。

参考：ボックスパスワードは、ユーザー管理が

無効である場合、またはユーザー管理が有効で

ファクスボックスを他のユーザーと共有する場

合に設定できます。

パスワードは必要な時に設定してください。

パスワードを設定したときは、変更 / 削除と印

刷の際にパスワードが必要です。
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ファクスボックスの変更 / 削除のしかた

1 4-37 ページのファクスボックスの登録のしかたの

手順 1 ～ 2 を行ってください。

2 削除または変更するボックスを選択してくださ

い。

削除する場合は次の手順に、変更する場合は手順

4 に進んでください。

3 ［削除］ を押してください。削除の確認画面で

［はい］ を押してください。

手順 5 に進んでください。

4 ［詳細 / 編集］ を押して、4-37 ページのファクス

ボックスの登録のしかたの手順 4 ～ 5 を参照して

変更してください。

5 その他のファクスボックスの削除や変更を行うと

きは手順 2 ～ 4 を繰り返してください。

6 すべてのファクスボックスの削除や変更が終了し

たら ［閉じる］ を押してください。
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ファクスボックスからの印刷のしかた

ファクスボックスへ送られた原稿は、次の操作を行って印刷してください。

1 文章ボックスキーを押してください。

2 ［フ ァクスボックス］ を押してください。

3 ファクスボックスを選択し、［開 く ］ を押してく

ださい。

4 リストの中から、チェックボックスを押して原稿

を選択してください。選択した原稿にはチェック

マークがつきます。

5 ［印刷］ を押してください。

6 印刷後に原稿データをファクスボックスから消去

するか選択します。消去するときは ［設定する］

を押してください。

7 ［印刷開始］ を押してください。印刷を開始します。
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参考：次の場合はボックスパスワードの入力が必要

です。

• ユーザー管理が無効の場合

• ユーザー管理が有効でユーザー権限でログイン

しているときに、別の所有者のファクスボック

スを選択した場合

参考：選択を解除するときは、チェックボックスを

押してチェックマークを消してください。

[ ] を押すと、原稿の画像のサムネイルが表示

されます。

原稿の画像を確認したいときは、プレビューを参照す

ることができます。プレビューについては、4-42 ペー

ジのプレビューの参照のしかたを参照してください。

ファクスボックス内の一覧の操作については、本体

の使用説明書を参照してください。

ファクスボックスからは印刷のみできます。送信は

できません。
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4

ファクスボックスからの削除のしかた

ファクスボックスへ送られた原稿を削除するときは、次の操作を行ってください。

1 4-40 ページのファクスボックスからの印刷のしか

たの手順 1 ～ 4 を行ってください。

2 ［削除］ を押してください。

3 削除の確認画面で ［はい］ を押してください。原

稿を削除します。

詳細情報の確認 / ファイル名の変更のしかた

ファクスボックスへ送られた原稿の詳細情報を確認できます。また、ファイル名を変更できます。

1 4-40 ページのファクスボックスからの印刷のしか

たの手順 1 ～ 4 を行ってください。

2 ［詳細］ を押してください。

3 選択した原稿の詳細情報が表示されます。

4 確認を終了するときは、［閉じる］ を押してくだ

さい。
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項目 説明

文書名 原稿のファイル名

［変更］ を押すと、ファイル名を変更できます。

ページ数 原稿の枚数

解像度 原稿の解像度

日時 原稿が送られた日時
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プレビューの参照のしかた

ファクスボックスへ送られた原稿の画像を、タッチパネル上で参照できます。

1 4-40 ページのファクスボックスからの印刷のしか

たの手順 1 ～ 4 を行ってください。

2 ［プレビュー］ を押してください。プレビュー画

面が表示されます。

プレビュー画面の使い方

1 ［ ］ を押すと拡大し、［ ］ を押すと縮小

します。

2 拡大したときに ［ ］、［ ］、［ ］、［ ］ を

押して、表示部分を移動します。

3 原稿が複数ページある場合は、［ ］ または

［ ］ を押すと、1 ページずつ移動します。

［ ］ を押すと最初のページに、［ ］ を押す

と最終ページに移動します。また ［番号］ を

押すと、移動するページ数を指定できます。

4 ［閉じる］ を押してプレビュー画面を終了し

ます。
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4

ファクスボックスリストの印刷のしかた

登録されているファクスボックスのボックス番号、ボックス名の一覧が記載されたファクスボックスリスト

を印刷することができます。また、ファクスボックスに原稿がある場合はそのページ数が表示されます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボックス / 外部メモリー］ →「ファクスボッ

クス」の ［次へ］ →「ファクスボックスリスト」

の ［印刷］ の順に押してください。

3 印刷の確認画面で ［はい］ を押してください。

ファクスボックスリストを印刷します。

参考：ユーザー管理が有効の場合は、管理者がログインしたときに印刷できます。
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F コードを使って通信する【F コード通信】

F コード通信とは

F コード通信とは、ITU-T（国際電気通信連合）の勧告に準拠したサブアドレスやパスワードを付加して送 /
受信する通信をいいます。F コードを使用することにより、本来弊社機間でしかできなかった親展通信（受

信側機に設けられた原稿受け渡しボックスに送る通信）やポーリング通信（受信側から操作して送信側の原

稿を受信する通信）などの通信が他社機との間でも可能になります。本機では、F コード通信とメモリー転

送機能を使って、受信した原稿をファクスボックスに保存したり、他の複数のファクスに転送したりするな

ど、高度な通信ができます。

F コードを使った通信は、各種機能通信とも併用することができます。また、F コードサブアドレスや F
コードパスワードをアドレス帳やワンタッチキーに登録しておけば、送信時に入力を省略することができま

す。詳しくは、各通信方法や登録方法の手順内の記述を参照してください。

F コードについて

本機では、F コードサブアドレスと F コードパスワードが F コードにあたります。

F コードサブアドレス

F コードサブアドレスは 0 ～ 9 までの数字とスペース、「#」、「＊」を使って 20 桁まで入力することができま

す。本機で受信する場合、F コードサブアドレスはメモリー転送の転送条件として使用されます。

F コードパスワード

F コードパスワードは 0 ～ 9 までの数字とスペース、「#」、「＊」の文字を使って 20 桁まで入力することがで

きます。本機で受信する場合は F コードパスワードを使用しません。

F コード送信のしかた

F コード送信は次の手順で行ってください。

本機で受信する場合の設定方法は、4-19 ページの受信した文書を条件ごとに印刷 / 転送する【メモリー転送】

を参照してください。

1 ファクスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 ［新規ファクス］ を押してください。

参考：F コード通信を行うためには、相手機にも同様の F コード通信機能が備わっている必要があります。

重要：F コード送信を行う場合は、あらかじめ受信側に設定されている F コードサブアドレスと F コード

パスワードを確認してください。

F コード送信時は、暗号送信を行うことができません。
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4 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し

てください。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定しな

い］ に設定している場合は、番号入力後、［OK］
を押すと番号が確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定する］

に設定している場合は、番号入力後、［OK］ を押

すと確認画面が表示されます。再度ファクス番号

を入力して ［OK］ を押してください。

番号確定後、［新規ファクス］ を押すと、次の

ファクス番号が入力できます。

［編集］ を押すと、入力した番号を変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

5 ［詳細］ を押してください。

6 「F コード」の ［変更］ を押してください。

7 ［サブアドレス］ を押して、テンキーでサブアド

レスを入力してください。

参考：アドレス帳の宛先に F コードを登録している

場合には、その宛先が使用できます。また、アドレ

ス帳で F コードを登録している宛先をワンタッチ

キーに使用している場合はそれらも使用できます。

その場合手順 9 に進んでください。

参考：「新規宛先の入力」の設定が ［禁止にする］

に設定されているときは、テンキーを使って入力で

きません。詳しくは、4-57 ページのファクス番号の

テンキー入力を禁止するを参照してください。
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参考：サブアドレスは、0 ～ 9 の数字とスペース、

「#」、「＊」の文字を使って、20 桁まで入力できま

す。
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8 ［パスワード］ を押して、テンキーで F コードパス

ワードを入力してください。

9 ［OK］ を押してください。

10 ［OK］ を押してください。

11 スタートキーを押してください。送信が開始しま

す。

F コード受信のしかた

F コード受信を行うときは、あらかじめ送信側に本機の F コードサブアドレスと F コードパスワードを伝え

ておく必要があります。

F コード受信を行うと、次の機能を使用できます。

• 受信した文書を条件ごとに印刷 / 転送する【メモリー転送】...4-19 ページ

• F コード親展通信 ...4-20 ページ

• F コード中継同報通信 ...4-20 ページ

• F コード掲示板通信 ...4-49 ページ

参考：F コードパスワードは 0 ～ 9 の数字とスペー

ス、「#」、「＊」の文字を使って、20 桁まで入力で

きます。本機で受信する場合は F コードパスワード

を使用しません。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。

重要：F コード受信の機能については、事前に設定が必要です。設定方法については、4-19 ページの受信

した文書を条件ごとに印刷 / 転送する【メモリー転送】または 4-53 ページの F コードを使用するポーリン

グ受信のしかたを参照してください。
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送信する相手や設定内容などを登録する【プログラムダイヤル】

送信する相手先や送信時刻など送信条件をプログラムとして登録できます。登録後は、プログラム番号を押

すだけで呼び出すことができます。また、各プログラムに名前をつけておくと、プログラムを呼び出すとき

にわかりやすく便利です。

プログラムの登録のしかた

1 登録する送信条件を設定した状態で、プログラム

キーを押してください。

2 ［登録］ を押してください。

3 登録するプログラム番号（1 ～ 50）を押してくだ

さい。

4 プログラム名を入力し、［登録］ を押してくださ

い。プログラムが登録されます。

登録内容の変更と削除のしかた

プログラム番号とプログラム名を変更したり、プログラムを削除したりできます。

1 プログラムキーを押してください。

2 ［編集］ を押して、変更または削除するプログラ

ム番号（1 ～ 50）のキーを押してください。

3 プログラム番号を変更する場合は、「番号」の

［変更］ を押してください。［＋］、［－］ またはテ

ンキーを押して、プログラム番号を変更し、

［OK］ を押してください。

プログラム名を変更する場合は、「名前」の ［変

更］ を押してください。プログラム名を入力し、

［OK］ を押してください。プログラム名が正しく

入力できているか確認してください。

参考：プログラムにはコピー機能も登録できます。コピー機能、送信機能を合わせて最大 50 件のプログ

ラムを登録できます。

ユーザー管理が有効であるときは、登録できるのは管理者のみです。

参考：すでに登録されているプログラム番号を選択

すると、現在設定されている機能に置き換えること

ができます。

参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。
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4 ［登録］ を押してください。変更の確認画面で

［はい］ を選択すると、プログラムが変更されま

す。

削除する場合は、［このプログラムを削除］ を押

してください。削除の確認画面で ［はい］ を押す

と、プログラムが削除されます。

プログラムの使いかた

1 プログラムキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 ［呼び出し］ を押して、呼び出すプログラム番号

（1 ～ 50）のキーを押してください。［番号］ を押

すと、プログラム番号を直接入力して呼び出すこ

とができます。

4 スタートキーを押してください。送信が開始しま

す。
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参考：呼び出したプログラムから送信する相手先の

変更など送信条件を変更することもできます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。
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受信側の操作で通信を開始する【ポーリング通信】

ポーリング通信とは、受信側から操作して送信側の原稿を受信する通信方法です。受信側は自分の都合に合

わせて原稿を受け取ることができます。本機では、ポーリング送信とポーリング受信ができます。

ポーリング送信

ポーリング送信用として原稿をポーリングボックスに保存します。相手先からのポーリング受信要求がある

と自動的に送信します。

相手先に送信されたポーリング送信用の原稿は自動的に削除されますが、ポーリング送信後原稿の削除を

［設定しない］ にしておけば、原稿は削除するまでポーリングボックスに保存されます。同じ原稿を何度で

もポーリング送信することができます。（4-50 ページ参照）

さらに、F コードを使用すると、次のような通信が可能になります。

F コード掲示板通信

ポーリングボックスを掲示板のように使用し、多数の相手先が自由に原稿を受信できる通信方法です。ポー

リング送信後原稿の削除を ［設定しない］ にして、同じ原稿を何度でもポーリング送信できるようにしてお

きます。さらに、F コード† を使用することによって、相手先が他社機であっても、同様の F コード掲示板通

信機能を備えていれば通信することができます。

重要：この通信は、受信側から送信側にダイヤルする操作を行うため、電話料金は通常受信側の負担にな

ります。

参考：ポーリング送信用の原稿は 10 件まで保存できます。

相手先からポーリング受信要求があるまでは、送信する原稿を後から追加、上書きすることができます。

詳細は、4-50 ページの上書き保存許可設定を参照してください。

† 本機では F コードサブアドレスと F コードパスワードです。

重要：相手先が、同様の F コード掲示板通信機能を備えていることが必要です。ファクスによっては、原

稿を保存できなかったり、ポーリング受信ができなかったりする場合があります。それぞれの状況に合わ

せた機能が備わっていることを、送信側と受信側であらかじめ確認してください。（例えば、本機がポー

リングボックスに原稿を保存しても、受信側のファクスにポーリング受信機能が備わっていない場合は通

信が成立しません。）

送信側は、F コードサブアドレスと F コードパスワードを受信側に伝えておく必要があります。

3333
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ポーリング送信後原稿の削除

相手先に送信されたポーリング送信用の原稿は自動的に削除します。同じ原稿を複数の相手先にポーリング

送信する場合は、［設定しない］ にしてください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボックス / 外部メモリー］ →「ポーリング

ボックス」の ［変更］ →「送信済み文書削除」の

［変更］ の順に押してください。

3 ［設定しない］ または ［設定する］ を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

上書き保存許可設定

上書き保存するときは ［許可する］ にしてください。

ポーリングボックスに保存された文書で、同じ文書名を付けた場合、上書き保存できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボックス / 外部メモリー］ →「ポーリング

ボックス」の ［変更］ →「上書き保存許可」の

［変更］ の順に押してください。

3 ［禁止する］ または ［許可する］ を選択してくだ

さい。

4 ［OK］ を押してください。

ポーリング送信のしかた

1 文書ボックスキーを押してください。

2 原稿をセットしてください。

3 ［フ ァクスボックス］ → ［ポーリングボックス］

→ ［文書保存］ の順に押してください。

参考：F コードについての詳細は、4-44 ページの F コードを使って通信する【F コード通信】を参照して

ください。

F コード掲示板通信での受信方法は、4-53 ページの F コードを使用するポーリング受信のしかたを参照し

てください。
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4

4 保存する原稿に必要な機能を変更してください。

各機能の使いかたは本体の使用説明書を参照して

ください。原稿の画質については 3-8 ページの操

作で変更してください。

5 F コードを使用する場合は ［ ］ → ［F コード］

→ ［設定する］ の順に押してください。

6 ［サブアドレス］ を押して、テンキーで F コードサ

ブアドレスを入力してください。

機能 説明

縮小 / 拡大 保存サイズに合わせて、原稿を自動で縮小 / 拡大して読み込むことが

できます。

原稿セット向き 原稿を正しい向きに保存するため、原稿の上部の向きを指示します。

次の機能を使用する場合は、原稿のセット向きを選択する必要があ

ります。

• 両面 / 見開き原稿

• 枠消し

枠消し 原稿のまわりにできる黒い枠を消去して読み込みます。

原稿サイズ 原稿の読み込みサイズを選択します。不定形サイズの原稿を使用す

る場合は、必ず原稿サイズを選択してください。

原稿サイズ混載 原稿送り装置を使用して、サイズの異なる原稿をまとめてセットし、

保存できます。この方法で原稿送り装置にセットできる枚数は、最

大 30 枚です。

文書名入力 読み込む原稿のファイル名を変更できます。ジョブ番号や日付も付

加できます。

濃度 原稿の読み込み濃度を調整します。

両面 / 見開き原稿 原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。

保存サイズ 保存サイズ（保存する原稿のサイズ）を選択します。

読み込み解像度 原稿をどの程度細かく読み込むかを選択します。

連続読み込み 原稿送り装置に一度にセットできない枚数の原稿を、数回に分けて

読み込んだ後、一つのデータとして保存できます。この方法では、

［読み込み終了］ を押すまで、原稿を読み込み続けます。

長尺原稿 原稿送り装置を使用して、長尺原稿（給紙される方向に長い原稿）

を読み込むことができます。

センター移動 原稿サイズと送信サイズを指定してスキャンした場合、サイズに

よっては、用紙の下側または左右どちらかに余白ができます。セン

ター移動すると、この余白が上下左右均等になるように画像を配置

することができます。

ジョブ終了通知 ジョブが終了すると、メールで知らせることができます。

原稿の画質 原稿の種類に合わせて、画質を選択します。

参考：F コードサブアドレスは、0 ～ 9 の数字とス

ペース、「#」、「＊」の文字を使って、20 桁まで入

力できます。
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7 F コードパスワードを設定する場合は、［パスワー

ド］ を押して、テンキーで F コードパスワードを

入力してください。

8 ［OK］ を押してください。

9 スタートキーを押してください。原稿を読み込

み、ポーリングボックスに保存します。

ポーリング受信

受信側からダイヤルして、送信側に保存されている原稿を自動的に送信させる機能です。複数の相手先を指

定した場合は、順次ダイヤルと受信を繰り返します。

ポーリング受信のしかた

1 ファクスキーを押してください。

2 ［応用 / その他］ → ［フ ァクスポーリング受信］ の

順に押してください。

3 ［設定する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：F コードパスワードを入力した場合は、パス

ワードが一致しないと送信しません。

F コードパスワードは 0 ～ 9 の数字とスペース、

「#」、「＊」の文字を使って、20 桁まで入力できま

す。

参考：［プレビュー］ を押すと、保存する画像のプ

レビューを参照できます。詳細は、3-22 ページの送

信する原稿のイメージを確認するを参照してくださ

い。

参考：宛先にグループを使用すれば、１回の操作で最大 500 ケ所の相手先から原稿を受信することができ

ます。暗号通信が登録されている宛先を指定した場合、暗号通信を無効にしてポーリング受信をします。

ファクスキットを 2 台装着しているときに、受信専用ポートが設定されている場合は、受信専用ではない

方のポートから通信を行います。

ポーリング受信を行うためには、相手先があらかじめポーリング送信を準備している必要があります。

（4-49 ページのポーリング送信参照）

参考：相手先が F コードを使用しているときは、次の F コードを使用するポーリング受信のしかたを参照

してください。
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4

5 宛先を選択してください。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定しな

い］ に設定している場合は、番号入力後、［OK］
を押すと番号が確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定する］

に設定している場合は、番号入力後、［OK］ を押

すと確認画面が表示されます。再度ファクス番号

を入力して ［OK］ を押してください。

• 「新規宛先の入力」の設定が ［禁止にする］ に設

定されているときは、テンキーを使って入力でき

ません。詳しくは、4-57 ページのファクス番号の

テンキー入力を禁止するを参照してください。

番号確定後、［新規ファクス］ を押すと、次の

ファクス番号が入力できます。

［編集］ を押すと、入力した番号を変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

6 スタートキーを押してください。受信のための動

作を開始します。

F コードを使用するポーリング受信のしかた

ポーリング受信時に、相手先で設定されている F コード（本機では F コードサブアドレスと F コードパス

ワード）を入力します。相手先が他社機であっても、同様の F コード通信機能を備えていれば通信が可能で

す。

1 ファクスキーを押してください。

2 ［応用 / その他］ → ［フ ァクスポーリング受信］ の

順に押してください。

3 ［設定する］ を押してください。

参考：選択できる宛先は、ファクス番号のみです。

宛先は、テンキー入力、アドレス帳およびワンタッ

チキーを組み合わせて選択することができます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。

重要：相手先に設定されている F コード（F コードサブアドレスと F コードパスワード）をあらかじめ確

認してください。
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4 ［OK］ を押してください。

5 宛先を選択してください。その際に、4-44 ページ

の F コード送信のしかたを参照して、F コードを

入力してください。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定しな

い］ に設定している場合は、番号入力後、［OK］
を押すと番号が確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を ［設定する］

に設定している場合は、番号入力後、［OK］ を押

すと確認画面が表示されます。再度ファクス番号

を入力して ［OK］ を押してください。

• 「新規宛先の入力」の設定が［禁止にする］に設

定されているときは、テンキーを使って入力でき

ません。詳しくは、4-57 ページのファクス番号の

テンキー入力を禁止するを参照してください。

番号確定後、［新規ファクス］ を押すと、次の

ファクス番号が入力できます。

［編集］ を押すと、入力した番号を変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、本体

の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設定を

参照してください。

6 スタートキーを押してください。受信のための動

作を開始します。

ポーリングボックスからの印刷のしかた

ポーリングボックスに保存されている原稿を印刷できます。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［フ ァクスボックス］ → ［ポーリングボックス］

の順に押してください。

参考：選択できる宛先は、ファクス番号のみです。

宛先は、テンキー入力、F コードが登録されている

アドレス帳およびワンタッチキーを組み合わせて選

択することができます。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を ［設定す

る］ に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。
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4

3 リストの中から、チェックボックスを押して原稿

を選択してください。選択した原稿にはチェック

マークがつきます。

4 ［印刷］ を押してください。

5 印刷の確認画面で ［はい］ を押してください。印

刷を開始します。

参考：選択を解除するときは、チェックボックスを

押してチェックマークを消してください。

原稿の画像を確認したいときは、プレビューを参照

することができます。プレビューについては、4-42
ページのプレビューの参照のしかたを参照してくだ

さい。

ポーリングボックス内の一覧の操作については、本

体の使用説明書を参照してください。
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ポーリングボックスからの削除のしかた

ポーリングボックスに保存されている原稿を削除します。

1 4-54 ページのポーリングボックスからの印刷のし

かたの手順 1 ～ 3 を行ってください。

2 ［削除］ を押してください。

3 削除の確認画面で ［はい］ を押してください。原

稿を削除します。

詳細情報の確認 / ファイル名の変更のしかた

ポーリングボックスに保存されている原稿の詳細情報を確認できます。また、ファイル名を変更できます。

1 4-54 ページのポーリングボックスからの印刷のし

かたの手順 1 ～ 3 を行ってください。

2 ［詳細］ を押してください。

3 選択した原稿の詳細情報が表示されます。

参考：ポーリング送信後原稿の削除を ［設定する］ にしている場合は、ポーリング送信後の原稿は自動的

に削除されます。（4-50 ページ参照）
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4

4 確認を終了するときは、［閉じる］ を押してくだ

さい。

プレビューの参照のしかた

ポーリングボックスに保存されている原稿の画像を、タッチパネル上で参照できます。

1 4-54 ページのポーリングボックスからの印刷のし

かたの手順 1 ～ 3 を行ってください。

2 ［プレビュー］ を押してください。プレビュー画

面が表示されます。

プレビュー画面については、4-42 ページのプレ

ビューの参照のしかたを参照してください。

ファクス番号のテンキー入力を禁止する

ファクスを送信するときに、テンキーでの直接入力を禁止することができます。

禁止すると、アドレス帳やワンタッチキーに登録した相手先以外にファクス送信できなくなります。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ → ［新規宛先の入力］ の順に押して

ください。

3 ［禁止する］（テンキーでのファクス番号入力を禁

止する）、または ［許可する］ を選択してくださ

い。

4 ［OK］ を押してください。

項目 説明

文書名 原稿のファイル名

［変更］ を押すと、ファイル名を変更できます。

ページ数 原稿の枚数

解像度 読み込み時の解像度

F コード 設定されている F コードサブアドレス

情報がない場合は項目が表示されません。

日時 原稿が保存された日時
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ファクスの使用状況などを管理する【管理機能】

管理機能は、本機を使用できるユーザーを特定するユーザー管理と部門別の使用量を管理する部門管理に分

かれます。ユーザー管理ではユーザー名とパスワードによって 1,000 人までのユーザーを管理できます。部門

管理では部門コードを入力してから送信や通信予約を行うことによって、1,000 部門までのファクスの使用状

況を各部門ごとに把握することができます。各管理方法については本体の使用説明書を参照してください。

ユーザー管理設定の内容

部門管理設定の内容

部門管理の対象となる通信形態

• 通常送信

• タイマー送信

• 同報送信

• F コード送信

• 暗号送信

• 本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信

• ポーリング受信

• Network FAX 送信 *

• インターネットファクス送信

• 文書ボックスからの送信

* 送信先として、ファクスおよびインターネットファクスを含みます。

項目 内容

ローカルユーザーリスト ユーザーの権限、ユーザー名やパスワードなどを登録します。

ユーザー管理の有効 / 無効 ユーザー管理を有効または無効にします。

参考：詳細は本体の使用説明書を参照してください。

項目 内容

部門リスト 部門名や部門コード（最大 8 桁）を登録します。

部門管理 部門管理を設定します。

ファクス送信制限 ファクスの送信枚数を制限します。使用の禁止や制限をなくすこと

もできます。

ファクスポート制限†

† ファクスキットが 2 台必要です。

使用するポートを制限します。

使用枚数の集計 全部門または部門別に、ファクスの送信ページ数やファクスの送信

に使用した時間を参照しリセットできます。

部門レポートの印刷 全部門で集計された印刷や送信のページ数を印刷できます。

参考：詳細は本体の使用説明書を参照してください。
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使用機能の制限

部門管理を有効にすると、次の操作を行うときには部門コードの入力が必要となります。

• 通常送信

• タイマー送信

• 同報送信

• F コード送信

• ファクスボックスからの印刷

• 暗号送信

• 本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信

• ポーリング受信

• Network FAX 送信 *

• インターネットファクス送信

• 文書ボックスからの送信

* 送信先として、ファクスおよびインターネットファクスを含みます。

部門管理が有効であるとき、一括送信機能は部門コードが同一のものについてのみ働きます。部門コードが

異なる通信は一括送信されません。

通常、発信元記録には自局名称が印刷されますが、部門管理が有効であるときに部門コードを入力して送信

を行った場合は、部門名または自局名称から選択したものが印刷されるように設定できます。設定方法につ

いては、6-5 ページの自局情報の登録を参照してください。

ユーザー管理が有効であるときにログインする

ユーザー管理を有効にすると、本機を使用する際に、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

1 ［ログインユーザー名］ を押してください。

2 ユーザー名を入力して、［OK］ を押してくださ

い。

重要：「接続された電話で電話をかける」、「ファクスボックスの履歴確認」、「通信管理レポート印刷」は、

部門コードや管理者番号の入力なしでも行うことができます。
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�z£��W

VVVVVVVV
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OPQRMDXQ��YZ

ÙQO�

�����������������

参考：文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入

力方法を参照してください。
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3 ［ログインパスワード］ を押してください。

4 パスワードを入力して、［OK］ を押してくださ

い。

5 正しいユーザー名とパスワードが入力されている

ことを確認して、［ログイン］ を押してください。

6 ファクスの操作を行ってください。

部門管理が有効であるときにログインする

部門管理を有効にすると、本機を使用する際に部門コードを入力する必要があります。

1 テンキーで部門コードを入力して、［ログイン］

を押してください。

2 ファクスの操作を行ってください。

ファクス送信された原稿を設定した宛先にも送信する

ユーザーがファクスを送信すると、送信した原稿が管理者の設定した宛先にも送信するように設定できま

す。

参考：操作が終了したら、認証 / ログアウトキーを

押してください。

参考：ユーザー管理と部門管理が両方有効である場合には、ユーザー名とパスワードを入力する画面が表

示されます。

��

N[T�\�ÚÛ�1234, 

VVVVVVVV

DXQ��YZ Ö×�Q

�����������������

参考：部門コードを入力して ［カウンター参照］ を

押すと、その部門が使用した枚数を確認できます。

カウンター参照画面で ［閉じる］ を押すとログイン

します。

参考：操作が終了したら、認証 / ログアウトキーを

押してください。

参考：この機能は、送信機能での設定を行うことで、ファクスにも設定されます。ファクスのみ設定する

ことはできません。

設定方法については、本体の使用説明書を参照してください。
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4

その他の便利な機能

ファクスを送信するときに使用できる便利な機能を紹介します。各機能の使いかたは本体の使用説明書を参

照してください。

原稿サイズを選択する【原稿サイズ】

原稿の読み込みサイズを選択します。不定形サイズの原稿を使用する場合は、必ず原稿サイズを選択してく

ださい。

原稿サイズは、ファクス送信時に選択できます。

送信サイズを選択する【送信サイズ選択】

送信サイズ（送信する画像のサイズ）を選択します。

原稿を縮小または拡大して送信する【縮小 / 拡大】

送信サイズに合わせて、原稿を自動で縮小 / 拡大して読み込むことができます。

サイズの異なる原稿を一緒に送信する【原稿サイズ混載】

原稿送り装置を使用して、サイズの異なる原稿をまとめてセットし、送信できます。この方法で原稿送り装

置にセットできる枚数は、最大 30 枚です。

原稿の種類を選択する【両面 / 見開き原稿】

原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。

参考：原稿を等倍で読み込んだ場合でも、相手機側で設定している用紙サイズによっては縮小されて送信

されることがあります。

参考：ダイレクト送信時は、原稿サイズ混載を使用できません。（3-3 ページの送信方法の選択参照）

原稿 種類 とじ方向

片面のシート原稿 片面原稿 －

両面のシート原稿 両面原稿†

† 原稿送り装置を使用時のみ。

左 / 右とじ、上とじ

雑誌や本などの見開きの原稿 見開き原稿††

†† 原稿ガラスを使用時のみ。

左とじ、右とじ

参考：ダイレクト送信時は、［両面原稿］ と ［見開き原稿］ を使用できません。（3-3 ページの送信方法の

選択参照）

両面のシート原稿を選択しているときは、原稿セット向きの変更ができます。
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原稿の置きかたを決める【原稿セット向き】

原稿を正しく読める向きに送信するため、原稿の上部の向きを指示します。両面／見開き原稿を設定する場

合は、セットした原稿の向きを設定する必要があります。

原稿に合わせて画質を変更する【原稿の画質】

原稿の種類に合わせて、画質を選択することができます。

大量の原稿を一度に送信する【連続読み込み】

原稿の枚数が多く原稿送り装置に一度にセットできないときに、数回に分けて読み込んだ後、一括送信でき

ます。この方法では、［読み込み終了］ を押すまで、原稿を読み込み続けます。

読み込みの途中で、次の機能を変更できます。

• 原稿サイズ選択

• 片面 / 両面選択

• 送信サイズ選択

• 原稿セット向き

• 原稿の画質

• 読み込み濃度

• ファクス送信解像度

• 縮小 / 拡大

• 枠消し

原稿のまわりを消去する【枠消し】

原稿のまわりにできる黒い枠を消去して読み込みます。枠消しには次の方法があります。

項目 詳細

文字＋写真 文字と写真が混在する原稿の場合。

写真 写真原稿の立体感を出す場合。

文字 えんぴつや細線をくっきりと再現する場合。

文字を選択した場合、OCR 画面† が表示されます。OCR アプリケーション

ソフト（画像として取り込んだデータをテキストデータに変換するソフト

ウェア）での読み込みに適した画質にする場合は［使用する］を、しない場

合は［設定しない］を押してください。

† ファクスの送信時は、［文字］ に変更されます。

参考：ダイレクト送信時は片面 / 両面選択のみ変更できません。
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シート枠消し

シート原稿のまわりにできる黒い枠を消します。

ブック枠消し

分厚い本などを読み込む際、本のまわりや中央の黒い

枠を消します。枠消しの幅は、本の周りと中央を別々

に設定できます。

個別枠消し

上下左右の枠消し幅を別々に設定できます。

枠消しの各方法で使用できる枠消し幅は 0 ～ 50 mm
（1 mm 単位）です。

送信が終了したことを通知する【ジョブ終了通知】

送信の完了をメールで知らせる機能です。

送信する原稿の控えを印刷する【送信控え印刷】

送信するとき、送信する原稿の控えを印刷することができます。

送信する原稿の控えを保存する【送信控え保存】

送信するとき、送信する原稿の控えを文書ボックスに保存することができます。
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5 通信結果や登録した内容の確認

この章では、ファクスの通信結果やファクス機能の登録内容を確認する方法を説明します。

• 通信結果や登録した内容を確認する ...5-2

• ファクスジョブの送信 / 受信履歴を確認する ...5-3

• 管理レポートを印刷する ...5-7

• ファクスの受信結果をメールで知らせる ...5-11

• 宛先確認画面について ...5-12
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通信結果や登録した内容を確認する

ファクスの通信結果や登録内容は次の方法で確認できます。

確認方法 表示場所 確認できる内容 確認のタイミング 参照ページ

ファクスジョブの履

歴確認

タッチパネル 最近の送 / 受信およびファク

ス保存 100 件の履歴

任意 5-3 ページ

送信結果レポート /
受信結果レポート

レポートを印刷 直前の送信または受信の結果 送 / 受信のたびに自動印刷

（印刷なし / エラー時のみも選

択可）

5-7 ページ

5-8 ページ

通信管理レポート レポートを印刷 最近の送 / 受信 50 件の結果 任意、および送 / 受信 50 件ご

とに自動印刷（印刷なしも選

択可）

5-8 ページ

ステータスページ レポートを印刷 自局ファクス番号、自局名称、

回線などの登録状況

任意 5-10 ページ

受信結果のメール通

知

コンピューター ファクスの受信 ファクスを受信するとメール

通知

5-11 ページ
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ファクスジョブの送信 / 受信履歴を確認する

最近の送 / 受信それぞれ 100 件までをタッチパネルに表示させ、確認することができます。

ジョブ履歴画面の表示

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 送信結果を確認するときは ［送信ジ ョ ブ］、受信

結果を確認するときは ［印刷ジ ョブ］、ファクス

ボックスおよびポーリングボックスへの保存の結

果を確認するときは ［保存ジ ョ ブ］ を選択し、

［履歴］ を押してください。

3 「ジョブ種類」の ［ ］ を押して「ファクス」ま

たは「i- ファクス」を選択してください。

ジョブ履歴画面の内容

各ジョブ履歴画面で表示される項目と各キーの働きは次のとおりです。

参考：部門管理が有効である場合でも、部門コードに関係なく、送信結果、受信結果それぞれ 100 件が表

示されます。

ジョブの履歴確認についてさらに詳しくは、本体の使用説明書を参照してください。
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印刷ジョブ履歴画面

送信ジョブ履歴画面

表示 / キー 説明

番号 ジョブ受付番号

終了日時 ジョブ終了日時

種類 ジョブの種類を示すアイコン

　ファクス受信

　インターネットファクス受信

ジョブ名 ジョブ名

ユーザー名 ユーザー名

情報がない場合は空欄になります。

結果 結果表示

正常終了：ジョブは正常に終了しました。

中止：ジョブはキャンセルされました。

エラー：ジョブはエラーが発生したため正常に終了できませんでした。

「ジョブ種類」の

［ ］
特定の種類のジョブだけを表示できます。（ここではファクス受信またはイン

ターネットファクス受信）

［詳細］ 詳細情報を表示したいジョブを一覧で選択して、このキーを押してください。

（5-5 ページのジョブ履歴の詳細情報の確認参照）

表示 / キー 説明

番号 ジョブ受付番号

終了日時 ジョブ終了日時

種類 ジョブの種類を示すアイコン

　ファクス送信

　インターネットファクス送信

宛先 送信先（宛先名 / ファクス番号 / インターネットファクスアドレスのいずれか）

ユーザー名 ユーザー名

情報がない場合は空欄になります。

結果 結果表示

正常終了：ジョブは正常に終了しました。

中止：ジョブはキャンセルされました。

エラー：ジョブはエラーが発生したため正常に終了できませんでした。

結果未達：送信を行ったが、相手先から受取信号が送られてきません。

「ジョブ種類」の

［ ］
特定の種類のジョブだけを表示できます。（ここではファクス送信またはイン

ターネットファクス送信）

［詳細］ 詳細情報を表示したいジョブを一覧で選択して、このキーを押してください

（5-5 ページのジョブ履歴の詳細情報の確認参照）。
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保存ジョブ履歴画面

ジョブ履歴の詳細情報の確認

各ジョブ履歴の詳細情報を確認することができます。

ジョブ履歴の詳細情報の表示

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［印刷ジ ョブ］、［送信ジ ョブ］ または ［保存ジ ョ

ブ］ → ［履歴］ の順に押してください。

3 確認するジョブを選択し、［詳細］ を押してくだ

さい。

選択したジョブの詳細情報が表示されます。

4 確認を終了するときは、［閉じる］ を押してくだ

さい。

表示 / キー 説明

番号 ジョブ受付番号

終了日時 ジョブ終了日時

種類 ジョブの種類を示すアイコン

　ファクス受信データの保存

　インターネットファクス受信データの保存

ジョブ名 ジョブ名

ユーザー名 ユーザー名

情報がない場合は空欄になります。

結果 結果表示

正常終了：ジョブは正常に終了しました。

中止：ジョブはキャンセルされました。

エラー：ジョブはエラーが発生したため正常に終了できませんでした。

「ジョブ種類」の

［ ］
特定の種類のジョブだけを表示できます。

［詳細］ 詳細情報を表示したいジョブを一覧で選択して、このキーを押してください

（5-5 ページのジョブ履歴の詳細情報の確認参照）。

参考：ポーリングボックスへ保存したジョブの種類はスキャナー（ ）になります。
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参考：［ ］ または ［ ］ を押して、次 / 前のペー

ジの情報を確認できます。
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詳細画面の内容

項目 説明

ジョブ番号 ジョブ受付番号

結果（結果 / 宛先） 結果表示

正常終了：ジョブは正常に終了しました。

中止：ジョブはキャンセルされました。

エラー：ジョブはエラーが発生したため正常に終了できませんでした。

［詳細］ を押すと、送信先ごとの結果を確認できます。

ジョブ種類 ジョブの種類

宛先数 送信先件数を表示します。

ユーザー名 ユーザー名

情報がない場合は空欄になります。

ジョブ名 ジョブ名

受付時刻 ジョブの受付時刻

終了時刻 ジョブの終了時刻

原稿ページ数 原稿の枚数

カラー / 白黒 原稿読み込み時のカラーモード

通信先 相手機に登録されている自局名または自局ファクス番号（ファクス受信、

手動受信の場合）

i- ファクスの差出人アドレス（i- ファクス受信の場合）

情報がない場合は空欄になります。

印刷ページ数 印刷の枚数
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管理レポートを印刷する

さまざまな管理レポートを印刷して、通信結果やファクス機能の設定状況などを確認することができます。

送信結果レポート

送信するごとにレポートを印刷させて、正常に送信されたかを確認することができます。また、送信結果レ

ポートに送信した画像を印刷できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポート］ →「結果通知設定」の ［次へ］ →

「送信結果レポート」の ［次へ］ →「ファクス」

の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定しない］（常に印刷しない）、［設定する］

（常に印刷する）、または ［エラー時のみ］ を選択

してください。

［設定する］ または ［エラー時のみ］ を選択した

場合は、送信画像の添付について、［設定しない］

（送信画像を印刷しない）、［一部を添付］（送信画

像を等倍で印刷する）または ［全体を添付］（送

信画像の全体を印刷する）を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

送信前に中止されたジョブのレポート

送信を開始する前にジョブを中止したときに、送信結果レポートを印刷します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポート］ →「結果通知設定」の ［次へ］ →

「送信結果レポート」の [ 次へ ] →「送信前の中止

レポート」の [ 変更 ] の順に押してください。

3 [設定しない ]または[設定する ]を押してください。

4 [OK] を押してください。
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送信画像あり 送信画像なし



通信結果や登録した内容の確認

5-8

受信結果レポート

受信するごとにレポートを印刷させて、正常に受信できたかを確認することができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポート］ →「結果通知設定」の ［次へ］ →

「ファクス受信結果通知」の ［変更］ の順に押し

てください。

3 ［設定しない］（常に印刷しない）、［設定する］

（常に印刷する）、または ［エラー / ボックス保存

のみ］ を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

通信管理レポート

通信管理レポートには、ファクス発信管理レポートとファクス着信管理レポートがあり、それぞれ最近の発

信または着信 50 件の情報を確認できます。自動印刷にすると、発信 50 件または着信 50 件ごとに、自動的

にレポートが印刷されます。

通信管理レポートの印刷

最近の発信または着信 50 件の情報をレポートにして印刷します。

1 状況確認 / ジ ョ ブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ →「ファクス」の ［通信履歴］

の順に押してください。

3 ファクス発信管理レポートを印刷する場合は ［発

信］ を、ファクス着信管理レポートを印刷する場

合は ［着信］ を押してください。

参考：受信結果レポートの代わりに、受信をメールで通知するように変更できます。（5-11 ページのファ

クスの受信結果をメールで知らせる参照）
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5

4 ［レポート印刷］ を押してください。

5 印刷の確認画面で ［はい］ を押してください。レ

ポートが印刷されます。

自動印刷

発信 50 件または着信 50 件ごとに、自動的に通信管理レポートが印刷されます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポート］ →「管理レポート設定」の ［次へ］

→「ファクス発信レポート」または「ファクス着

信レポート」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定しない］（印刷しない）または ［設定する］

（印刷する）を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。
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参考：表示されているファクスジョブを選択して、

［詳細］ を押すと、各ジョブの詳細情報を確認でき

ます。
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ステータスページ

ステータスページには、ユーザーが本機に設定したさまざまな項目が記載されています。ファクス関連で

は、自局ファクス番号、自局名、回線設定などがあります。必要に応じて印刷してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポート］ →「レポート印刷」の ［次へ］ →

「ステータスページ」の ［印刷］ の順に押してく

ださい。

3 印刷の確認画面で ［はい］ を押してください。ス

テータスページが印刷されます。
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ファクスの受信結果をメールで知らせる

ファクスを受信したときに、受信結果レポートを印刷

する代わりに、メールで知らせることができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポート］ →「結果通知設定」の ［次へ］ →

「受信結果通知方法」の ［変更］ の順に押してく

ださい。

3 送信先をアドレス帳から選択するときは、［メー

ルアドレス帳］ を押して、［アドレス帳］ を押し

てください。

メールの送信先を指定して、［OK］ を押してくだ

さい。

アドレスを直接入力する場合は、［メールアドレ

ス入力］ を押して、［メールアドレス］ を押して

ください。

メールアドレスを入力して、［OK］ を押してくだ

さい。128 文字まで入力できます。

4 ［OK］ を押してください。

参考：この設定は、「ファクス受信結果通知」が

［設定する］ または ［エラー / ボックス保存のみ］

であるときに表示されます。詳しくは、5-8 ページ

の受信結果レポートを参照してください。

メール通知は、「ファクス受信結果通知」の設定に

したがって実行されます。「ファクス受信結果通知」

が ［設定する］ の場合は毎回メール通知されます。

［エラー / ボックス保存のみ］ の場合は、エラーが

起こったとき、または受信原稿がファクスボックス

に転送されたときのみメール通知されます。

参考：アドレス帳で送信先を選択する手順は、3-15
ページの宛先をアドレス帳から選ぶを参照してくだ

さい。

参考：文字の入力方法は、付録 -2 ページの文字の

入力方法を参照してください。
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宛先確認画面について

送信前の宛先確認画面の設定を ［設定する］ に設定している場合は、スタートキーを押すと、宛先を確認す

るための宛先確認画面が表示されます。詳しくは、本体の使用説明書の送信前の宛先確認画面の設定を参照

してください。

宛先確認画面の操作手順は、次のとおりです。

1 ［ ］ または ［ ］ を押して、すべての送り先を

確認してください。

［詳細］ を押すと、選択した送り先の詳しい情報

が参照できます。

送り先を削除するときは、削除する送り先を選択

して ［削除］ を押してください。削除の確認画面

で ［はい］ を押すと送り先が削除されます。

送り先を追加するときは、［キャンセル］ を押し

て元の画面に戻ってください。

2 ［確認完了］ を押してください。

3 スタートキーを押してください。送信が開始され

ます。
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参考：必ずすべての送り先をタッチパネルに表示し

て確認してください。すべての送り先を表示しない

と ［確認完了］ キーは機能しません。
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6 各種設定と登録

この章では、各種の設定や登録のしかたについて説明します。

• 電話回線の種類を選択する ...6-2

• 送信したファクスに印刷される発信元記録を設定する ...6-3

• 発信元の情報を設定する ...6-4

• ファクスと電話を自動で切り替える【ファクス / 電話自動切替受信】...6-7

• ファクスと留守番電話を自動で切り替える【ファクス / 留守番電話自動切替受信】...6-9

• 呼び出しベルの回数を変更する【ベル回数】...6-11

• スピーカーの音量を調整する【音量調整】...6-12

• リダイヤルする回数を変更する【リダイヤル回数】...6-13

• 利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】...6-14

• 受信した日時や情報などを印刷する【受信日時記録】...6-15

• 使用する用紙の種類を限定する【受信用紙種類】...6-16

• 手差しトレイの使用 / 不使用を選択する【手差しトレイ受信】...6-18

• ファクス通信網を使用して受信する【F ネット無鳴動受信】...6-19

• 1 回線で電話とファクスを使い分ける【ダイヤルイン】...6-20

• 通信する相手先を限定する【送受信制限】...6-21

• 原稿を暗号化して安全に通信する【暗号通信】...6-29

• 用紙サイズより大きい原稿を縮小して受信する【縮小受信】...6-34

• 幅が同じ原稿を受信したときは両面に印刷する【両面受信】...6-35

• 2 枚の原稿を 1 枚にまとめて受信する【2in1 受信】...6-36

• サービスセンターからの通信で本機を診断する【リモート診断】...6-37

• 時間を指定してファクスの印刷を禁止する【使用禁止時間】...6-38

• 排紙先を設定する【排紙先】...6-39
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電話回線の種類を選択する

契約している電話回線の種類を選択してください。この選択を誤ると、ファクスの送信ができませんのでご

注意ください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「回線設定 ( ポート 1)」また

は「回線設定 ( ポート 2)」の ［変更］ の順に押し

てください。

3 契約している電話回線の種類に合わせて、［プッ

シュ回線 （DTMF）］、［ダイヤル回線 （10PPS）］
または ［ダイヤル回線 （20PPS）］ を押してくだ

さい。

4 ［OK］ を押してください。

参考：ファクスキットを 2 台装着して電話回線を 2 回線使用する場合は、それぞれの回線の種類を選択し

てください。
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送信したファクスに印刷される発信元記録を設定する

発信元記録とは、相手先で受信したファクスに印刷されるこちら側（発信元）の情報のことで、送信日時や

送信ページ数、名前、ファクス番号、インターネットファクスアドレスなどがあります。本機では、発信元

記録を受信側で印刷させるかどうかを選択することができます。印刷させる場合の位置も、送信ページ画像

の内側、外側を選択できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「発信元記録」の ［変更］ の

順に押してください。

3 印刷させるときはその位置を、印刷させないとき

は ［設定しない］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：発信元記録は、ファクス送信とインターネットファクス送信で同一の設定です。

通常、発信元記録には自局名称が印刷されますが、部門管理が有効であるときに部門コードを入力して送

信を行った場合は、部門名または自局名称から選択したものが印刷されるように設定できます。設定方法

については、6-5 ページの自局情報の登録を参照してください。
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発信元の情報を設定する

発信元記録に印刷される名前（自局名）とファクス番号や、ファクス ID（自局情報）を登録します。発信元

の情報を登録すると、受信側ではどこから送られてきた原稿なのかを容易に知ることができます。

名前（自局名）の登録

発信元記録に印刷する発信元の名前を登録します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「自局名登録（ポート 1）」
または「自局名登録（ポート 2）」の ［次へ］ →

「自局名登録」の ［変更］ の順に押してください。

入力画面が表示されます。

3 登録する自局名を入力してください。32 文字まで

入力できます。

4 ［OK］ を押してください。

5 「自局名登録（フリガナ）」の ［変更］ を押してく

ださい。

入力画面が表示されます。

6 登録する自局名のフリガナを入力してください。

半角カタカナおよび半角英数で 32 文字まで入力

できます。

7 ［OK］ を押してください。

参考：ファクスキットを 2 台装着して電話回線を 2 回線使用する場合は、2 回線分の自局名を登録できま

す。ただし、登録できるファクス ID は 1 つだけです。

登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってください。

参考：「自局名登録（ポート 1）」で設定した内容

は、インターネット FAX に反映されます。
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参考：文字の入力方法は、付録 -2 ページの文字の

入力方法を参照してください。

参考：文字の入力方法は、付録 -2 ページの文字の

入力方法を参照してください。
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自局情報の登録

発信元記録に印刷する発信元の自局情報（自局ファクス番号）を登録します。自局ファクス ID は送受信制

限で使用します。（6-21 ページの通信する相手先を限定する【送受信制限】参照）

また、自局情報に部門名や部門コードを設定することができます。

部門名や部門コードの登録方法については、本体の使用説明書を参照してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ の順に押してください。

自局ファクス番号を登録するときは次の手順に、

自局ファクス ID を登録するときは手順 6 に進ん

でください。

自局ファクス番号登録

3 「自局ファクス番号 1」または「自局ファクス番号

2」の ［変更］ を押してください。

すでに登録されている場合は、現在の登録番号が

表示されます。

4 テンキーを使って、登録する自局ファクス番号を

入力してください。

• 20 桁まで入力できます。

• ［スペース］ を押すと、半角スペースが入力され

ます。

• ［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動し

ます。

• ［バックスペース］ を押すと、カーソルの前の 1
文字が削除されます。

5 ［OK］ を押してください。

自局ファクス ID 登録

6 「自局ファクス ID」の ［変更］ を押してください。

入力画面が表示されます。

参考：ファクスキットを 2 台装着して電話回線を 2 回線使用する場合は、2 回線分の自局ファクス番号が

登録できます。ただし、登録できる自局ファクス ID は 1 つだけです。

登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってください。
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7 ［＋］、［－］ またはテンキーを押して、登録する

自局ファクス ID の番号を 4 桁で入力してくださ

い。

8 ［OK］ を押してください。

9 ［閉じる］ を押してください。

部門名使用の設定

10「基本設定」の ［次へ］ →「自局名に部門名を使

用」の ［変更］ の順に押してください。

11 自局名に部門名を使用するときは ［設定する］

を、自局名称を使用する場合は ［設定しない］ を

押してください。

12 ［OK］ を押してください。
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ファクスと電話を自動で切り替える【ファクス / 電話自動切替受信】

1 回線で電話とファクスの両方を使用するときに便利な受信方法です。ファクス原稿が送られてくれば自動

的に受信し、相手先が電話のときは本機で呼び出し音が鳴り、応答を促します。

受信の流れ

重要：ファクス / 電話自動切替受信するためには、本機にオプションのハンドセットまたは電話機（市販

品）を接続することが必要です。

電話機で呼び出し音が設定回数分鳴った後は、受信側が応答しない場合でも発信側に電話料金がかかりま

す。

ファクス ファクス 電話

相手先が自動送信で原稿を

送ってきた場合

相手先が手動送信で原稿を

送ってきた場合

相手先が電話のとき

呼び出し音を鳴らさず着信します。（この時点から通話料金の対象になります）

2 回呼び出し音を鳴らします。（相手先のみ聞こえます）

相手先からの原稿を自動的に

受信（自動受信）します。

呼び出し音を鳴らします。（双方に聞こえます）

ハンドセット（オプション）または外付け電話機の受話器をと

ると会話ができます。

会話後、ファクスを受信する

ことができます。

参考：会話終了後に手動で受信することもできます。（4-15 ページの送られてきたファクスを手動で受信

する【手動受信】参照）
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受信の操作

6-14 ページの利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】を参照して、［自動 （ファクス / 電
話）］ を選択してください。

1 まず接続された電話機（またはオプションのハン

ドセット）で呼び出し音が鳴ります。ただし、呼

び出し音が鳴る回数（ファクス / 電話自動切替

用）が「0」に設定されている場合は呼び出し音

が鳴りません。

2 相手先が電話のとき

1 本機で呼び出し音が鳴り、応答を促します。

30 秒間以内に電話の受話器を上げてくださ

い。

2 会話をしてください。

相手先がファクスのとき

ファクスの受信を開始します。

参考：呼び出し音が鳴る回数は変更することができ

ます。（6-11 ページの呼び出しベルの回数を変更す

る【ベル回数】参照）

参考：30 秒間以内に受話器を上げない場合、

ファクスの受信に切り替わります。

参考：会話終了後に手動で受信することもでき

ます。（4-15 ページの送られてきたファクスを

手動で受信する【手動受信】参照）
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ファクスと留守番電話を自動で切り替える【ファクス / 留守番電話自動切替
受信】

留守番電話機とファクスを併用するときに便利な方法です。ファクス原稿が送られてくれば自動的に受信

し、相手先が電話のときは接続された留守番電話機の機能にしたがうため、不在の場合には相手先からの

メッセージを留守番電話に残すことができます。

受信の流れ

重要：ファクス / 留守番電話自動切替受信機能の使用時、相手先からの電話がつながってから、1 分間経

過するまでの間に 30 秒以上無音状態が続くと、本機の無音検出機能が働き、ファクス受信に切り替わり

ます。

参考：ファクス / 留守番電話自動切替受信をするためには、本機に留守番機能付電話機（市販品）を接続

することが必要です。

応答メッセージ等は、各留守番電話機の使用説明書を参照してください。

本機の呼び出しベルの回数は、留守番電話の呼び出しベルの回数よりも多くしてください。（6-11 ページ

の呼び出しベルの回数を変更する【ベル回数】を参照）

ファクス ファクス 電話

相手先が自動送信で原稿を

送ってきた場合

相手先が手動送信で原稿を

送ってきた場合

相手先が電話のとき

相手先からの原稿を自動的に

ファクス受信（自動受信）し

ます。

留守番電話機が留守であるメッセージを流します。

留守番電話機がメッセージを録音します。

相手先が原稿の送信を開始す

ると送られてきた原稿を受信

します。
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受信の操作

6-14 ページの利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】を参照して、［自動 （留守番電

話）］ を選択してください。

1 接続された電話機で設定された回数の呼び出し音

が鳴ります。

2 留守番電話機が応答します。

相手先は電話だが不在のとき

留守番電話機から応答メッセージが流れ、用件の

録音を開始します。

相手先がファクスのとき

ファクスの受信を開始します。

参考：電話機で呼び出し音が鳴っているときに受話

器を上げた場合は、手動受信のときと同じ状態にな

ります。（4-15 ページの送られてきたファクスを手

動で受信する【手動受信】参照）

参考：録音中に無音状態が 30 秒間続くとファ

クスの受信に切り替わります。
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呼び出しベルの回数を変更する【ベル回数】

相手先からの呼び出しに応答するまでのベル回数を、必要に応じて変更することができます。ベル回数は、

本機の受信方式のうち、ファクス専用自動受信、ファクス / 留守番電話自動切替受信、ファクス / 電話自動

切替受信について、それぞれ変更できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ の順に押し、ベル回数を切り替

えたい受信方式の ［変更］ を押してください。

3 ［＋］、［－］ またはテンキーを押して、ベル回数

を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：ファクス専用自動受信、ファクス / 留守番電話自動切替受信のベル回数は 1 ～ 15 回まで、ファクス /
電話自動切替受信のベル回数は 0 ～ 15 回までの間で変更できます。
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スピーカーの音量を調整する【音量調整】

本機のモニター音、スピーカー音のボリュームを調整できます。

スピーカー音量：オンフックで電話したときや、相手先の音声とプッシュ回線の信号音を確認したいとき

に、スピーカー音量を調整してください。

モニター音量：FAX 通信中の信号音を確認したいときに、モニター音量を調整してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通設定］ →「音設定」の ［次へ］ →「ファク

ススピーカー音量」または「ファクスモニター音

量」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［1］（小）、［2］、［3］（中）、［4］、［5］（大）また

は ［0］（消音）を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。
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リダイヤルする回数を変更する【リダイヤル回数】

自動的にリダイヤルする回数を変更できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「リダイヤル回数」の ［変

更］ の順に押してください。

3 ［＋］、［－］ またはテンキーを押して、リダイヤ

ルの回数を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：リダイヤル回数は 0 ～ 14 回までの間で設定できます。リダイヤルについては、3-21 ページの同じ

相手に再送信する（リダイヤル）を参照してください。
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利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】

本機の受信方式には次の 4 種類があります。

• ファクス専用自動受信 ［自動 （普通）］

• ファクス / 電話自動切替受信 ［自動 （ファクス / 電話）］（6-7 ページ参照）

• ファクス / 留守番電話自動切替受信 ［自動 （留守番電話）］（6-9 ページ参照）

• 手動受信 ［手動］（4-15 ページ参照）

本機の使用状況に合わせて、受信方式を選択してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「受信方式」の ［変更］ の順

に押してください。

3 切り替えたい受信方式を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。
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受信した日時や情報などを印刷する【受信日時記録】

受信日時記録は、ファクスが印刷されるときに、受信した日時、相手先の情報、ページ数を本機側で付加

し、各ページの先頭に印刷する機能です。時差がある地域から送られてきた原稿を、いつこちらが受信した

か確認できて便利です。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「受信日時記録」の ［変更］

の順に押してください。

3 ［設定する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：受信データが複数ページに分割されるときは、最初の 1 ページに受信日時記録が印刷され、次の

ページ以降には印刷されません。

メモリー転送時に、転送された受信データには、受信日時記録は付加されません。
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使用する用紙の種類を限定する【受信用紙種類】

ファクスが印刷されるときに使用する用紙を、用紙の種類で限定できます。

選択できる用紙種類：全用紙種類、普通紙、薄紙、ラベル紙、再生紙、ボンド紙、はがき、カラー紙、封

筒、厚紙、加工紙、上質紙、カスタム 1 ～ 8

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「用紙種類」の ［変更］ の順

に押してください。

3 用紙種類を選択してください。用紙種類を指定し

ない場合は ［全用紙種類］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

ファクス受信出力をするカセットを設定する

用紙種類を限定することで、用紙種類を設定した該当のカセットからファクス受信が可能となります。ま

た、設定された用紙サイズで自動的に縮小されます。詳細は、6-34 ページの用紙サイズより大きい原稿を縮

小して受信する【縮小受信】を参照してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通設定］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →

「カセット設定」の ［次へ］ の順に押してくださ

い。

3 「カセット設定」で、［カセッ ト 1］ ～ ［カセッ ト

4］ のいずれかを選択して ［次へ］ を押し、「用紙

サイズ」の ［変更］ を押してください。

参考：用紙種類のカスタム 1 ～ 8 については、本体の使用説明書を参照してください。
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参考 ： ［カセッ ト 3］ ~ ［カセッ ト 4］ は、オプショ

ンのペーパーフィーダー装着時のみ表示されます。
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6

4 ［自動］ を押して、［A 系 /B 系］ を選択してくだ

さい。

5 ［OK］を押してください。前画面に戻ります。

6 「用紙種類」の ［変更］ を押して、用紙種類を選

択し、［OK］を押してください。前画面に戻りま

す。

7 ［閉じる］ を押して、システムメニューの初期画

面に戻ってください。
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手差しトレイの使用 / 不使用を選択する【手差しトレイ受信】

ファクスが印刷されるときに、手差しトレイを使用するかどうか選択できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「手差し」の ［変更］ の順に

押してください。

3 ［使用しない］ または ［使用する］ を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。
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ファクス通信網を使用して受信する【F ネット無鳴動受信】

NTT が提供するファクス通信網（F ネット）に接続してファクス通信をする場合は、「F ネット無鳴動受信」

を ［使用する］ にしてください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「F ネット無鳴動受信」の

［変更］ の順に押してください。

3 ［設定しない］ または ［設定する］ を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。
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1 回線で電話とファクスを使い分ける【ダイヤルイン】

NTT のダイヤルインサービスを利用することにより、1 回線で電話とファクスとの併用を可能にする機能で

す。

ダイヤルインサービスでは、契約時に NTT から電話用とファクス用の 2 つの番号が与えられます。相手先に

対して、電話用とファクス用にそれぞれ別の番号を伝えておけば、相手側では、電話をかけるときは電話用

の番号を使い、ファクスを送るときはファクス用の番号を使います。

本機側では、それらの番号を事前に電話用とファクス用に登録しておくため、電話かファクスかを区別して

受信することができます。

受信の流れ

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「ダイヤルイン」の ［変更］

の順に押してください。

3 ［設定する］ を選択し、電話番号として使用する

番号をテンキーで入力してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：ダイヤルインサービスのサービス内容や契約方法については、NTT の営業窓口にお問い合せくださ

い。また、サービスをお受けになるときは、ダイヤルイン番号を 4 桁の任意の数字でお申し込みください。

ファクス / 電話自動切替受信やファクス / 留守番電話自動切替受信との併用はできません。

電話を受けるためには、オプションのハンドセットあるいは併用電話機（市販品）を接続することが必要

です。

ファクス 電話

相手先がファクス用の番号にかけ

てきた場合

相手先が電話用の番号にかけてき

た場合

NTT　

ファクス用の番号にダイヤルさ

れ、相手先からの原稿を自動的に

受信します。（本機は自動受信

モードの状態になります）

電話用の番号にダイヤルされ、オ

プションのハンドセット、または

外付けの電話機の呼び出し音が鳴

ります。（本機は手動受信モード

の状態になります）
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通信する相手先を限定する【送受信制限】

通信条件を満たすときだけ送 / 受信を可能にする機能です。この機能を使うと、通信する相手先を限定する

ことができます。

具体的には、あらかじめ通信条件（許可ファクス番号 / 許可 ID 番号）を登録し、送受信制限を設定しておき

ます。送 / 受信時は、この機能についての特別な操作の必要はなく、通常の操作を行います。そして、実際

に送 / 受信が開始されたとき、通信条件を満たす送 / 受信は正常に行われますが、条件を満たさない送 / 受信

はエラーとなります。また、受信制限を ［拒否リス ト］ に設定すると、拒否ファクス番号に登録した相手先

と自局ファクス番号を登録していない相手先からの受信を拒否することができます。

参考：送受信制限は、下記の前提条件、通信成立条件、および受信拒否条件をよくお読みになり、送信や

受信を可能にする相手先とあらかじめよく打ち合わせた上で行うようにしてください。

前提条件 通信成立条件

送信制限 • 許可ファクス番号または許可 ID 番号を登録

する。†（6-22 ページの許可ファクス番号の登

録のしかた、または 6-26 ページの許可 ID 番

号の登録のしかた参照）

• 送信制限設定で、送信制限を ［アドレス帳 +
許可リスト］ に設定する。（6-28 ページの送

信制限設定のしかた参照）

• 相手先で自局ファクス番号または自局ファク

ス ID を登録する。

• 相手先の自局ファクス番号と本機に登録され

ている許可ファクス番号が一致する。

• 相手先の自局ファクス ID と本機に登録され

ている許可 ID 番号が一致する。

• アドレス帳、ワンタッチキーを使ってダイヤ

ルした場合、ダイヤルした番号の下 4 桁と相

手先の自局ファクス番号の下 4 桁が一致す

る。（手動送信時を除く）

受信制限 • 許可ファクス番号または許可 ID 番号を登録

する。††（6-22 ページの許可ファクス番号の登

録のしかた、または 6-26 ページの許可 ID 番

号の登録のしかた参照）

• 受信制限設定で、受信制限を ［アドレス帳 +
許可リスト］ に設定する。（6-28 ページの受

信制限設定のしかた参照）

• 相手先で自局ファクス番号または自局ファク

ス ID を登録する。

• 相手先の自局ファクス番号と本機に登録され

ている許可ファクス番号が一致する。

• 相手先の自局ファクス ID と本機に登録され

ている許可 ID 番号が一致する。

• 相手先の自局ファクス番号の下 4 桁と一致す

るファクス番号が、本機のアドレス帳に登録

されている。

† 許可ファクス番号と許可 ID 番号の両方が未登録の場合は、送信制限しません。

†† 許可ファクス番号と許可 ID 番号の両方が未登録の場合は、受信制限しません。

前提条件 受信拒否条件

受信拒否 • 拒否ファクス番号を登録する。†（6-24 ページ

の拒否ファクス番号の登録のしかた参照）

• 受信制限設定で、受信制限を ［拒否リスト］

に設定する。（6-28 ページの受信制限設定の

しかた参照）

• 相手先が自局ファクス番号を登録していな

い。

• 相手先の自局ファクス番号と本機に登録され

ている拒否ファクス番号が一致する。

† 拒否ファクス番号を登録していない場合、自局ファクス番号（実際の回線番号ではなく、ファクスの自局登録情報

を指します。）を登録していない相手先のみ拒否します。
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許可ファクス番号の登録のしかた

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「通信制限設定」の ［次へ］ →

「通信許可番号リスト」の ［登録 / 編集］ の順に

押してください。

3 ［新規登録］ を押してください。

4 テンキーを使って許可ファクス番号を入力してく

ださい。20 桁まで入力できます。

5 ［OK］ を押してください。

6 その他の許可ファクス番号を登録するときは手順

3 ～ 5 を繰り返してください。

7 ［閉じる］ を押してください。

参考：最大 50 個の許可ファクス番号を登録することができます。
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参考：［ポーズ］ を押すと、番号の間にポーズ（-）
が入力されます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力されま

す。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動しま

す。

［バッ クスペース］ を押すと、カーソルの前の一文

字が削除されます。
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6

許可ファクス番号の変更 / 削除のしかた

1 6-22 ページの許可ファクス番号の登録のしかたの

手順 1 ～ 2 を行ってください。

2 変更または削除する許可ファクス番号を選択して

ください。

変更するときは手順 3 に、削除するときは手順 6
に進んでください。

3 ［詳細］ を押してください。

4 テンキーを使って許可ファクス番号を入力しなお

してください。20 桁まで入力できます。

5 ［OK］ を押してください。変更の確認画面で ［は

い］ を押してください。手順 7 に進んでくださ

い。

6 ［削除］ を押してください。削除の確認画面で

［はい］ を押してください。

7 その他の許可ファクス番号を変更や削除するとき

は手順 2 ～ 6 を繰り返してください。

8 ［閉じる］ を押してください。
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参考：［ポーズ］ を押すと、番号の間にポーズ（-）
が入力されます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力されま

す。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動しま

す。

［バッ クスペース］ を押すと、カーソルの前の一文

字が削除されます。
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拒否ファクス番号の登録のしかた

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「通信制限設定」の ［次へ］ →

「通信拒否番号リスト」の ［登録 / 編集］ の順に

押してください。

3 ［新規登録］ を押してください。

4 テンキーを使って拒否ファクス番号を入力してく

ださい。20 桁まで入力できます。

5 ［OK］ を押してください。

6 その他の拒否ファクス番号を登録するときは手順

3 ～ 5 を繰り返してください。

7 ［閉じる］ を押してください。

参考：最大 50 個の拒否ファクス番号を登録することができます。
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参考：［ポーズ］ を押すと、番号の間にポーズ（-）
が入力されます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力されま

す。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動しま

す。

［バッ クスペース］ を押すと、カーソルの前の一文

字が削除されます。
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6

拒否ファクス番号の変更 / 削除のしかた

1 6-24 ページの拒否ファクス番号の登録のしかたの

手順 1 ～ 2 を行ってください。

2 変更または削除する拒否ファクス番号を選択して

ください。

変更するときは手順 3 に、削除するときは手順 6
に進んでください。

3 ［詳細］ を押してください。

4 テンキーを使って拒否ファクス番号を入力しなお

してください。20 桁まで入力できます。

5 ［OK］ を押してください。変更の確認画面で ［は

い］ を押してください。手順 7 に進んでくださ

い。

6 ［削除］ を押してください。削除の確認画面で

［はい］ を押してください。

7 その他の拒否ファクス番号を変更や削除するとき

は、手順 2 ～ 6 を繰り返してください。

8 ［閉じる］ を押してください。
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参考：［ポーズ］ を押すと、番号の間にポーズ（-）
が入力されます。

［スペース］ を押すと、半角スペースが入力されま

す。

［ ］ または ［ ］ を押すと、カーソルが移動しま

す。

［バッ クスペース］ を押すと、カーソルの前の一文

字が削除されます。
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許可 ID 番号の登録のしかた

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「通信制限設定」の ［次へ］ →

「通信許可 ID リスト」の ［登録 / 編集］ の順に押

してください。

3 ［新規登録］ を押してください。

4 ［＋］、［－］ またはテンキーで、許可 ID 番号

（0000 ～ 9999）を入力してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 その他の許可ID番号を登録するときは手順3～5を
繰り返してください。

7 ［閉じる］ を押してください。

参考：最大 25 個の許可 ID 番号を登録することができます。
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参考：クリアキーを押すと、入力前の番号に戻りま

す。
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6

許可 ID 番号の変更 / 削除のしかた

1 6-26 ページの許可 ID番号の登録のしかたの手順 1
～ 2 を行ってください。

2 変更または削除する許可ID番号を選択してくださ

い。

変更するときは手順 3 に、削除するときは手順 6
に進んでください。

3 ［詳細］ を押してください。

4 ［＋］、［－］ またはテンキーで許可 ID 番号（0000
～ 9999）を入力しなおしてください。

5 ［OK］ を押してください。変更の確認画面で ［は

い］ を押してください。手順 7 に進んでくださ

い。

6 ［削除］ を押してください。削除の確認画面で

［はい］ を押してください。

7 その他の許可 ID 番号を変更や削除するときは、手

順 2 ～ 6 を繰り返してください。

8 ［閉じる］ を押してください。
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参考：クリアキーを押すと、入力前の番号に戻りま

す。
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送信制限設定のしかた

送信する相手先を、許可ファクス番号と許可 ID 番号に登録されている相手先、およびアドレス帳に登録さ

れている相手先だけに制限できます。送信制限を変更する場合は次の手順で行ってください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「通信制限設定」の ［次へ］ →

「送信制限」の ［変更］ の順に押してください。

3 送信制限を行わない場合は、［制限しない］ を押

してください。許可ファクス番号と許可 ID 番号

に登録されている相手先、およびアドレス帳に登

録されている相手先だけに制限するときは、［許

可リス ト＋アドレス帳］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

受信制限設定のしかた

受信する相手先を、許可ファクス番号と許可 ID 番号に登録されている相手先、およびアドレス帳に登録さ

れている相手先だけに制限できます。また、受信制限を ［拒否リス ト］ に設定すると、拒否ファクス番号に

登録した相手先と自局ファクス番号を登録していない相手先からの受信を拒否することができます。受信制

限を変更する場合は次の手順で行ってください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「通信制限設定」の ［次へ］ →

「受信制限」の ［変更］ の順に押してください。

3 受信制限を行わない場合は、［制限しない］ を押

してください。許可ファクス番号と許可 ID 番号

に登録されている相手先、およびアドレス帳に登

録されている相手先だけに制限するときは、［許

可リス ト＋アドレス帳］ を押してください。拒否

ファクス番号に登録した相手先からの受信を拒否

するときは、［拒否リスト］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

番号不明受信の処理

受信制限が ［拒否リス ト］ に設定されているとき、ファクス番号を通知してこない相手先からの受信を許可

するか、拒否するか設定できます。ファクス番号を通知してこない相手先から、受信制限を変更する場合は

次の手順で行ってください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ → 「通信制限設定」の ［次へ］ → 
「番号不明受信の処理」の ［変更］ の順に押して

ください。

3 受信を許可する場合は ［許可する］ を押してくだ

さい。受信を拒否するときは ［拒否する］ を押し

てください。

4 ［OK］ を押してください。
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6

原稿を暗号化して安全に通信する【暗号通信】

送信側で原稿を暗号化して通信する方法です。したがって、通信途中にある送信原稿を第 3 者が何らかの方

法により盗み見ようとした場合でも、本当の原稿の内容を知ることはできません。送られた原稿は受信側で

元の原稿に戻して（平文化されて）印刷されます。第 3 者には絶対に知られてはならないような極秘の機密

文書などを送る際に非常に有効な通信方法です。

暗号通信では、原稿の暗号化、平文化を行うために、送信側と受信側で同じ 16 桁の暗号鍵を使用しますが、

その暗号鍵が送信側と受信側で合致しない場合、暗号通信は成立しません。したがって、送信側と受信側で

あらかじめ取り決めを行い、両者で同じ暗号鍵を 2 桁の鍵番号と一緒に登録しておく必要があります。

送信・受信側での設定内容

重要：暗号通信を行うためには、相手機が同方式の暗号通信機能を備えた弊社機であることが必要です。

設定内容 送信側 受信側 参照ページ

暗号鍵番号 （A）2 桁 （B）2 桁 6-30 ページ

暗号鍵 （C）16 桁 （C）16 桁 6-30 ページ

アドレス帳（または直

接ダイヤル入力時）の

鍵番号

（A）2 桁 6-30 ページ

送信先暗号ボックス番

号†

† 本機で受信する場合は、暗号ボックスを使用しません。

（D）4 桁 6-32 ページ

暗号ボックス番号 † （D）4 桁 －

受信設定での鍵番号 （B）2 桁 6-33 ページ

参考：上記表中のアルファベットが同じものは同じ文字列を設定してください。例えば、暗号鍵（C）は

送信、受信側で同じ文字列です。
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暗号鍵の登録のしかた

暗号鍵は、送信側では暗号通信用として使用するアドレス帳を登録する（または直接テンキーで相手先を入

力する）ときに、受信側では暗号受信設定をするときに必要になります。

暗号鍵の作成には、0 ～ 9 までの数字とアルファベットの A ～ F の文字を使用し、それらを任意に 16 個な

らべたものが暗号鍵となります。作成した暗号鍵には、01 ～ 20 の 2 桁の鍵番号をつけて登録します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送受信共通設定」の ［次へ］ →

「暗号鍵登録」の ［登録 / 編集］ の順に押してく

ださい。

3 未登録の暗号鍵を選択して、［登録 / 編集］ を押し

てください。

4 ［暗号鍵］ を押してください。

5 タッチパネル上の数字（0 ～ 9）とアルファベット

（A ～ F）を使って暗号鍵（16 桁）を入力し、

［OK］ を押してください。

6 ［OK］ を押してください。他の暗号鍵を登録する

ときは手順 3 ～ 6 を繰り返してください。

参考：暗号鍵は 20 個まで登録することができます。
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6

暗号鍵の登録内容の変更 / 削除のしかた

1 6-30ページの暗号鍵の登録のしかたの手順1～2を
行ってください。

2 変更または削除する暗号鍵を選択してください。

変更するときは手順 3 に、削除するときは手順 7
に進んでください。

3 ［登録 / 編集］ を押してください。

4 ［暗号鍵］ を押してください。

5 ［バッ クスペース］ を押して、前の暗号鍵を削除

してください。タッチパネル上の数字（0 ～ 9）
とアルファベット（A ～ F）を使って暗号鍵（16
桁）を入力し、［OK］ を押してください。

6 ［OK］ を押してください。変更の確認画面で ［は

い］ を押してください。

手順 8 に進んでください。

7 ［削除］ を押してください。削除の確認画面で

［はい］ を押してください。

8 その他の暗号鍵を変更または削除するときは、手

順 2 ～ 7 を行ってください。
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送信側の操作方法

暗号送信を行う場合は、暗号通信用として登録したアドレス帳を使用します。または、直接テンキーでダイ

ヤルするときに暗号送信を設定して送信してください。

1 受信側と取り決めた暗号鍵を登録してください。

（6-30 ページの暗号鍵の登録のしかた参照）すで

に登録されている場合は、次の手順に進んでくだ

さい。

2 ファクスキーを押してください。

3 原稿をセットしてください。

4 ［新規ファクス］ を押してください。

5 テンキーで相手先のファクス番号を入力してくだ

さい。

詳しくは、3-5 ページの相手先のダイヤルを参照

してください。

6 ［詳細］ →「暗号送信」の ［変更］ の順に押して

ください。

7 ［設定する］ を押して、暗号鍵番号を選択してく

ださい。

8 ［OK］ を押して、手順 11 に進んでください。相手

先で暗号ボックスの選択が必要な場合は、［暗号

ボックス］ を押して次の手順に進んでください。

参考：暗号送信は、同報送信でも行うことができます。

暗号通信時は、F コード通信を行うことができません。
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参考：アドレス帳またはワンタッチキーの宛先に暗

号送信の設定がされている場合には、その宛先が使

用できます。
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参考：本機で受信する場合は、暗号ボックスを使用

しません。受信した文書を第三者に見られたくない

場合は、ファクスボックスによる転送機能を使用し

てください。
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6

9 ［使用する］ を押し、テンキーで暗号ボックス番

号（4 桁）を入力して、［OK］ を押してくださ

い。

10 ［OK］ を押してください。

11 ［OK］ を押してください。

12 スタートキーを押してください。送信を開始しま

す。

受信側の操作方法

暗号通信を行う場合、受信側では次の手順にしたがって操作を行ってください。

1 送信側と取り決めた暗号鍵を登録してください。

（6-30 ページの暗号鍵の登録のしかた参照）

2 システムメニューキーを押してください。

3 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「暗号

受信」の ［変更］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押し、暗号鍵番号を選択して

［OK］ を押してください。

5 相手先から暗号送信が行われます。暗号通信が正

常に行われた場合、暗号原稿を暗号化する前の状

態に戻して印刷します。
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参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を ［設定す

る］ に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

5-12 ページの宛先確認画面についてを参照してくだ

さい。

参考：暗号通信時は、F コード通信できません。
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用紙サイズより大きい原稿を縮小して受信する【縮小受信】

受信サイズが用紙サイズよりも大きい場合、縮小して印刷できます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「縮小受信」の ［変更］ の順

に押してください。

3 ［設定しない］ または ［設定する］ を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

項目 内容

設定しない 受信データを 100% のまま、複数枚の用紙に分割して印刷します。

設定する 用紙サイズに合わせて、受信データを縮小して印刷します。
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6

幅が同じ原稿を受信したときは両面に印刷する【両面受信】

複数ページの受信データが、すべて同じ幅であるとき、受信データと同じ幅の用紙に両面で印刷します。

1 システムメニューキーを押してください

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「両面印刷」の ［変更］ の順

に押してください。

3 ［設定しない］ または ［設定する］ を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。
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2 枚の原稿を 1 枚にまとめて受信する【2in1 受信】

A5 サイズで複数ページの原稿を受信したときに、2 ページを A4 の用紙 1 枚にまとめて印刷します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「基本

設定」の ［次へ］ →「2in1 印刷」の ［変更］ の順

に押してください。

3 ［設定しない］ または ［設定する］ を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

参考：2in1 受信と両面受信を両方設定すると 2in1 受信は機能しません。
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6

サービスセンターからの通信で本機を診断する【リモート診断】

本機で問題が発生したときにサービス実施店等に連絡をいただくと、弊社サービスセンターのコンピュー

ターから電話回線を介して本機にアクセスし、その状況や問題点などを確認することができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「送受信共通設定」の ［次へ］ →

「ファクスリモート診断」の ［変更］ の順に押し

てください。

3 ［設定しない］ または ［設定する］ を選択してく

ださい。

［設定する］ を選択した場合は、［＋］、［－］ また

はテンキーを押して、あらかじめ指定された ID
を入力してください。

4 ［OK］ を押してください。

参考：リモート診断機能を使用するときは、あらかじめサービス実施店と契約の上、決められた ID を本

機に登録する必要があります。詳しくは弊社サービス実施店またはお買い求めいただいた販売店にお問い

合わせください。
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時間を指定してファクスの印刷を禁止する【使用禁止時間】

受信したファクスの印刷を禁止する時間帯を設定します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［ ］ → ［日付 / タイマー］ の順に押してくださ

い。

ユーザー認証画面が表示されます。ログインユー

ザー名とパスワードを入力し、［ログイン］ を押

してください。ログインユーザー名とパスワード

の工場出荷時の値は、ともに「2500」です。

3 ［ ］ →「使用禁止時間」の ［変更］ の順に押し

てください。

4 ［設定する］ を押し、［＋］ または ［－］ で、開始

時刻と終了時刻を入力してください。

5 禁止時間中に一時的に使用するための解除コード

を設定します。

［解除コード］ を押し 4 桁で入力してください。

6 ［OK］ を押してください。

7 ［OK］ を押してください。

重要：使用禁止時間を設定すると、禁止時間中はファクスの印刷以外にも、コピー印刷、プリンター印

刷、USB メモリーからの印刷など、すべての印刷が禁止されます。

禁止時間中に受信したファクス受信や印刷ジョブは、使用禁止時間の終了後、または使用禁止時間を一時

解除したときに印刷されます。

参考：開始時刻と終了時刻を同じ時刻に設定する

と、終日の設定になります。

参考：禁止時間中に一時的に使用する場合は解除

コードを入力し、［ログイン］ を押してください。
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6

排紙先を設定する【排紙先】

ファクスを受信したときの印刷用紙の排紙先を設定します。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通設定］ →「排紙先」の ［次へ］ の順に押し

てください。

3 「ファクス回線 1」または「ファクス回線 2」の

［変更］ の順に押してください。

4 排紙先を選択してください。

5 ［OK］ を押してください。



各種設定と登録

6-40



7-1

7 オプションについて

この章では、ファクスキットで使用できるオプション機器を紹介します。

• Internet Fax Kit（A）...7-2

• ハンドセット ...7-3

• 拡張メモリー ...7-5

• マルチポートについて ...7-5
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Internet Fax Kit（A）
本機でインターネットファクスが利用できるようになります。詳しくは、8-1 ページのインターネットファ

クスについて（オプション）を参照してください。
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7

ハンドセット

本機で音声通話ができるようになります。また、手動での送 / 受信の際にも使用します。

1 ハンドセット … 会話や手動送 / 受信を行うときに使用します。

2 ハンドセット台 … ハンドセットを置く台です。

3 フックボタン … 回線を切るときやダイヤルしなおすときに押してください。

4 ダイヤルボタン … 相手先の電話番号を入力します。

5 回線種別切替スイッチ … 電話回線の種類を切り替えます。契約している電話回線の種別に合わせて次の

3 種類から選択してください。

• 20：ダイヤル（パルス）回線の 20PPS

• 10：ダイヤル（パルス）回線の 10PPS

• トーン：プッシュ（トーン）回線

6 呼び出し音量調節スイッチ … 呼び出し音の音量を切り替えます。

• 大：音量大

• 小：音量小

• 切：呼び出し音は鳴りません

電話のかけかた

電話をかけるときは、次の手順で行ってください。

電話の受けかたは、4-15 ページの送られてきたファクスを手動で受信する【手動受信】を参照してくださ

い。

1 ファクスの送 / 受信が行われていないことを確認

してください。

参考：回線種別を誤って選択すると、電話をかけたり、原稿の送信ができなくなりますのでご注意くださ

い。

2

1

6

3

4

5



オプションについて

7-4

2 ハンドセットを上げてください。

3 ハンドセットのダイヤルボタンまたは本体操作パ

ネルのテンキーを使って、相手先の番号を入力し

てください。

4 相手先が応答したら会話をしてください。

5 会話が終わったら、ハンドセットをハンドセット

台に置いてください。

参考：送 / 受信が行われているときは、操作パネル

の送信または受信ランプが点滅し、タッチパネル下

の「状況」に「送信ジョブ ## 実行中です。」（送信

中）または「ファクス受信中です。」（受信中）が表

示されます。また、状況確認 / ジ ョブ中止キーを押

し、［デバイス / 通信］ を押すと、「ファクス回線 1」
に「送信中です。」または「受信中です。」が表示さ

れます。

参考：ハンドセットを上げずに、タッチパネルの

［オンフ ック］ を押すことも可能です。このとき、

音声は本体側のスピーカーから聞こえます。

参考：手順 2 で ［オンフ ック］ を押したときは、相

手の声が本体側のスピーカーから聞こえます。ハン

ドセットを上げてください。相手と話ができます。
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7

拡張メモリー

拡張メモリーは 128MB で画像蓄積用メモリーが増加

し、メモリーに蓄積できる受信原稿のページ数を増や

すことができます。拡張メモリーの取り付けおよび取

り外しは、弊社のサービス担当者が行います。

マルチポートについて

ファクスキットを 2 台装着すると、マルチポートとし

て電話回線を 2 回線使用できます。これにより、複数

の相手先に送信する同報送信などは、すべての相手先

に送信するまでの時間を短縮できます。さらに送 / 受
信が同時に行えるため、送信中に相手先から受信でき

ないということは少なくなります。

マルチポートの設定

6-2 ページの電話回線の種類を選択する、6-5 ページの自局情報の登録を参照して、2 回線分の設定を行って

ください。

受信ポートの選択

2 回線のうち、片方の回線を受信専用にすることができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［フ ァクス］ →「受信設定」の ［次へ］ →「ファ

クス」の ［次へ］ →「受信専用ポート」の ［変

更］ の順に押してください。

3 受信専用にするポートを選択してください。受信

専用のポートを使用しない場合は、［使用しない］

を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。
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部門管理のポート制限

部門管理が有効であるときに、片方の回線に使用を制限することができます。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［ユーザー / 部門管理］ を押してください。

ユーザー認証画面が表示されます。ログインユー

ザー名とパスワードを入力し、［ログイン］ を押

してください。ログインユーザー名とパスワード

の工場出荷時の値は、ともに「2500」です。

3 「部門管理設定」の ［次へ］ →「部門リスト」の

［登録 / 編集］ → ［新規登録］ の順に押してくだ

さい。

4 ［ ］ →「ファクスポート制限」の ［変更］ を押

してください。

5 ［設定しない］、［ポート 1 のみ使用］ または ［ポー

ト 2 のみ使用］ を選択してください。

6 ［OK］ を押してください。

他の使用制限や部門管理の詳細は、本体の使用説

明書を参照してください。
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8 インターネットファクスについて（オプション）

この章では、Internet Fax Kit（A）を使用してインターネットファクスを利用する方法について説明します。

• インターネットファクスとは ...8-2

• インターネットファクスを設定する ...8-4

• インターネットファクス送信 ...8-7

• インターネットファクス受信 ...8-12
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インターネットファクスとは

インターネットファクスとは、電話回線を使用せずにインターネットを経由してファクスの送 / 受信をする

機能です。

主な特徴は次のとおりです。

• 電話回線を使用しないので、通信費の削減が可能

• 宛先指定にアドレス帳（本体内 / コンピューター内）を利用可能

• 複数の相手先に同報送信が可能

• メモリー転送（4-19 ページ参照）を使用して、本機で受信したファクスをインターネットファクスで複

数の相手先に転送することが可能

• 送信結果のメール通知

大阪支社から京都営業所へインターネットファクスで送信する場合のイメージ

インターネットファクスの送信の流れ

インターネットファクスの送信は次の流れで行います。

本機でファクス原稿を読み込む。

▼

相手先のメールアドレスにファクスを送信

▼

メールサーバーがファクスを受信

▼

相手先のファクス機がメールサーバーからファクスを受信

インターネット

大阪支社

PC

E-Mail: AOFFICE@XXX.COM
FAX No: 06-1234-5678

FAX
FAX No:03-8765-4321

E-Mail: BOFFICE@XXXX.COM
FAX No: 075-5678-1234

kyo@abc.com
サーバ

本機本機本機

サーバ

PC PC

PC

東京支社

京都営業所

電話回線
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インターネットファクスの受信の流れ

インターネットファクスの受信は次の流れで行われます。

インターネットファクス使用上の注意

• インターネットファクスを使用するためには、ネットワークケーブルで本体とコンピューターを接続し、

ネットワークの設定を行う必要があります。詳細は、8-4 ページのインターネットファクスを設定するを

参照してください。

• 相手先に正しく送信できなかった場合、通常サーバーからエラーメールが返信されますが、何らかの原

因によりエラーメールが受信されない場合があります。重要なファクスなどは正しく受信されたか相手

先に確認してください。

• インターネットを使用した通信では機密性が低いため、重要文書などを送信する場合は、電話回線を

使ったファクス送信をお勧めします。

• インターネットを使用した通信では、ネットワークの状況や通信障害により送信に時間がかかることが

あります。緊急のファクスなどでは、電話回線を使ったファクス送信をお勧めします。

• インターネットファクスでは、ファクス原稿を E メールの添付ファイルとして送信しますので、相手先

と直接通信することはできません。

• インターネットを経由しての通話はできません。

• 送信できる解像度・圧縮方式・用紙サイズは、相手機の性能に依存します。相手機の性能を確認してか

ら送信してください。相手機の性能がわからない場合は、解像度を 200×200 dpi、圧縮方式を MH、用紙

サイズを A4 にして送信することをお勧めします。

送信時に使用できない機能

次の機能は、通常のファクス送信では使用できますが、インターネットファクスの送信では使用できま

せん。

• タイマー送信 • 暗号送信
• ダイレクト送信 • F コード送信
• ポーリング送信 • 許可ファクス番号による送信制限
• ECM を使った送信 • 許可 ID 番号による送信制限

受信時に使用できない機能

次の機能は、通常のファクス受信では使用できますが、インターネットファクスの受信では使用できま

せん。

• F コードを使った受信 • 許可 ID 番号による受信制限
• ポーリング受信 • 拒否ファクス番号による受信制限
• 暗号受信 • 縮小受信
• 許可ファクス番号による受信制限

他のファクス機が本機のメールアドレスにファクスを送信

▼

メールサーバーがファクスを受信

▼

本機がメールサーバーからファクスを受信

▼

受信したファクスを印刷
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フルモードについて

本機は ITU-T T.37 勧告に準拠したフルモードインターネットファクス対応機です。相手機がフルモード対応

機であれば送信時に送達確認を行い、送信した原稿が相手機に届いたかを確認することができます。

本機が受信する場合

相手先からの送達確認の要求に対して受信能力情報を返送します。本機で受信できる解像度、圧縮方式、用

紙サイズの情報を相手先に送ります。

本機が送信する場合

フルモードを選択した相手先に送達確認を行います。相手先から返送された送達確認結果はファクス発信管

理レポートに記載されます。

ファクス発信管理レポートに関しては、5-8 ページの通信管理レポートを参照してください。

相手機条件の設定に関しては、2-9 ページの個人登録（インターネットファクス）または、8-7 ページのイン

ターネットファクス送信を参照してください。

インターネットファクスを設定する

インターネットファクスを送 / 受信するためには、SMTP サーバーと POP3 サーバーを設定する必要がありま

す。

ここでの設定は、本機にネットワーク接続されたコンピューターから Command Center RX を使って行いま

す。

ネットワークの設定については、本体の使用説明書を参照してください。

Command Center RX へのアクセス

1 Web ブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーションバーに本機の IP
アドレスを入力します。

例）http://192.168.48.21/

本機および Command Center RX に関する一般情

報と現在の状態が、Web ページに表示されます。

3 管理者のユーザー名とパスワードを入力し、ログ

インをクリックします。

管理者のユーザー名とパスワードを設定すると、

スタートページ以外への一般ユーザーのアクセス

を制限できます。セキュリティを確保するため

に、管理者のユーザー名およびパスワードの設定

をおすすめします。工場出荷時の設定値は、ユー

ザー名、パスワードともに「Admin」です。



インターネットファクスについて（オプション）

8-5

8

4 画面左のナビゲーションバーから設定 / 登録を選

択します。

5 ファクス /i ファクスのタブをクリックします。

設定画面が表示されます。

詳細は Command Center RX 操作手順書を参照し

てください。

インターネットファクスの設定

ファクス /i- ファクス >i- ファクス > 初期設定

インターネットファクスを使用する設定です。

初期設定のページで表示される項目は次のとおりです。

インターネットファクス SMTP の設定

ファクス /i- ファクス >i- ファクス >SMTP

インターネットファクスで使用する SMTP サーバーの設定を行います。

SMTP のページで設定する項目は以下のとおりです。

項目 説明

i- ファクス † i- ファクス機能を使用するかどうかを設定します。使用する場合はオンを選択します。

項目 説明

SMTP ポート番号 SMTP で使用するポート番号を設定します。通常は 25 番を使用します。

SMTP サーバー名 † SMTP サーバー名または SMTP サーバーの IP アドレスを入力します。64 文字まで入力

可能です。

サーバー名を入力する場合、DNS サーバーの IP アドレスも設定する必要があります。

DNS サーバーのアドレスは、TCP/IP 設定の画面で入力できます。詳細は、本体の使用

説明書を参照してください。

SMTP サーバーのタイムアウト タイムアウトまでの時間を秒単位で入力します。

認証 SMTP 認証を行うかどうか、または POP before SMTP を使用するかどうかを設定しま

す。この SMTP 認証は Microsoft Exchange 2000 に対応しています。

使用するユーザー i- ファクスユーザーの POP3 アカウント、またはそれ以外のアカウントを指定して、認

証を行うユーザーを指定します。

ログインユーザー名 使用するユーザーでその他を選択した場合、認証を行うユーザー名を入力します。64
文字まで入力可能です。

ログインパスワード 使用するユーザーでその他を選択した場合、認証を行うログインユーザーのパスワード

を入力します。64 文字まで入力可能です

POP before SMTP のタイムアウ

ト

認証で POP before SMTP を選択した場合、タイムアウトまでの時間を秒単位で設定しま

す。

テスト このページで設定した内容が正しいかどうかをテストします。

メール送信のサイズ制限 送信可能なメールの最大サイズをキロバイトで入力します。（最大 32767 キロバイト）0
を入力した場合、設定は無制限になります。

† 必ず設定してください。
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インターネットファクス POP3 の設定

ファクス /i- ファクス >i- ファクス >POP3

インターネットファクスで使用する POP3 サーバーの設定を行います。

POP3 のページで設定する項目は以下のとおりです。

差出人アドレス† インターネットファクス POP3 の設定でメールアドレスに登録したアドレスを表示しま

す。

署名 メール本文の最後に挿入される、テキスト形式の署名を表示します。署名を変更すると

きは、詳細 > メール > SMTP > 基本の署名を変更してください。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

† 必ず設定してください。

項目 説明

着信チェック間隔 着信メールの有無を確認するために、POP3 サーバーに接続する間隔を表示されます。

直ちに実行 受信をクリックすると、直ちに POP3 サーバーに接続して着信メールの有無をチェック

します。

メールアドレス † インターネットファクスアドレス（メールアドレス）を入力します。64 文字まで入力

可能です。

POP3 サーバー名 † POP3 サーバー名または POP3 サーバーの IP アドレスを入力します。64 文字まで入力可

能です。

サーバー名を入力する場合、DNS サーバーの IP アドレスも設定する必要があります。

DNS サーバーのアドレスは、TCP/IP 設定の画面で入力できます。詳細は、本体の使用

説明書を参照してください。

POP3 ポート番号 POP3 で使用するポート番号を設定します。通常は 110 番を使用します。

POP3 サーバーのタイムアウト タイムアウトまでの時間を秒単位で入力します。

ログインユーザー名 † ユーザーアカウントのログイン名を入力します。64 文字まで入力可能です。

ログインパスワード†

† 必ず設定してください。

ユーザーアカウントのパスワードを入力します。64 文字まで入力可能です。

APOP の使用 APOP 認証を使用するかどうかを設定します。APOP 認証を行うときは、設定をオンに

します。

テスト このページで設定した内容が正しいかどうかをテストします。

メール受信のサイズ制限 受信可能なメールの最大サイズをキロバイトで入力します。（最大 32767 キロバイト）0
を入力した場合、設定は無制限になります。

カバーページ メールの本文も印刷するかどうかを設定します。オンに設定すると、カバーページを添

付して印刷されます。メッセージにテキストが含まれる場合は、それがカバーページと

して印刷されます。

設定終了後に、設定をクリックして設定内容を保存してください。

項目 説明
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インターネットファクス送信

相手先のアドレスを直接入力する場合の送信方法を説明します。

送信画面への切り替え

送信の基本画面が表示されていることを確認して

ください。

送信の基本画面でないときは、送信キーを押して

ください。送信の基本画面が表示されます。

原稿のセット

原稿ガラスまたは原稿送り装置に原稿をセットし

てください。原稿をセットする方法は、本体の使

用説明書を参照してください。

相手先の指定

1 ［新規 i- ファクス］ を押してください。
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参考：設定によっては、アドレス帳の画面が表示さ

れる場合があります。この場合、［キャンセル］ を

押して送信の基本画面を表示させてください。
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2 ［i- ファクスアドレス］ を押してください。

3 相手先のアドレスを入力してください。128 文字

まで入力できます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を「設定し

ない」に設定している場合は、アドレス入力

後、［OK］ を押すとアドレスが確定されます。

• 「新規宛先の入力確認画面の設定」を「設定

する」に設定している場合は、アドレス入力

後、［OK］ を押すと確認画面が表示されま

す。再度インターネットファクスアドレスを

入力して ［OK］ を押してください。

アドレス確定後、［新規 i- ファクス］ を押す

と、次のアドレスが入力できます。

［詳細 / 編集］ を押すと、入力したアドレスを

変更できます。

新規宛先の入力確認画面の設定については、

本体の使用説明書の新規宛先の入力確認画面

の設定を参照してください。

文字の入力方法は付録 -2 ページの文字の入力方

法を参照してください。

［アドレス帳に登録］ が表示されているときは、

入力した内容をアドレス帳に登録することができ

ます。

テンキー以外のダイヤルのしかた

• 宛先をアドレス帳から選ぶ（3-15 ページ参照）

• 宛先をワンタッチキーで選ぶ（3-19 ページ参

照）

• 番号キーを使う（3-20 ページ参照）

• 手動リダイヤル（再宛先呼び出し）（3-21
ページ参照）

FGH�4 ST

t����	
��=	

%&ÃÊË

qH�4r��sZ

®¯t����	

��=	>ÇPQ �!IJ

��

¿ÀÁÂ�� 

�����������������



インターネットファクスについて（オプション）

8-9

8

詳細設定

シンプルモード / フルモードの設定や、相手機条件の設定ができます。ほかにも、原稿の解像度および濃度

の設定ができます。

シンプルモード / フルモードの設定

相手機に送達確認をする と きは、フルモードを選択して ください。

「通信」の ［ ］ を押して、「シンプルモード」ま

たは「フルモード」を選択してください。

相手機条件の設定

1 ［相手機条件］ を押してください。

2 相手機条件を設定して、［OK］ を押してくださ

い。

参考：インターネットファクス以外にも、ファ

クス送信、メール送信、フォルダー

（SMB/FTP）送信を組み合わせて一度に送信す

ることができます。詳細は本体の使用説明書を

参照してください。

宛先にファクスまたは i- ファクスが含まれて

いる場合、ファクスまたは i- ファクスの宛先

には白黒で送信されます。その他の宛先には原

稿読み込み時のカラーモードになります。

項目 説明

解像度 相手先のファクス機で受信できる解像度を設定します。

禁止されている解像度で送信した場合は、自動的に許可している解像度

に変更して送信します。

• 200×100 dpi：許可（固定）

• 200×200 dpi：許可（固定）

• 200×400 dpi：許可または禁止

• 400×400 dpi：許可または禁止

• 600×600 dpi：許可または禁止

許可する場合は、その解像度のキーを押して反転表示させください。

禁止する場合は、もう一度そのキーを押して反転表示を解除してくださ

い。
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3 ［OK］ を押してください。

解像度の選択

送る原稿に適した解像度を選択します。相手機条件で禁止した解像度を選択した場合は、自動的に許可して

いる解像度に下げて送信します。操作方法は、3-8 ページの解像度の選択を参照してください。

濃度の選択

原稿読み込み時の濃度を調整します。操作方法は、3-7 ページの濃度の選択を参照してください。

件名と本文の入力

インターネッ ト ファ クスを送信する と き、i-ファ クスの件名と本文を入力するこ とができます。

1 ［応用 / その他］ → ［i- ファクス件名 / 本文］ の順に

押してください。

2 ［件名］ を押してください。

3 件名を入力して、［OK］ を押してください。件名

は最大 60 文字です。

4 ［本文］ を押してください。

5 本文を入力して、［OK］ を押してください。本文

は最大 500 文字です。

圧縮方式 相手先のファクス機に合わせて圧縮方式を選択します。

MH、MR、MMR または JBIG

用紙サイズ 相手先のファクス機に合わせて選択できる用紙サイズを設定します。

禁止されている用紙サイズで送信した場合は、自動的に許可している用

紙サイズに変更して送信します。

• A4/Letter：許可（固定）

• B4：許可または禁止

• A3/Ledger：許可または禁止

許可する場合は、そのサイズのキーを押して反転表示させください。

禁止する場合は、もう一度そのキーを押して反転表示を解除してくださ

い。

項目 説明
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6 ［OK］ を押してください。

送信スタート

スタートキーを押してください。送信が開始しま

す。

送信状況の確認

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［送信ジ ョ ブ］ を押してください。

受付時刻や宛先、状況がジョブごとに一覧表示さ

れます。

送信を中止するには、送信ジョブ確認画面で、

ジョブを選択して ［中止］ を押してください。

中止の確認画面で、［はい］ を押してください。

参考：相手機で ［件名］ および ［本文］ を印刷させ

る場合は、相手先のカバーページの設定をオンにす

る必要があります。

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定す

る」に設定している場合は、スタートキーを押した

ときに、宛先確認画面が表示されます。詳しくは、

本体の使用説明書の送信前の宛先確認画面の設定を

参照してください。
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参考：原稿読み込み中は、送信画面で操作パネ

ルのスト ップキーを押すと、送信を中止しま

す。
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インターネットファクス受信

本機は一定の間隔でメールサーバーに接続を行い、インターネットファクスがあると自動的に受信して印刷

を行います。受信時には特に操作の必要はありません。

次の受信設定を変更することができます。詳細は 8-6 ページのインターネットファクス POP3 の設定を参照

してください。

• インターネットファクスアドレスの登録

• 受信チェック間隔の設定

• カバーページ（メール情報）の印刷

インターネットファクスの手動受信

直ちにファクスの有無を確認することができます。

1 状況確認 / ジ ョブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ を押してください。

3 「i- ファクス」の ［受信問い合わせ］ を押してく

ださい。

メールサーバーに接続し、インターネットファク

スがあれば受信を開始します。
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9 Network FAX について

この章では、Network FAX を利用する方法について説明します。

付属の DVD に収められている Network FAX ドライバー使用説明書（オンラインマニュアル）もあわせてお

読みください。Network FAX 機能を使用した送信のしかたや各種選択方法など、コンピューターからの操作

方法について説明しています。

• Network FAX とは ...9-2

• セットアップする ...9-3



Network FAX について

9-2

Network FAX とは

Network FAX とは、本機に接続されたコンピューターでファクスの送 / 受信をする機能です。主な特徴は次

のとおりです。

• コンピューターで作成した書類を、印刷することなくファクス送 / 受信が可能

• 宛先指定にアドレス帳（本体内 / コンピューター内）を利用可能

• 送付状の添付

• 送信と同時に印刷も可能

• 送信結果のメール通知

• F コード通信対応

• インターネットファクス送信対応

• 印刷と同じ簡単操作

Network FAX の送信の流れ

Network FAX の送信は次の流れで行います。

Network FAX の受信の流れ

Network FAX の受信は次の流れで行われます。

本機にネットワーク接続されたコンピューターで書類を作成

▼

コンピューターから、印刷と同様の操作で本機に書類データを送信

▼

本機が書類データを他のファクス機にファクス送信

▼

他のファクス機が受信

他のファクス機が本機にファクスを送信

▼

本機がファクスを受信

▼

ファクスデータをメモリー転送機能を使って、本機にネットワーク接続され

たコンピューターに転送

▼

本機にネットワーク接続されたコンピューターで受信

参考：メモリー転送では、ネットワーク上のコンピューターで受信する以外にも、受信したファクスを

メールで転送したり、他のファクスに転送したり、ファクスボックスに保存することができます。



Network FAX について

9-3

9

セットアップする

Network FAX を使用するためには、次の準備が必要です。

セットアップの流れ

コンピューターとの接続

ネットワークケーブルで本体とコンピューターを接続します。詳細は、本体の使用説明書を参照してくださ

い。

本体の登録

メモリー転送機能で受信先コンピューターやファイル形式を選択します。

コンピューターへのソフトウェアのインストール

Network FAX を使うために必要な専用ソフト（同梱 DVD に収録）をコンピューターにインストールします。

詳細は、付属の DVD に収められている Network FAX ドライバー使用説明書（オンラインマニュアル）を参

照してください。

基本的な送信の方法

1 送信する原稿を作成する

1 コンピューター上で任意のアプリケーション

で送信する原稿を作成してください。

2 原稿サイズや向きを設定してください。

3 ファイルメニューから［印刷］を選択してく

ださい。使用されているアプリケーションの

印刷画面が開きます。

2 印刷画面で設定する

1 プリンタ名リストで使用する本体の製品名

（Kyocera TASKalfa XXX NW-FAX）を選択し

てください。

2 印刷ページなどの設定を行ってください。

3 ［プロパティ］をクリックしてください。プ

ロパティウィンドウが開きます。

参考：メモリー転送機能では、コンピューターへの転送や、受信したファクスをメールの添付ファイルに

して転送することもできます。詳細は、4-19 ページの受信した文書を条件ごとに印刷 / 転送する【メモ

リー転送】を参照してください。

参考：印刷部数は 1 部になっていることを確認して

ください。以下の画面はご使用のアプリケーション

によって異なります。
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3 ファクス設定タブで設定する

1 ファクス設定タブが開いている状態で、原稿

サイズなど各種送信設定を行い、［OK］をク

リックしてください。

2 アプリケーションの印刷画面に戻ります。

［OK］をクリックしてください。送信設定画

面が表示されます。

4 送信設定画面で設定する

送信設定画面では、送信時刻を設定したり、F
コードの設定などができます。

5 送付状を設定する

送付状を使用するときは、［送付状］タブで設定

を行なってください。

6 送信先を設定する

1 ［宛先設定］タブで送信先のファクス番号を

キーボードより入力してください。

2 ［宛先リストに追加］をクリックしてくださ

い。送信先の情報が宛先リストに表示されま

す。複数の相手先に送るときは、操作を繰り

返し行なってください。

3 アドレス帳を使用するときは、［アドレス帳

より選択］をクリックして、送信先を選択し

てください。

参考：詳しい設定については、Network FAX ドライ

バー操作手順書を参照してください。

参考：詳しい設定については、Network FAX ドライ

バー操作手順書を参照してください。

参考：アドレス帳の使用方法や登録方法は、

Network FAX ドライバー操作手順書を参照してくだ

さい。
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7 送信する

［送信］をクリックしてください。送信を開始し

ます。

ファクス設定タブ

印刷設定画面のファクス設定タブで原稿サイズなど送

信条件をここで設定してください。

1 画面を表示する

1 スタートボタンから［コントロールパネル］、

［ハードウェアとサウンド］の［デバイスと

プリンター］と順にクリックしてください。

2 使用する本体の製品名を右クリックし、ド

ロップダウンメニューから［印刷設定］を選

択してください。印刷設定画面が開きます。

2 設定する

次の項目が設定できます。
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Network FAX ドライバー操作手順書（オンラインマニュアル）について

Network FAX ドライバー操作手順書（オンラインマニュアル）は、PDF（Portable Document Format）形式で

付属の DVD に収録されています。主な内容は次のとおりです。

• Network FAX ドライバーのインストールのしかた

• Network FAX 送信のしかた

• Network FAX 送信の設定のしかた

• 送付状の設定のしかた

オンラインマニュアルの開きかた

オンラインマニュアルを参照するときは、次の手順で行ってください。

1 本体に付属する DVD を光学ドライブに挿入して

ください。使用許諾についての説明が表示されま

す。契約条件に同意する場合は、同意するをク

リックしてください。メインメニュー画面が表示

されます。

2 ソフ トウェア説明書→ Network FAX ド ライバー

操作手順書の順にクリックしてください。オンラ

インマニュアルが開きます。

項目 詳細

原稿サイズ ドロップダウンリストから送信する原稿サイズを選択してください。

設定値：A3、A4、A5、Folio、B4、B5(JIS)、Letter、Legal、Ledger(11 x17)、
Statement

原稿の向き チェックボックスで原稿の出力向きを縦または横のどちらか選択してください。

設定値：縦、横

解像度 ドロップダウンリストから送信する原稿の解像度を選択してください。

設定値：100 x200 dpi ノーマル、200 x200 dpi ファイン、400 x400 dpi ウルトラファイ

ン、600 x600 dpi
ファクス送信設定 条件の初期設定をするときは［ファクス送信設定］をクリックしてください。初期

設定画面が表示されます。

設定方法は、Network FAX ドライバー操作手順書を参照してください。

参考：オンラインマニュアルをご覧になるには

Adobe Acrobat Reader 8.0 以上がインストールされて

いる必要があります。
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10 こんなときには

この章では、トラブルが発生した場合の対処のしかたについて説明します。

• 送 / 受信中のランプ表示について ...10-2

• 電源を切るときの注意 ...10-3

• こんな表示が出たら ...10-4

• トラブルが発生した場合 ...10-6
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送 / 受信中のランプ表示について

ファクスの送 / 受信中は、処理中ランプ、メモリーラ

ンプで状況がわかります。

• ファクスの送 / 受信中は処理中ランプが点滅しま

す。

• メモリー送信などで、原稿がメモリーに記憶され

るときに、メモリーランプが点滅します。

• タイマー送信で、メモリーに記憶されている原稿

がある場合、メモリーランプが点灯します。

＊モデルによっては、イラストと外観が異なることがあります。
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電源を切るときの注意

電源を切る場合は操作パネルにある電源キーを押してください。主電源スイッチを切ると、ファクスが受信

できなくなりますのでご注意ください。

主電源スイッチを切るときは、操作パネルの電源キーを押して、電源キー、処理中およびメモリーのランプ

が消灯していることを確認してから切ってください。

＊モデルによっては、イラストと外観が異なることがあります。

注意：電源キー、処理中およびメモリーのランプが点灯または点滅しているときは、ハードディスクが動

作している場合があります。ハードディスクが動作しているときに主電源スイッチを切ると、ハードディ

スクが故障する原因となる可能性があります。

このランプ以外が消灯していることを

確認する
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こんな表示が出たら

異常が発生するとタッチパネルにメッセージが表示されます。次の表を参照して対処してください。

参考：通信エラーが発生したときは、メッセージとともに受信 / 送信結果レポートが印刷されます。受信 /
送信結果レポートに表記されるエラーコードを確認して、付録 -26 ページのエラーコード一覧表で内容を

参照してください。受信 / 送信結果レポートの印刷については、5-7 ページの送信結果レポート、および

5-8 ページの受信結果レポートを参照してください。

エラーコードは通信管理レポートでも確認することができます。（5-8 ページの通信管理レポート参照）

表示 確認事項 処理方法 参照ページ

故障が発生しました。 － 主電源スイッチを入れ直す、また

は電源プラグを差し直してくださ

い。再度表示される場合は、表示

されている C と数字を書きとめて

ください。主電源スイッチを切っ

て電源コードを抜き、サービス担

当者またはサービス実施店にご連

絡ください。

－

ファクスボックスが容量制限を超

えました。

－ ファクスボックスの原稿がいっぱ

いになりました。［終了］ を押して

ください。ジョブはキャンセルさ

れます。

ファクスボックスの原稿を印刷ま

たは削除してから、再度操作して

ください。

4-37 ページ

部門管理の制限を超えました。 － 部門管理で制限されている使用枚

数に達したため、これ以上の操作

ができません。［終了］ を押してく

ださい。このジョブは中止されま

す。

使用枚数をリセットしてから、再

度操作してください。

本体使用説明

書参照

このジ ョブは実行できません。 － 部門管理でファクス送信が使用禁

止になっているため、これ以上の

操作ができません。［終了］ を押し

てください。このジョブは中止さ

れます。

部門管理の設定を確認してくださ

い。

本体使用説明

書参照

付属電話機の受話器がはずれてい

ます。

本機に接続されたハンドセット

（オプション）または電話機（市販

品）の受話器が上がっていません

か。

ハンドセットまたは受話器を戻し

てください。

－
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送信ジョブの予約制限数を超えま

した。

－ タイマー送信をセットできる件数

を超えています。［終了］ を押して

ください。このジョブは中止され

ます。

タイマー送信が実行されるのを待

つか、タイマー送信をキャンセル

してから、再度操作してください。

4-3 ページ

カセッ ト 1 （～ 4） に用紙を補給し

て ください。

または、

手差しに用紙を補給して ください。

表示されたカセットまたは手差し

トレイの用紙がなくなっていませ

んか。

表示されているサイズの用紙を補

給してください。受信用紙種類を

指定している場合は、必要な用紙

種類も表示されます。

他の給紙元を使用する場合は、給

紙元を選択して ［継続］ を押して

ください。［手差し設定］ を押すと

手差しトレイの用紙サイズ / 用紙

種類を変更できます。

－

受信用紙種類を指定していません

か。

指定されている用紙種類のカセッ

トがありません。他の給紙元を選

択して ［継続］ を押してください。

［手差し設定］ を押すと手差しトレ

イの用紙サイズ / 用紙種類を変更

できます。

－

カセットがしっかりセットされて

いますか。

カセットを一度引き出して、しっ

かり押し込んでください。

－

表示 確認事項 処理方法 参照ページ
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トラブルが発生した場合

トラブルが発生した場合は、次のことを調べてください。それでもなお異常が見られるときには、サービス実

施店またはお買い上げ店までご連絡ください。

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ

送信できない。 モジュラーコードが正しく接続されて

いますか。

モジュラーコードを正しく接続してく

ださい。

－

「送信エラーです。」が表示されていま

せんか。

エラーの原因を除去した上で、もう一

度送信してください。

付録 -26 ペー

ジ

送信制限をしていませんか。 送信制限を解除してください。 6-21 ページ

暗号通信ができない。 送信側 / 受信側でそれぞれ登録されてい

る内容は正しいですか。

送信側、受信側の両者で登録内容をも

う一度確認してください。

6-29 ページ

リモート切替機能が使用

できない。

ダイヤル（パルス）回線を使用してい

ませんか。

電話機によってはボタンなどでトーン

信号を送出できる場合があります。電

話機の使用説明書を参照してください。

－

リモート切替番号は正しいですか。 登録内容を確認してください。（工場出

荷時：55）
4-17 ページ

リモート切替番号を早く押していませ

んか

リモート切替番号をゆっくり 2 回押し

てください。

－

受信したが、印刷されな

い。

メモリー転送がセットされていません

か。

転送先を確認してください。 －

受信できない。 モジュラーコードが正しく接続されて

いますか。

モジュラーコードを正しく接続してく

ださい。

－

「通信エラーが発生しました。」が表示

されていませんか。

エラーの原因を除去した上で、もう一

度相手先から送信してもらってくださ

い。

付録 -26 ペー

ジ

受信制限をしていませんか。 受信制限を解除してください。 6-21 ページ

代行受信できない。 メモリーがいっぱいになっていません

か。

メモリーに空きができてから受信を行

うか、メモリー内に空きを作ってくだ

さい。

3-12 ページ

2in1 受信ができない。 2 in 1 受信と両面受信を両方とも設定し

ていませんか。

両面受信を解除してください。 6-36 ページ

F コード送信ができな

い。

相手機は F コード機能を有したファク

スですか。

相手機が同様の F コード機能を有して

いない場合、F コード通信を行えませ

ん。

－

入力したサブアドレスや F コードパス

ワードは、相手機で登録されているサ

ブアドレスや F コードパスワードと一

致していますか。

入力内容に誤りがないときは、相手先

に確認してください。本機で受信する

場合、F コードパスワードは使用しませ

ん。

4-44 ページ

相手機のメモリーがいっぱいになって

いませんか。

相手先に確認してください。 －

メモリー転送ができな

い。

メモリー転送が ［設定する］ になって

いますか。

メモリー転送の設定を確認してくださ

い。

4-19 ページ
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F コード通信を使った、

メモリー転送ができな

い。

相手機は F コード機能を有したファク

スですか。

相手機が同様の F コード機能を有して

いない場合、F コード通信を行えませ

ん。

－

設定した F コードサブアドレスは、相

手機で登録されている F コードサブア

ドレスと一致していますか。

入力内容に誤りがないときは、相手先

に確認してください。本機で受信する

場合、F コードパスワードは使用しませ

ん。

4-19 ページ

メモリー転送で、ファク

スボックスに保存できな

い。

ファクスボックスが正しく指定されて

いますか。

メモリー転送の設定を確認してくださ

い。

4-19 ページ

メモリーがいっぱいになっていません

か。

メモリーに空きができてから受信を行

うか、メモリー内に空きを作ってくだ

さい。

4-37 ページ

ファクスボックスから印

刷できない。

ボックスパスワードを設定しています

か。

正しいボックスパスワードを入力して

ください。

4-37 ページ

ポーリング受信ができな

い。

相手機でポーリング送信が正しく操作

されていますか。

相手先に確認してください。 －

F コード中継同報通信が

できない。

メモリーがいっぱいになっていません

か。

メモリーに空きができてから送信する

か、メモリー内に空きを作ってくださ

い。

－

F コード掲示板通信がで

きない。

相手機は同様の F コード掲示板通信機

能を有したファクスですか。

相手機が同様の F コード掲示板通信機

能を有していない場合、F コード掲示板

受信はできません。相手先に確認して

ください。

－

入力した F コードサブアドレスや F
コードパスワードは正しいですか。

入力内容に誤りがない場合は、相手先

に確認してください。

－

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ
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付録 -1

付録

この付録では、仕様など参考資料を記載します。

• 文字の入力方法 ... 付録 -2

• 仕様 ... 付録 -10

• メニュー構成一覧 ... 付録 -11

• 出荷時設定値一覧表 ... 付録 -15

• 受信サイズと印刷用紙優先順位表 ... 付録 -18

• 区点コード表 ... 付録 -20

• エラーコード一覧表 ... 付録 -26



付録

付録 -2

文字の入力方法

名前などを入力するときに使用する、タッチパネル上のキーボードについて説明します。

漢字の入力は、かな入力とローマ字入力の両方からできます。また、漢字変換の際には文節変換が可能で

す。

文字を入力するときは、まず入力方式と入力文字をそれぞれ選択してください。

入力方式の選択

入力方式には次の 3 種類があります。

かな漢字入力－かな入力で漢字などを入力するときに使用してください。

ローマ字漢字－ローマ字入力（例えば、「か」と入力するとき「K」「A」と入力する）で漢字などを入力する

ときに使用してください。

区点入力－ 4 桁の区点コードを入力して漢字などを入力するときに使用してください。

1 入力方式（「かな漢字入力」、「ローマ字漢字」ま

たは「区点入力」）の ［ ］ を押してください。

2 プルダウンメニューから入力方式を選択してくだ

さい。
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参考：入力方式の初期値を「ローマ字漢字」に変更することができます。詳しくは、本体の使用説明書の

文字入力方式の設定を参照してください。
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入力文字の選択

入力文字には次の 5 種類があります。

全角ひらがな－漢字変換できます。無変換のときは全角ひらがなになります。

全角カタカナ－全角カタカナを入力するときに使用してください。

半角カタカナ－半角カタカナを入力するときに使用してください。

全角英数－無変換で全角アルファベット、全角数字を入力するときに使用してください。

半角英数－無変換で半角アルファベット、半角数字を入力するときに使用してください。

1 入力文字（「全角ひらがな」、「全角カタカナ」、

「半角カタカナ」、「全角英数」または「半角英

数」）の ［ ］ を押してください。

2 プルダウンメニューから入力文字を選択してくだ

さい。
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参考：入力方式として「区点入力」を選択したとき

は、入力文字は選択できません。
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入力画面

かな漢字入力

次の画面は入力文字として「全角ひらがな」を選択した場合です。

番号 表示 / キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 制限文字数 / 入力文字

数表示部

文字数の制限と入力している文字数を表示します。

3 カーソルキー 文字表示部のカーソルを移動させるときに押してください。

4 ［バックスペース］ カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

5 キーボード 入力する文字を押してください。

6 ［大文字］ 全角ひらがなを使用するときに押してください。

7 ［小文字］ 「ぁ、ぃ、ぅ、ぇ、ぉ、っ、ゃ、ゅ、ょ」を入力するときに押して

ください。

8 ［数字・記号］ 数字や記号を入力するときに押してください。

9 ［スペース］ スペースを入力するときに押してください。

10 ［変換］ 入力した文字を漢字などに変換するときに押してください。

11 ［改行/確定］ 入力した文字を改行または確定するときに押してください。

12 ［キャンセル］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るとき

に押してください。

13 ［OK］ 入力した文字を確定して、文字入力の前の画面に戻るときに押し

てください。

参考：操作パネルのクリアキーを押すと、文字表示部のすべての文字を削除します。入力状態が未確定の

場合は、未確定文字を削除します。
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ローマ字漢字入力

次の画面は入力文字として「全角ひらがな」を選択した場合です。

番号 表示 / キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 制限文字数 / 入力文字

数表示部

文字数の制限と入力している文字数を表示します。

3 カーソルキー 文字表示部のカーソルを移動させるときに押してください。

4 ［バックスペース］ カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

5 キーボード 入力する文字を押してください。

6 ［大文字］ 大文字を使用するときに押してください。

7 ［小文字］ 小文字を使用するときに押してください。

8 ［数字 ・ 記号］ 数字や記号を入力するときに押してください。

9 ［スペース］ スペースを入力するときに押してください。

10 ［変換］ 入力した文字を漢字などに変換するときに押してください。

11 ［改行 / 確定］ 入力した文字を改行または確定するときに押してください。

12 ［キャンセル］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るとき

に押してください。

13 ［OK］ 入力した文字を確定して、文字入力の前の画面に戻るときに押し

てください。

参考：操作パネルのクリアキーを押すと、文字表示部のすべての文字を削除します。入力状態が未確定の

場合は、未確定文字を削除します。
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区点入力

次の画面は入力方式として「区点入力」を選択した場合です。

番号 表示 / キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 制限文字数 / 入力文字

数表示部

文字数の制限と入力している文字数を表示します。

3 カーソルキー 文字表示部のカーソルを移動させるときに押してください。

4 ［バックスペース］ カーソルの左の文字を削除するときに押してください。

5 入力文字表示部 区点コードに対応した文字を表示します。

6 区点コード表示部 入力した区点コードを表示します。

7 ［ク リア］ 入力した区点コードを消去するときに押してください。

8 ［確定］ 区点コードに対応した文字を確定するときに押してください。

9 ［スペース］ スペースを入力するときに押してください。

10 ［キャンセル］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るとき

に押してください。

11 ［OK］ 入力した文字を確定して、文字入力の前の画面に戻るときに押し

てください。

参考：各文字の区点コードは、付録 -20 ページの区点コード表を参照してください。
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かな漢字入力とローマ字漢字入力での文字変換

ローマ字漢字入力、かな漢字入力のそれぞれの入力画面で変換前の文字を入力した後、［変換］ キーを押す

と次のような文字変換画面が表示されます。

番号 表示 / キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 制限文字数 / 入力文字

数表示部

文字数の制限と入力している文字数を表示します。

3 ［ ］ ［ ］ 変換対象文節の長さを変更するときに押してください。

4 ［←］ ［→］ 変換対象の文節を移動させるときに押してください。

5 変換候補リスト 選択中の文節に対する変換候補を表示します。

6 ［ ］ ［ ］ 表示されている以外に変換候補がある場合、変換候補をスクロー

ルするときに押してください。

7 ［元に戻す］ ［変換］ を押す前に戻るときに押してください。

8 ［確定］ 未確定文字をすべて確定するときに押してください。

9 ［キャンセル］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るとき

に押してください。

10 ［OK］ 入力した文字を確定して、文字入力の前の画面に戻るときに押し

てください。
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【入力例】「京都営業所」と入力するとき

入力は一文字ずつできますが、ここでは一度にひらがなを入力し文節に変換していく方法を説明します。

1 漢字かな入力の場合 「き ょ う とえいぎょ う し ょ」

と順にタッチパネル上で入力してください。

ローマ字漢字入力の場合、「kyoutoeigyousho」 と

順にタッチパネル上で入力してください。

文字表示部に「きょうとえいぎょうしょ」と表示

されます。

2 ［変換］ キーを押してください。文字変換画面に

替わります。

反転されている部分が変換する文字です。

3 ［ ］ または ［ ］ を押して、変換する部分

（この場合まず「きょうと」）を反転させてくださ

い。変換候補が表示されます。

4 変換候補リストから、変換する文字（この場合

［京都］）を押してください。

5 ［→］を押してください。「京都」が確定します。

6 ［ ］ または ［ ］ を押して、次の変換する部

分（この場合「えいぎょう」）を反転させてくだ

さい。変換候補が表示されます。

7 変換候補リストから、変換する文字（この場合

［営業］）を押してください。

8 ［→］を押してください。「営業」が確定します。

9 ［ ］ または ［ ］ を押して、次の変換する部

分（この場合「しょ」）を反転させてください。

変換候補が表示されます。

10 変換候補リストから、変換する文字（この場合

［所］）を選択してください。

11 文字の変換が終了するれば、［確定］ を押してく

ださい。

12 正しく入力できたことを確認して、［OK］ を押し

てください。

/ , ç � � � ê � � $ 2 � �

' Â 2 j ã 1 � å ^ þ í � �

4 � � î Ó � ÷ ù � � � � �

0 9 æ 1 V ( � f v � ï  

O�L�\ÁÚÛ�1234, 

ÚÛ� òó

��������òó

�

��
Â�çV�,��ç��

I´sCÅ�C���(ü� '��óÚÛ

OPQRM ST

��

�òó Ãó�g` CÅ�C 7� ���½�ýòó

�����������������

F�p��kl7Etuvw(*

FGH�4 ST

l7�������xy

z{������xy

�

��

R�GH

@ABC��

��@A

���

IÇX� ��

��ÌE*Ï

��F���

C| �����������������

参考：変更候補リストはテンキーでも選択できま

す。

表示されている以外の変換候補がある場合、［ ］ ま

たは ［ ］ を押して画面をスクロールしてください。
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区点入力での文字変換

【入力例】「大阪」と入力する場合

1 付録 -20 ページの区点コード表を参照して、入力

に必要な全ての文字の区点コード（4 桁）をメモ

してください。

この例で入力する「大」の区点コードは「3471」、
「阪」の区点コードは「2669」となります。

2 テンキーを使って「3」、「4」、「7」、「1」と入力し

てください。入力文字表示領域に「大」の文字が

表示されます。

3 ［確定］ を押してください。文字表示領域に「大」

の文字が表示されます。

4 手順 2 ～ 3 と同様にして、区点コード「2669」を入

力してください。「阪」の文字が「大」の後に続

いて入力されます。

5 正しく入力できたことを確認して、［OK］ を押し

てください。

参考：入力できる文字は全角文字に限ります。半角文字は入力できません。

各文字の区点コードは、付録 -20 ページの区点コード表を参照してください。

参考：漢字を探すときは、音読みで探してくださ

い。
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仕様

形式 オプション FAX キット

相互通信 Super G3

適用回線 加入電話回線、F ネット

伝送時間 3 秒以下（33600 bps、JBIG、ITU-T A4-R #1 chart）

伝送速度 33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/
12000/9600/7200/4800/2400 bps

符号化方式 JBIG/MMR/MR/MH

誤り訂正 ECM

原稿サイズ 最大原稿幅：297 mm、最大原稿長さ：1,600 mm

原稿自動給紙枚数 最大 50 枚（原稿送り装置使用時）

走査線密度 主走査 × 副走査

200 × 100 dpi ノーマル（8 dot/mm × 3.85 line/mm）

200 × 200 dpi ファイン（8 dot/mm × 7.7 line/mm）

200 × 400 dpi スーパーファイン（8 dot/mm × 15.4 line/mm）

400 × 400 dpi ウルトラファイン（16 dot/mm × 15.4 line/mm）
600 × 600 dpi

印刷解像度 600 × 600 dpi

中間調 256 階調（誤差拡散）

ワンタッチキー 1000 件

同報送信 最大 500 宛先

代行受信 700 枚以上（ITU-T A4 #1 使用時）

7000 枚以上（拡張メモリー使用時）

画像蓄積用メモリー容量 標準メモリー（16 MB）（ファクス受信原稿用）

印刷レポート類 送信結果レポート、受信結果レポート、通信管理レポート、ステー

タスページ

オプション 拡張メモリー、ハンドセット、マルチポート、Internet Fax Kit（A）

参考：機械の仕様は予告なく変更されることがあります。
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メニュー構成一覧

タッチパネルおよび操作パネル上の各機能キーを押したときのメニュー構成は、次のとおりになっていま

す。本機を操作する上での参考にしてください。

†　オプションの Internet Fax Kit（A）が必要です。

ファクス

キー

宛先 アドレス帳

新規ファクス　　詳細 F コード

送信開始速度

ECM

暗号送信

オンフック

ワンタッチキー

チェーンダイヤル

簡単設定

原稿 / 送信形式 原稿サイズ

原稿サイズ混載

両面 / 見開き原稿

原稿セット向き

送信サイズ

長尺原稿

画質 濃度

原稿の画質

ファクス送信解像度

応用 / その他 縮小 / 拡大

センター移動

枠消し

ファクスタイマー送信

連続読み込み

ジョブ終了通知

文書名入力

ファクスダイレクト送信

ファクスポーリング受信

送信控え印刷

送信控え保存

プログラム

送信キー 宛先 新規 i- ファクス †

文書ボックスキー ファクスボックス ポーリングボックス
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†　オプションの Internet Fax Kit（A）が必要です。

††　ファクスキットが 2 台必要です。

システム

メニューキー

共通設定 音設定 ファクススピーカー音量

ファクスモニター音量

機能初期値 i- ファクス　件名 / 本文 †

ファクス送信解像度

文書ボックス /
外部メモリー

ファクスボックス ボックス登録 / 編集

ファクスボックスリスト

ポーリングボックス 送信済み文書削除

上書き保存許可

ファクス 簡単セットアップウィザード

送受信共通設定 暗号鍵登録

ファクスリモート診断

送信設定 基本設定 自局名登録（ポート 1）
自局名登録（ポート 2）††

発信元記録

自局名に部門名を使用

ファクス 自局ファクス番号 1
自局ファクス番号 2††

回線設定（ポート 1）
回線設定（ポート 2）††

自局ファクス ID
リダイヤル回数

受信設定 基本設定 用紙種類

手差し

縮小受信

受信日時記録

両面印刷

2in1 印刷

ファクス ベル回数（普通）

ベル回数（留守番電話）

ベル回数（ファクス /
電話切替）

受信方式

リモート切り替えダイヤル

受信専用ポート ††

F ネット無鳴動受信

ダイヤルイン

暗号受信

通信制限設定 送信制限

受信制限

通信許可番号リスト

通信許可 ID リスト

通信拒否番号リスト

番号不明受信の処理

条件付き受信 / 転送

新規宛先の入力

次ページへ続く
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†　オプションの Internet Fax Kit（A）が必要です。

日付 /
タイマー

日付 / 時刻

時差

使用禁止時間

レポート レポート印刷 ステータスページ

管理レポート設定　　ファクス発信レポート

　　ファクス着信レポート

結果通知設定 送信結果レポート ファクス　         送信画像の添付

送信前の中止レポート

ファクス受信結果通知

終了通知設定

受信結果通知方法

宛先編集 アドレス帳 ファクス F コード

暗号鍵番号

送信開始速度

ECM
i- ファクス † 通信

i- ファクスアドレス

解像度

圧縮方式

用紙サイズ

ワンタッチキー

リスト印刷 ファクスリスト（見出し）

ファクスリスト（番号）

アドレス帳

初期設定

アドレス帳の種類

ユーザー / ユーザー管理設定

部門管理 部門管理設定

システム ネットワーク

設定

TCP/IP 設定 プロトコル詳細       i- ファクス †

前ページからの続き
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†　オプションの Internet Fax Kit（A）が必要です。

状況確認 /
ジ ョ ブ中止キー

印刷ジョブ 状況

履歴

送信ジョブ 状況

予約ジョブ

履歴

保存ジョブ 状況

履歴

デバイス / 通信 回線を切る

手動受信

受信問い合わせ（インターネットファクス受信）†

通信履歴 レポート印刷

外部メモリー

プログラムキー 呼び出し

登録

編集
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出荷時設定値一覧表

ファクス機能の設定範囲と出荷時設定値は次のとおりです。

項目 設定範囲 出荷時設定値

通信管理レポート（ファク

ス発信レポート）

設定しない、設定する 設定する

通信管理レポート（ファク

ス着信レポート）

設定しない、設定する 設定する

送信結果レポート

（ファクス）

設定しない、エラー時のみ、設定する エラー時のみ

送信画像の添付 設定しない、一部を添付、全体を添付 一部を添付

送信前の中止レポート 設定しない、設定する 設定しない

受信結果レポート 設定しない、エラー / 転送時のみ、設定す

る

設定しない

受信結果通知方法 レポート印刷、メールアドレス帳、メー

ルアドレス入力

レポート印刷

ファクススピーカー音量 1 小、2、3 中、4、5 大、0 消音 3 中

ファクスモニター音量 1 小、2、3 中、4、5 大、0 消音 3 中

自局名登録 最大 32 文字 未登録

自局名登録（フリガナ） 最大 32 文字 未登録

自局ファクス番号登録 1 最大 20 桁 未登録

自局ファクス番号登録 2†† 最大 20 桁 未登録

自局ファクス ID 登録 4 桁（0000 ～ 9999） 0000

回線設定（ポート 1） プッシュ回線、ダイヤル回線（10PPS）、
ダイヤル回線（20PPS）

プッシュ回線

回線設定（ポート 2）†† プッシュ回線、ダイヤル回線（10PPS）、
ダイヤル回線（20PPS）

プッシュ回線

受信方式 自動（普通）、自動（ファクス / 電話）、

自動（留守番電話）、手動

自動（普通）

ファクス－ベル回数（普通） 1 ～ 15 回 2 回

ファクス－ベル回数（留守

番電話）

1 ～ 15 回 10 回

ファクス－ベル回数（ファ

クス / 電話切替）

0 ～ 15 回 0 回

リモート切替ダイヤル 2 桁（00 ～ 99） 55

ダイヤルイン 設定しない、設定する 設定しない

ダイヤルイン番号 4 桁（0000 ～ 9999） 未登録

F ネット無鳴動受信 設定しない、設定する 設定しない

暗号受信 設定する（暗号鍵番号 01 ～ 20）、設定し

ない

設定しない

暗号鍵登録 0 ～ 9、A ～ F の 16 桁（暗号鍵番号 01 ～

20）
未登録

発信元記録 設定しない、設定あり（原稿外側、原稿

内側）

設定あり（原稿外側）

†† ファクスキットが 2 台必要です。
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自局名に部門名を使用する 設定しない、設定する 設定する †††

受信用紙種類 全用紙種類、普通紙、薄紙、ラベル紙、

再生紙、ボンド紙、はがき、カラー紙、

封筒、厚紙、加工紙、上質紙、

カスタム 1 ～ 8

全用紙種類

手差し受信 使用しない、使用する 使用しない

縮小受信 設定しない、設定する 設定しない

受信日時記録 設定しない、設定する 設定しない

両面印刷 設定しない、設定する 設定しない

2in1 印刷 設定しない、設定する 設定しない

送信制限 制限しない、許可リスト＋アドレス帳 制限しない

受信制限 制限しない、許可リスト＋アドレス帳、

拒否リスト

制限しない

番号不明受信の処理 許可する、拒否する 拒否する

通信許可番号リスト 最大 20 桁　（登録件数は最大 50 件） 未登録

通信拒否番号リスト 最大 20 桁　（登録件数は最大 50 件） 未登録

通信許可 ID リスト 0000 ～ 9999　（登録件数は最大 25 件 ) 未登録

受信ポート選択 †† 設定しない、ポート 1、ポート 2 設定しない

リダイヤル回数 0 ～ 14 回 3 回

ファクスリモート診断 設定しない、設定する 設定しない

リモート診断 ID 4 桁（0000 ～ 9999） 0000

条件付き受信 / 転送 設定しない、すべての受信に適用する、

特定の受信に適用する

設定しない

新規宛先の入力 禁止する、許可する 許可する

簡単設定登録 原稿サイズ、送信サイズ、濃度、ファク

ス送信解像度、連続読み込み、両面 / 見開

き原稿、原稿セット向き、原稿の画質、

縮小 / 拡大

縮小 / 拡大、原稿の画

質、ファクス送信解像

度、濃度、両面 / 見開

き原稿、連続読み込み

送信開始速度 33600 bps、14400 bps、9600 bps 33600 bps

ECM 設定しない、設定する 設定する

暗号送信 設定しない、設定する 設定しない

暗号ボックス 使用しない、使用する 使用しない

ファクス送信解像度 200×100 dpi（ノーマル）

200×200 dpi（ファイン）

200×400 dpi（スーパーファイン）

400×400 dpi（ウルトラファイン）
600×600 dpi

200×100 dpi（ノーマル）

送信モード（インターネッ

トファクス）†

シンプルモード、フルモード シンプルモード

† オプションの Internet Fax Kit (A) が必要です。

†† ファクスキットが 2 台必要です。

††† 部門管理を有効にしている必要があります。

項目 設定範囲 出荷時設定値
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解像度（インターネット

ファクス）†

200×100 dpi（許可固定）、

200×200 dpi（許可固定）、

200×400 dpi（許可 / 禁止）、

400×400 dpi（許可 / 禁止）、

600×600 dpi（許可 / 禁止）

200×100 dpi（許可）

200×200 dpi（許可）

200×400 dpi（禁止）

400×400 dpi（禁止）

600×600 dpi（禁止）

圧縮方式（インターネット

ファクス）†

MH、MR、MMR、JBIG MH

用紙サイズ（インターネッ

トファクス）†

A4/Letter（許可固定）、B4（許可 / 禁止）、

A3/Ledger（許可 / 禁止）

A4/Letter（許可）

B4（禁止）

A3/Ledger（禁止）

ポーリング送信後原稿の削

除

設定しない、設定する 設定しない

上書き保存許可設定 禁止する、許可する 許可する

† オプションの Internet Fax Kit (A) が必要です。

項目 設定範囲 出荷時設定値
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受信サイズと印刷用紙優先順位表

受信した原稿のサイズと、同サイズ同方向の用紙がカセットにセットされていない場合、本機が印刷の際に

自動で選択する用紙の優先順位は次の表のとおりです。

等倍優先

受信サイズ

選択

順位

用
紙
サ
イ
ズ

1 † , †† †† †† †† †† ††

2 †, †† †, †† †, ††

3 † †

4 † † †

5 † † †

6 †

7 †

† 受信サイズと用紙の向きが異なるため、画像を自動的に 90° 回転して印刷します。

は 2 枚の用紙に分割して印刷されることを示しています。

†† i- ファクスの印刷用紙。（受信サイズと同サイズ）

参考：「受信用紙種類」で用紙の種類を選択している場合は、用紙種類が一致する給紙元から印刷します。

（6-16 ページ参照）

「受信用紙種類」で ［全用紙種類］ を選択している場合でも、ファクスの印刷に使用できない用紙種類

（OHP フィルムなど）がセットされた給紙元からは印刷できません。

A5 B5 A4-R A4 B4 A3

A5-R B5 A4-R A4 B4 A3

A4-R B5-R A4 A4-R A3 A4

A4 B4 A3 A3 B5 A4-R

B5 A4 B4 B4 B5-R B4

B5-R A4-R A5-R A4

A3 A3 B5 A4-R

B4 B5-R
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縮小受信

受信サイズ

選択

順位

用
紙
サ
イ
ズ

1 † , †† †† †† †† †† ††

2 †, †† †, †† †, ††

3 †

4 † † †

5 † †

6 † † †

7 †

† 受信サイズと用紙の向きが異なるため、画像を自動的に 90° 回転して印刷します。

†† i- ファクスの印刷用紙。（受信サイズと同サイズ）

参考：「受信用紙種類」で用紙の種類を選択している場合は、用紙種類が一致する給紙元から印刷します。

（6-16 ページ参照）

「受信用紙種類」で ［全用紙種類］ を選択している場合でも、ファクスの印刷に使用できない用紙種類

（OHP フィルムなど）がセットされた給紙元からは印刷できません。

A5 B5 A4-R A4 B4 A3

A5-R B5 A4-R A4 B4 A3

A4-R B5-R A4 A4-R A3 B4

A4 B4 A3 A3 A4-R A4-R

B5 A4 B4 B4 A4 A4

B5-R A4-R B5-R B5 B5-R B5-R

A3 A3 B5 B5-R B5 B5

B4 A5-R A5-R
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区点コード表
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エラーコード一覧表

通信エラーが発生すると、送信 / 受信結果レポートや通信管理レポートには、次のようなエラーコードが記

録されます。

参考：U または E の後ろの数字がエラーコードです。

エラーコード 原因および処置方法

Busy 設定されている回数の自動リダイヤルが行われたにもかかわらず、

相手先と回線がつながりません。もう一度送信してください。

CANCELED 送信中に、送信の中止操作を行ったため、送信が中止されました。

受信中に、受信の中止操作を行ったため、受信が中止されました。

U00300 送信中に相手機側（受信側）で用紙がなくなっています。相手先を

確認してください。

U00430 - U00462 相手先からの受信の際に、回線はつながったが相手機側（送信側）

と通信機能に不一致があったため、受信が中断されました。

U00601 - U00690 本機のトラブルにより、通信が中断されました。もう一度送信また

は受信してください。

U00700 相手機側のトラブルにより、通信が中断されました。相手先を確認

してください。

U00800 - U00811 正しく送信できなかったページがあります。もう一度送信してくだ

さい。

U00900 - U00910 正しく受信できなかったページがあります。もう一度受信してくだ

さい。

U01000 - U01097 送信中に通信エラーが発生しました。もう一度送信してください。

U01100 - U01196 受信中に通信エラーが発生しました。もう一度受信してください。

U01400 回線設定でプッシュ回線を選択していたときに登録された # を含む

ダイヤルをダイヤル（パルス）回線に変更した状態で使用したため、

該当する相手先との通信ができませんでした。

U01500 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。もう一度送信

してください。

U01600 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。相手先の送信

速度を下げた状態で、もう一度送信してもらってください。

U01700 - U01720 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。もう一度送信

してください。

U01721 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。相手先に使用

した送信速度がないかもしれません。送信開始速度を下げて、もう

一度送信してください。

U01800 - U01820 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。相手先の送信

速度を下げた状態で、もう一度送信してもらってください。

U01821 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。本機に使用し

た送信速度がないかもしれません。相手先の送信速度を下げた状態

で、もう一度送信してもらってください。

U03000 ポーリング受信を行ったところ、相手先のファクスに原稿がセット

されていなかったため、受信できませんでした。相手先を確認して

ください。

U03200 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信を行ったところ、

指定した F コード親展ボックスには何も入っていませんでした。相

手先を確認してください。
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U03300 次の 1 と 2 のどちらかが原因でエラーとなりました。相手先を確認

してください。

1 相手機が弊社機である場合に、ポーリング受信を行ったところ、

相手先で送受信制限が設定されており、パスワードが不一致で

あったため通信が中断されました。

2 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信を行ったとこ

ろ、相手先で送受信制限が設定されており、パスワードが不一致

であったため通信が中断されました。

U03400 ポーリング受信を行ったところ、相手先で入力されたパスワードと

受信側の自局ファクス ID が一致しなかったため受信が中断されまし

た。相手先を確認してください。

U03500 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信を行ったところ、

指定した F コード親展ボックスが相手機に登録されていませんでし

た。相手先を確認してください。

U03600 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信を行ったところ、

指定した F コードパスワードが一致しなかったため受信が中断され

ました。相手先を確認してください。

U03700 F コード掲示板受信を行ったところ、相手機に F コード掲示板通信機

能がありませんでした。または、どの原稿受渡しボックス（F コード

親展ボックス）にも原稿が入っていませんでした。

U04000 相手機が弊社機である場合に、F コード親展ボックスに原稿を送信し

ようとしたところ、指定したボックスが相手機に登録されていませ

んでした。または、転送条件のサブアドレスが一致しませんでした。

U04100 相手先の原稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）に原稿を送信

しようとしたところ、相手機に対応する機能がありませんでした。

または、転送条件のサブアドレスが一致しませんでした。

U04200 暗号送信を行ったところ、指定したボックスが登録されていなかっ

たため、送信が中断されました。

U04300 暗号送信を行ったところ、相手先のファクスには暗号通信機能がな

かったため、送信が中断されました。

U04400 暗号送信を行ったところ、暗号鍵が不一致であったため、送信が中

断されました。

U04500 暗号受信を行ったところ、暗号鍵が不一致であったため、受信が中

断されました。

U05100 送信を行ったところ、本機に送信制限が設定されており、そのため

に必要な通信条件を満足しなかったため、送信が中断されました。

相手先を確認してください。

U05200 相手先から原稿が送信されてきましたが、本機に受信制限が設定さ

れており、そのために必要な通信条件を満足しなかったため、受信

が中断されました。

U05300 送信を行ったところ、相手先側で受信制限が設定されており、その

ために必要な通信条件を満足しなかったため、相手先側から受信を

拒否されました。相手先を確認してください。

U14000 ファクスボックスへの受信が行われましたが、本機のメモリーオー

バーにより受信が中断されました。メモリー内に蓄積（記憶）され

ている原稿を印刷しメモリーに空きを作るか、ファクスボックスで

の受信を中止してください。

エラーコード 原因および処置方法



付録

付録 -28

U14100 相手機が弊社機である場合に、相手先ファクスボックスまたは F
コードボックスへの送信を行ったところ、相手機のメモリーオー

バーにより送信が中断されました。相手先を確認してください。

U19000 代行受信が行われましたが、本機のメモリーオーバーにより受信が

中断されました。メモリー内に蓄積（記憶）されている原稿を印刷

しメモリーに空きを作ってから、もう一度受信してください。

U19100 送信を行ったところ、相手先のファクスのメモリーオーバーにより

送信が中断されました。相手先を確認してください。

U19300 送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。もう一度

送信してください。

エラーコード 原因および処置方法



索引

索引 -1

索引

索引

数字

2in1 受信  6-36

E
ECM 通信  2-8,  3-7

F
F コード通信  3-7,  4-44

F コードサブアドレス  4-44
F コードパスワード  4-44
受信のしかた  4-46
送信のしかた  4-44

F ネット無鳴動受信  6-19
F コード掲示板通信  4-49,  10-7
F コード送信ができない  10-6
F コード中継同報通信  4-20,  10-7

I
Internet Fax Kit（A）  7-2
i- ファクス件名 / 本文  8-10

N
Network FAX について  9-1

オンラインマニュアルについて  9-6
基本的な送信の方法  9-3
受信の流れ  9-2
セットアップ  9-3
送信の流れ  9-2
ファクス設定タブ  9-5

あ

宛先確認画面について  5-12
アドレス帳  2-5

宛先選択  3-15
アドレス帳の種類の変更  2-5
検索  3-16
新規登録  2-5
変更 / 削除  3-17
リストの出力  2-14

暗号通信  3-7,  6-29,  10-6
暗号鍵  6-29
暗号鍵の登録  6-30
暗号鍵の変更 / 削除  6-31
暗号鍵番号  6-29
受信側の操作方法  6-33

送信側の操作方法  6-32

い

一括送信  4-3
印刷されない  10-6
インターネットファクスについて  8-1

Command Center RX  8-4
受信  8-12
使用上の注意  8-3
送信  8-7

え

エラーコード一覧表  付録 -26
メッセージ  10-4
エンターキー  3-2

お

音設定

ファクススピーカー設定  2-2
ファクスモニター設定  2-2

音量調整  6-12

か

解像度  3-8
拡張アドレス帳  2-5
拡張メモリー  7-5
各部の名称とはたらき  1-1
画質  3-8
簡単設定画面  3-24

登録できる機能  3-24
登録変更のしかた  3-25

簡単セットアップ（ファクスのセットアップ）  2-2
管理機能  4-58

き

機械を設置する際のご注意  vi
許可 ID 番号

登録  6-26
変更 / 削除  6-27

許可ファクス番号

登録  6-22
変更 / 削除  6-23

拒否ファクス番号

登録  6-24
変更 / 削除  6-25



索引

索引 -2

く

区点コード表  付録 -20

け

原稿

片面 / 両面選択  4-61
原稿サイズ混載  4-61
原稿サイズ選択  4-61
原稿セット向き  4-62
サイズについて  xii

原稿送り装置  1-5
原稿のセット  3-4,  8-7

し

自局情報  6-5
自局ファクス ID  2-2
自局ファクス番号  2-2
自局名  2-2,  6-4
時刻  2-4
自動受信  3-11
自動送信  3-3
縮小 / 拡大  4-61
縮小受信  6-34
受信サイズと印刷用紙優先順位  付録 -18
受信できない  10-6
受信日時記録  6-15
受信方式  6-14
受信用紙種類  6-16
出荷時設定値一覧表  付録 -15
手動受信  4-15,  6-14
手動送信  4-13
ショートカット  3-26

登録  3-26
変更と削除  3-26

仕様  付録 -10
使用禁止時間  6-38
使用前の準備  2-1

そ

操作パネル  1-2
送受信制限  6-21

許可 ID 番号  6-26
許可ファクス番号  6-22
拒否ファクス番号  6-24
受信拒否条件  6-21
受信制限設定  6-28
番号不明受信  6-28
前提条件  6-21
送信制限設定  6-28

通信成立条件  6-21
送信開始速度  2-8,  3-7
送信サイズ選択  4-61
送信状況  3-10
送信できない  10-6
送信控え印刷  4-63
送信控え保存  4-63
送信予約  4-9

た

代行受信  3-12,  10-6
タイマー送信  4-3

即時送信  3-13
中止  3-13

ダイヤルイン  6-20
ダイレクト送信  3-3

中止  3-14
短縮キー  3-2

ち

チェーンダイヤル  4-11
注意表示  ii
中止

送 / 受信の中止（通信の切断）  3-14
タイマー送信の中止  3-13
ダイレクト送信の中止  3-14
ポーリング送信 /F コード掲示板送信の中止  

3-14
メモリ送信の中止  3-13

長尺原稿  4-2

つ

通信結果 / 登録の確認  5-2

て

手差しトレイ受信  6-18
電源を切るときの注意  10-3
電話回線  6-2
電話回線の設定  2-2

と

同報送信  4-6,  10-6
トラブルが発生した場合  10-6

の

濃度  3-7

は

排紙先の設定  6-39



索引

索引 -3

索引

発信元記録の選択  2-2,  6-3
ハンドセット  7-3

ひ

日付  2-4

ふ

ファクス / 電話自動切替受信  6-7,  6-14
ファクス / 留守番電話自動切替受信  6-9,  6-14
ファクス専用自動受信  3-11,  6-14
ファクス番号

テンキー入力の禁止  4-57
ファクスボックス  4-37,  10-7

確認  4-41
登録  4-37
ファイル名の変更  4-41
ファクスボックスからの印刷  4-40
ファクスボックスからの削除  4-41
ファクスボックスリスト  4-43
プレビュー  4-42
変更 / 削除  4-39

部門管理  4-58
制限  4-59
対象となる通信形態  4-58
内容  4-58
ログイン  4-60

プレビュー

送信  3-22
ファクスボックス  4-42
ポーリングボックス  4-57

プログラムダイヤル  4-47,  4-48
登録  4-47
変更 / 削除  4-47

へ

ベル回数  6-11

ほ

ポーリング通信  4-49
F コード掲示板通信  4-49
確認  4-56
ファイル名の変更  4-56
プレビュー  4-57
ポーリング受信  4-52,  10-7
ポーリング送信  4-49
ポーリングボックスからの印刷  4-54
ポーリングボックスからの削除  4-56

本体（名称）  1-4

ま

マルチポート  7-5

め

メール通知

受信結果通知  5-11
ジョブ終了通知  4-63

メニュー構成一覧  付録 -11
メモリー送信  3-3

中止  3-13
メモリー転送  4-19,  10-6,  10-7

Command Center RX  4-32
解除  4-27
詳細設定  4-27
転送条件  4-19
転送設定（条件ごと）  4-23
転送設定（すべて転送する）  4-21
転送の種類  4-19

も

文字の入力  付録 -2
入力画面  付録 -4
入力方式  付録 -2
入力文字  付録 -3
文字変換  付録 -7,  付録 -9

ゆ

ユーザー管理  4-58
内容  4-58
ログイン  4-59

よ

用紙サイズについて  xii
読みかた  xi

ら

ランプ  10-2

り

リダイヤル  3-21
回数の変更  6-13

リモート切替機能  4-17,  10-6
使いかた  4-18
登録  4-17

リモート診断  6-37
両面受信  6-35
履歴  5-3

印刷ジョブ履歴  5-4
詳細情報  5-5



索引 -4

ジョブ履歴画面  5-3
送信ジョブ履歴  5-4
保存ジョブ履歴  5-5

れ

レポート

送信前に中止されたジョブのレポート  5-7
受信結果レポート  5-8
ステータスページ  5-10
送信結果レポート  5-7
通信管理レポート  5-8
ファクスボックスリスト  4-43

連続読み込み  4-62

わ

枠消し  4-62
割り込み送信  4-10
ワンタッチキー  2-15

宛先選択  3-19
新規登録  2-15
変更 / 削除  2-16





2012.1
3N6KMJA000

http://www.kyoceradocumentsolutions.co.jp

©2012 KYOCERA Document Solutions Inc.


	目次
	安全に正しくお使いいただくために
	はじめに
	本書の構成・表記について
	1 各部の名称とはたらき
	操作パネル
	本体
	原稿送り装置


	2 使用前の準備
	簡単セットアップ（ファクスのセットアップ）
	ファクスのセットアップの項目
	ファクスのセットアップの手順

	日付と時刻を設定する
	アドレス帳を使う
	最初に表示するアドレス帳の種類を変更する
	宛先の新規登録
	アドレス帳リストの出力

	ワンタッチキーを使う
	ワンタッチキーの新規登録
	登録内容の変更と削除


	3 ファクスの操作方法（基本編）
	エンターキー、短縮キーについて
	自動送信する
	自動受信する（ファクス専用自動受信）
	通信を中止する
	メモリー送信（原稿読み込み中）の中止
	メモリー送信（通信中）の中止
	タイマー送信（待機中）の中止と即時送信
	ダイレクト送信の中止
	送/受信の中止（通信の切断）
	ポーリング送信/Fコード掲示板送信の中止

	宛先をアドレス帳から選ぶ
	登録内容の変更と削除

	宛先をワンタッチキーで選ぶ
	番号キーを使う
	同じ相手に再送信する（リダイヤル）
	自動リダイヤル
	手動リダイヤル（再宛先呼び出し）

	送信する原稿のイメージを確認する
	簡単設定画面について
	ショートカット登録

	4 ファクスの操作方法（応用編）
	長い原稿を読み込む【長尺原稿】
	時刻を指定して送信する【タイマー送信】
	タイマー送信ジョブの変更/削除のしかた

	1回の操作でたくさんの相手先に送信する【同報送信】
	宛先がファクスの場合
	宛先がインターネットファクスの場合

	通信中に別の原稿の送信を予約する【送信予約】
	別の原稿を優先して送信する【割り込み送信】
	フリーダイヤルなどの特定の局番を省略して送信する【チェーンダイヤル】
	相手先に電話して手動で送信する【手動送信】
	送られてきたファクスを手動で受信する【手動受信】
	電話機を操作して受信させる【リモート切替機能】
	リモート切替ダイヤルの登録のしかた
	リモート切替ダイヤルの使いかた

	受信した文書を条件ごとに印刷/転送する【メモリー転送】
	転送先の種類と転送条件
	すべての受信に適用する
	特定の受信に適用する
	条件ごと設定の変更/削除
	条件ごと設定の優先順位をあげる
	条件付き受信/転送の解除
	転送詳細設定
	Command Center RXからの転送設定（条件付き受信/転送）
	転送設定
	条件リストの追加
	印刷設定
	転送先設定
	ファクスボックス保存設定
	宛先リストの追加

	受信した原稿を管理する【ファクスボックス機能】
	ファクスボックスとは
	ファクスボックスの登録のしかた
	ファクスボックスの変更/削除のしかた
	ファクスボックスからの印刷のしかた
	ファクスボックスからの削除のしかた
	詳細情報の確認/ファイル名の変更のしかた
	プレビューの参照のしかた
	ファクスボックスリストの印刷のしかた

	Fコードを使って通信する【Fコード通信】
	Fコード通信とは
	Fコードについて
	Fコード送信のしかた
	Fコード受信のしかた

	送信する相手や設定内容などを登録する【プログラムダイヤル】
	プログラムの登録のしかた
	登録内容の変更と削除のしかた
	プログラムの使いかた

	受信側の操作で通信を開始する【ポーリング通信】
	ポーリング送信
	ポーリング受信
	ポーリングボックスからの印刷のしかた
	ポーリングボックスからの削除のしかた
	詳細情報の確認/ファイル名の変更のしかた
	プレビューの参照のしかた

	ファクス番号のテンキー入力を禁止する
	ファクスの使用状況などを管理する【管理機能】
	ユーザー管理が有効であるときにログインする
	部門管理が有効であるときにログインする
	ファクス送信された原稿を設定した宛先にも送信する

	その他の便利な機能
	原稿サイズを選択する【原稿サイズ】
	送信サイズを選択する【送信サイズ選択】
	原稿を縮小または拡大して送信する【縮小/拡大】
	サイズの異なる原稿を一緒に送信する【原稿サイズ混載】
	原稿の種類を選択する【両面/見開き原稿】
	原稿の置きかたを決める【原稿セット向き】
	原稿に合わせて画質を変更する【原稿の画質】
	大量の原稿を一度に送信する【連続読み込み】
	原稿のまわりを消去する【枠消し】
	送信が終了したことを通知する【ジョブ終了通知】
	送信する原稿の控えを印刷する【送信控え印刷】
	送信する原稿の控えを保存する【送信控え保存】


	5 通信結果や登録した内容の確認
	通信結果や登録した内容を確認する
	ファクスジョブの送信/受信履歴を確認する
	ジョブ履歴画面の表示
	ジョブ履歴画面の内容
	ジョブ履歴の詳細情報の確認

	管理レポートを印刷する
	送信結果レポート
	送信前に中止されたジョブのレポート
	受信結果レポート
	通信管理レポート
	ステータスページ

	ファクスの受信結果をメールで知らせる
	宛先確認画面について

	6 各種設定と登録
	電話回線の種類を選択する
	送信したファクスに印刷される発信元記録を設定する
	発信元の情報を設定する
	名前（自局名）の登録

	ファクスと電話を自動で切り替える【ファクス/電話自動切替受信】
	ファクスと留守番電話を自動で切り替える【ファクス/留守番電話自動切替 受信】
	呼び出しベルの回数を変更する【ベル回数】
	スピーカーの音量を調整する【音量調整】
	リダイヤルする回数を変更する【リダイヤル回数】
	利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】
	受信した日時や情報などを印刷する【受信日時記録】
	使用する用紙の種類を限定する【受信用紙種類】
	ファクス受信出力をするカセットを設定する

	手差しトレイの使用/不使用を選択する【手差しトレイ受信】
	ファクス通信網を使用して受信する【Fネット無鳴動受信】
	1回線で電話とファクスを使い分ける【ダイヤルイン】
	通信する相手先を限定する【送受信制限】
	許可ファクス番号の登録のしかた
	許可ファクス番号の変更/削除のしかた
	拒否ファクス番号の登録のしかた
	拒否ファクス番号の変更/削除のしかた
	許可ID番号の登録のしかた
	許可ID番号の変更/削除のしかた
	送信制限設定のしかた
	受信制限設定のしかた
	番号不明受信の処理

	原稿を暗号化して安全に通信する【暗号通信】
	暗号鍵の登録のしかた
	暗号鍵の登録内容の変更/削除のしかた
	送信側の操作方法
	受信側の操作方法

	用紙サイズより大きい原稿を縮小して受信する【縮小受信】
	幅が同じ原稿を受信したときは両面に印刷する【両面受信】
	2枚の原稿を1枚にまとめて受信する【2in1受信】
	サービスセンターからの通信で本機を診断する【リモート診断】
	時間を指定してファクスの印刷を禁止する【使用禁止時間】
	排紙先を設定する【排紙先】

	7 オプションについて
	Internet Fax Kit（A）
	ハンドセット
	電話のかけかた

	拡張メモリー
	マルチポートについて

	8 インターネットファクスについて（オプション）
	インターネットファクスとは
	大阪支社から京都営業所へインターネットファクスで送信する場合のイメージ
	インターネットファクスの送信の流れ
	インターネットファクスの受信の流れ
	インターネットファクス使用上の注意
	送信時に使用できない機能
	受信時に使用できない機能
	フルモードについて

	インターネットファクスを設定する
	Command Center RXへのアクセス
	インターネットファクスの設定
	インターネットファクスSMTPの設定
	インターネットファクスPOP3の設定

	インターネットファクス送信
	インターネットファクス受信
	インターネットファクスの手動受信


	9 Network FAXについて
	Network FAXとは
	Network FAXの送信の流れ
	Network FAXの受信の流れ

	セットアップする
	セットアップの流れ
	Network FAXドライバー操作手順書（オンラインマニュアル）について


	10 こんなときには
	送/受信中のランプ表示について
	電源を切るときの注意
	こんな表示が出たら
	トラブルが発生した場合

	付録
	文字の入力方法
	入力方式の選択
	入力文字の選択
	入力画面
	かな漢字入力とローマ字漢字入力での文字変換
	区点入力での文字変換

	仕様
	メニュー構成一覧
	出荷時設定値一覧表
	受信サイズと印刷用紙優先順位表
	区点コード表
	エラーコード一覧表

	索引

